
その他の用具を起因物（小）とする死傷災害発生事例（2017年）

年 月
発生

時
死傷災害発生事例

年

齢

業種

（小）

事

故

の

型

労働

者規

模

2017 1
12～

13

被災者は、職場で椅子に座りながらヘアーをカット中、誤って椅

子から落ち、右膝を床に強打する。
43 80302 1 1～9

2017 1 7～8

開店前の売り場で、箱ティッシュの補充をしようと、キャリーに

積んでいた箱ティッシュを降ろしていた時に、バランスを崩して

右膝を捻り転倒し、打撲した。

42 80209 2
30～

49

2017 1
20～

21

看板を運んでいる時に、床にあったカップマスクに左足を挟んで

転倒し、左足の甲から足首にかけて捻った。
40 170209 2

10～

29

2017 1
9～

10

第二卸売場で荷受作業中、年配の生産者のためにパレットを取ろ

うとして持ち上げた際、手を滑らせてパレットを右足に落として

しまい、右第1・2趾末節骨を骨折した。

21 80109 4
300～

499

2017 1
9～

10

利用者の自宅にて、入浴介助中に取り外して脇に置いてあった

ベッドの柵に左足小指をぶつけてしまい負傷した。
42 130201 3

30～

49

2017 1 4～5

被災者は学会で出張中、宿泊していたホテルのベットで睡眠中、

早朝睡眠から醒めてトイレに行こうと立ち上ろうとした瞬間、右

肩から床に落下し、右肩は変形していた。

69 130101 1
300～

499

2017 1
17～

18

集会室で、児童用のテーブルを片づけようと持ちあげ移動した際

に、手元が狂いテーブルが右側に倒れ、床とテーブル側面に左足

親指付近が挟まれ、左足親指骨折などを負った。

38 130201 4 ―

10～

清掃業務中、180cmくらいの下駄箱の天板奥を拭くため、折りた

たみ椅子の上に乗り、片足立ちになって拭いていたところ転倒 30～



2017 1
11 し、何かに股をぶつけ（おそらく椅子）、外傷性外陰血となっ

た。

40 140309 1
49

2017 1 8～9

製品発送センターで、パレットを運ぶ作業をしているとき、部品

が沢山置いてあり、狭い通路の状態でハンドリフトを使わずにパ

レットを立てて運び、腰を痛め悪化し休養となった。

39 11409 19
50～

99

2017 1
15～

16

工場内でトラックに材木の荷積み作業中、当該荷材をトラックに

固定するため、万力結び（輸送結び）を施して、仕上げに当該

ロープを力いっぱいに引っ張ったときに、結び目が解けて肩に違

和感を感じ負傷した。

60 10401 19
10～

29

2017 1
14～

15

作業場内にて、バーコン下トレイを清掃する為に、バーコン足場

（約20kg）を持ち上げようとしたところ、腰に痛みがはしり、

歩くのも困難となった。

46 70101 19
10～

29

2017 1
10～

11

医院内で使用済みのメスを片付ける作業中、持針器を使ってメス

を取り外す際、滑って右手親指を切った。
29 130109 8 ―

2017 1
9～

10

グループホーム施設内にて、利用者の見守の際、車椅子に乗った

利用者の倒した椅子が、他の利用者に当たりそうになった為、か

ばった際、右足ひざの下側にいすの背が当たった。

48 130201 6
30～

49

2017 1
16～

17

1階がんも製造ラインで清掃中、清掃用具を落とし拾おうとして

屈み、起き上がった時に、頭部の左側を記録表等を置く台にぶつ

け、骨折を負った。

61 10109 3
100～

299

2017 1
14～

15

就業先の5Fカフェテリア内で、翌日の入試準備の為に机を移動さ

せようとした際、片側にキャスターの付いた机の、キャスターの

無い手前側を持ち上げて、押して移動しようとした所、机の重み

でキャスターが回転して机が前に倒れ、左足甲へ落下し負傷し

た。

24 170101 5 ―

就業先の5Fカフェテリア内で、翌日の入試準備の為に机を移動さ

せようとした際、片側にキャスターの付いた机の、キャスターの



2017 1
14～

15
無い手前側を持ち上げて、押して移動しようとした所、机の重み

でキャスターが回転して机が前に倒れ、左足甲へ落下し負傷し

た。

24 120109 5
50～

99

2017 1
10～

11

当社工場内において、製品のケトルが吊り下がって移動するレー

ンがケトルの色ごとに何箇所かある中で、ケトルの中間処理作業

をしていた。 製品の間隔が空いたため、作業していた隣のレー

ンの準備をしようと移動する際、たまたま隣から引っ張ってきて

使用していたエアホースが床から少し浮いた状態であった事に気

付かず、エアホースに足を引っかけて転倒し、床で両膝を強打し

た。

57 10909 2
30～

49

2017 1
10～

11

会社の作業場で品物の落ち運び移動をしていたとき、足がパレッ

トに引っ掛かり、手をつかず膝から床に転んでしまった。
42 10602 2

30～

49

2017 1
20～

21

製造盛付ラインで番重を台車に載せて移動中、天井のコンセント

から伸びた寿司巻機の配線に番重が当たり、上部2段が落下し、

頭部右部を負傷した。

67 10109 4
100～

299

2017 1
21～

22

厨房内にて丼にスープを汲んだところ、異物が入ってしまったの

で取り除こうと丼を傾けた際、誤ってスープをこぼしてしまい、

左足内側の踝付近にかかり火傷した。

20 140201 11 ―

2017 1
20～

21

店舗の家具売り場で、接客で昇降式テーブル（商品）等の案内を

しているうちに、腰に痛みを感じるようになった。
28 80102 19 ―

2017 1 8～9

炊飯された米を炊飯器から保温ジャーに移す為炊飯器の内蓋を持

ち上げて移動する際に、隣に置いてあった炊飯器のガードに右手

人差し指の第二関節部分をぶつけ、切創を負う。

44 140201 3 ―

2017 1 8～9
清掃作業中の部屋の扉を開け、部屋に入る際、清掃用具が扉に

ひっかかり、前に転んだ。
72 130101 2

300～

499

2017 1 5～6

休憩に行く際、1Fエレベーター前でエレベーターが1Fで待機状

態だったので、急いで「開」ボタンを押そうと走ってしまい、 25 10104 2
500～



走った勢いでスリッパがもつれ、転倒した。
999

2017 1
14～

15

荷受場にて重厚長大物が積まれたカゴ車から重厚長大物専用台車

へ商品を移し替えようと、カゴ車を移動中、コンクリート床の亀

裂にカゴ車のキャスター部が引っ掛かり、バランスを崩したカゴ

車が自身側に倒れて右足と頭部を負傷した。

68 80209 4 ―

2017 1
23～

24

リハーサル中にタップの動きを約3時間行ったところ、右膝下の

痛みが悪化した。
22 140302 19

10000

～

2017 1
11～

12

給食室シンク横でまな板をタワシで磨いている時、腕を動かした

とき、筋肉分裂を起こした。
74 130201 19 ―

2017 1
15～

16

検査用ウエイトを積み替えの為、両手で持ってパレットに移動し

た際、バランスを崩し転倒し、右手の上にウエイトが落ち受傷し

た。

25 40301 5
10～

29

2017 1 3～4

交通誘導警備に従事中、4tダンプを搬送する為A型バリケードを

持ち上げて脇にどかそうとした時、バリケードの脚に左足が引っ

かかり転倒し、右手を路面に強打して負傷した。 痛みはあった

が、なんとか勤務を終了し、帰宅したあとに痛みが増してきた。

66 170201 2

1000

～

9999

2017 1 8～9
シンクにてモップを絞る作業中、絞ったモップに、立てかけてい

たモップで足をとられて転んだ。
77 150101 2 ―

2017 1
17～

18

本社営業部において、担当者に必要物を渡し、自席に戻ろうと体

を反転した際、通常作業で慎重さに欠け注意不足であったため

か、すぐ隣にあった椅子に足をひっかけ、つま先から着地するよ

うな姿勢で倒れ負傷した。

25 170209 1
500～

999

2017 1
11～

12

訪問介護サービス提供中の利用者宅の台所で、調理の援助作業中

に火にかけたフライパンに誤って接触してしまい、右手第1・第2

指に火傷を負った。

61 130201 11
10～

29

2017 1
10～

1階の仕事場、ガスレンジの上に鍋がかかっていて、エプロンの

紐に引っ掛かり、太ももから長靴の中に、温つゆが入り火傷し 58 140201 11 ―



11
た。

2017 1
21～

22

調理場から別室にボールに入ったフカヒレスープ（15～20?位）

を移動させていた際、手がすべり、左腕・肘・手にかけて煮たっ

たスープがかかり、やけどを負った。

65 90209 11
50～

99

2017 1
16～

17

分別（事業所で）作業中、コンテナの中からプラスチックのケー

スを取ろうとして、フレコンバックを踏み台にして、降りる時に

フレコンバックの紐に足をからませてバランスをくずし、右後方

に上向きに倒れてしまい、右の肘と手首足首を痛めた。

47 150102 1 1～9

2017 1
12～

13

路上において、荷物を降ろし終わり、荷台にシートをかけ荷台の

右横から降りようとした際に左足がシートのゴムに引っかかりバ

ランスを崩して転倒し、左ひざをあおりに強打し負傷したもの

37 40301 2 1～9

2017 1
10～

11

就業場所の管理室内で、清掃に使用した雑巾を洗うため、電機

ポットで沸かしたお湯を流し台に置いた洗面器に入れようとし、

利き腕でない左手でポットを持って移動させた際に、持ち上げ方

が十分でなかったため、ポットの下部が流し台上面に当たって傾

き、お湯が上部から飛び出して両足太もも部にかかり負傷した。

61 150109 11
300～

499

2017 1
10～

11

ロープ作業中、ロープの吊り元のカラビチからスリングが外れ、

約16m下のコンクリートに墜落した。
43 150101 1 1～9

2017 1 8～9
就業先にて、朝1階から4階へ階段を駆け足で昇った後、4階にあ

る自身のデスクに着席したところ、右膝を負傷した。
36 80109 19

50～

99

2017 1
20～

21

被災者は、営業所内にて箱製品の仕分けをしていた。 仕分け商

品左側に置いた空パレットに積もうと両手で商品を持ち、足を掛

けたところプラスチックパレットが割れバランスを崩し右肘から

転倒し、強打し負傷した。

65 50101 2
50～

99

2017 1
18～

19

当社1階フロアにて出庫商品検品完了後のパレット集約時によろ

けてしまい、後ろに置いてある別企業様のパレットに躓いてしま

い後方へ転倒し、左膝を着いた時に肩を痛めてしまった。

62 50101 2
300～

499



2017 1
10～

11

パントリーにて清掃準備を行っている際に、ラックに掛かってい

たタオルを取ろうとした時に無理に引っぱった所、ラック上部に

並べてあった木箱が落下し、顔面にぶつかり、左まぶたが腫れ

た。

63 150101 4
300～

499

2017 1
16～

17

組立場にて、弁組立部品刻印作業中、刻印用ポンチの所在を確認

するために洗浄室前通路を横切り、パレットに右足をのせたとこ

ろ、パレットに敷いてあるダンボールで滑り転倒した際に自分の

体が足の上に乗り右足を骨折した。

33 11301 2
50～

99

2017 1
15～

16

現場にて荷物を止める作業中（荷締作業中）にワイヤーが切れト

ラックの荷台から落ちた。
42 40301 1 1～9

2017 1
15～

16

工場内1階で車輌の修理中、酒用ケースを踏み台として使用して

いたとき、酒用ケースの上でバランスをくずし、前のめりにズリ

落ちた。 その際、ステップとステップガード板に首が直角状態

になり、頸部を捻挫した。

63 11701 1 1～9

2017 1
16～

17

仮詰め作業中に後ろ向きで歩いてしまい、床に置いてあったハン

ドリフトに気づかずにつまずいて転倒し、右手をついた際に骨折

した。

59 10104 2
300～

499

2017 1
13～

14

工場内で、トラックで運んできたパレット荷の缶蓋をローラーの

上に載せ、手で引こうとした所、何セットかの缶蓋が自分の方へ

倒れてきた為、肩で支えようとしたが重さに耐え切れず倒れてき

た缶蓋が左足の上に乗っかり、その際に自分も倒れ、腰を床に

打った。

56 40301 2
30～

49

2017 1
10～

11

厨房にて、野菜を鍋で茹でた後、沸騰した鍋をコンロから後方の

シンクに移動させようとした所、手を滑らせて、熱湯が右足・左

肘・両大腿にかかり、火傷を負う。

35 130101 11
100～

299

2017 1
14～

15

事業所敷地内にて凍結場所で、納品業者のトラックがスリップに

より立つ際、車両後輪下にコンパネを敷き脱出作業中に、当社従

業員が、車両後方で車両を押し手伝っていた時に、コンパネが従
64 80401 4

50～

99



業員に向かって飛んできて太ももにあたった。

2017 1
13～

14

青果作業場で、商品加工の作業中に、進路にあったコロ車に気付

かず、踏んでしまい転倒し、左足くるぶしの内側を骨折した。
56 80201 2

100～

299

2017 1
10～

11

店内水産厨房にて、切り身用まな板で包丁を使いブリのアラ処理

をしていた際、誤って左手親指先を包丁で切り受傷した。
57 80209 8

50～

99

2017 1
16～

17

スリーブをシェル穴部に入れ込む作業中、位置がずれてしまった

為普段はひもを手で引き修正を行うが治具を使用して修正しよう

としたところ、スリーブが治具からはずれてしまい左手首に刺し

てしまった。

22 11709 8
50～

99

2017 1
16～

17

スリーブをシェル穴部に入れ込む作業中、穴位置がずれてしまっ

た為普段はひもを手で引き修正を行うが治具を使用して修正しよ

うとしたところ、スリーブが治具からはずれてしまい左手首に刺

してしまった。

22 170101 8
100～

299

2017 1
15～

16

製品倉庫内において、二段重ねしてあった製品の上段を仕分し空

になったパレットを2人で床に降ろし、そこに他の製品を移し替

え移動する作業をしていたが、パレットが床に降り切る前に移し

替える製品を置いた為、右手中指がパレット下部と床の間に挟ま

れ被災した。

41 40301 7
10～

29

2017 1
16～

17

島上に設置している会員カードシステムのエラーのため、遊技台

の回る椅子に登りハブを確認し、降りるときに屈んで足を着こう

とした瞬間、バランスを崩して右肘から落下し負傷した。

30 140309 1 ―

2017 1
11～

12

店内マッサージ機売場で配線器具の商品チェックをしていて、作

業台を配線コーナーに移動させていたところ、通路にあった配線

モールに気づかず、作業台が右足に倒れ、足指二ヶ所にひびが

入った。

54 80203 6 ―

15～

生コンクリート製造工場内で後部投入口の洗浄完了後、ステップ

を使用して降りている途中、右手は手すりを掴み、左手でホース
30～



2017 1
16

を持ったままで降りていた為、最後のステップに足を掛けた時に

左手に持っていたホースを踏み込み、思いきり左腕が引っ張られ

て転倒し、左肩を負傷した。

59 40301 1
49

2017 1
16～

17

厨房内にて、冷蔵庫に果物を戻し、自身の作業場所に戻る際、置

いてあった掃除用具（ほうき）につまずき転倒し、体の右側から

倒れ、右肘を床に打ち負傷した。

70 80209 2 ―

2017 1
11～

12

定盤（約340kg）を台車に乗せて移動中、床に落ちて怪我人が出

た。 大きな音を聞き、駆けつけて怪我人の止血及び介抱をして

いるとき、片側が台車上に残っていた台車からはずれ、定盤が足

の上に落ちてきた。

52 11409 5
50～

99

2017 1
11～

12

エレベーターで、定盤（340kg）を台車に乗せて、2階から1階に

下ろそうとしていた。 1階に着いてエレベーターから台車ごと外

に出そうとした時、定盤が床に落ちた。 その時、台座の上に設

置してあったステンレス板が頭部眼付近に当たり負傷し、定盤が

体にかぶさる形となり打撲した。

30 11409 5
50～

99

2017 1
14～

15

ホテル客室の入口清掃中、入口にスリッパ（4～5人分）があり躓

き転んで、右肩を脱臼・骨折した。
69 150101 2 ―

2017 1
10～

11

手作業エリアで移動する際、木パレットを跨ごうとして木パレッ

トの角に引っ掛かり躓き、手をつく前に右膝から床へ転倒した。
48 11709 2

300～

499

2017 1
19～

20

荷物を運んでいる最中に荷台につまずき、受け身を取った際肩か

ら落ちた。
35 170209 2 ―

2017 1
15～

16

フロアにて転倒している利用者を起こす際に、椅子を支えにして

起こそうとした。 しかし、椅子（脚部）が付近にあったオー

バーテーブルに引っ掛かり、介助者（被災労働者）が体勢を崩

し、左肩から倒れてしまった。

56 130201 19
100～

299

2017 1
10～

11

当社工場内溶解炉付近にて、注湯準備の為トリベに溶湯を入れた

後に蓋をしたところ、すき間から溶湯がこぼれて、左足の安全靴 70 11002 11
30～

49



に入り、左足裏を火傷した。

2017 1
13～

14

当社事業場内において、原料を機械に加える作業中、踏み台

（30cm程）に乗って原料を入れて降りようとした際、足を踏み

外した。

38 10805 1
10～

29

2017 1
12～

13

養鶏場で、鶏の積み込み作業をしていた時、鶏が入っているカゴ

6段が段差に引っかかり倒れてきて、支えようとしたが足がすべ

り、カゴと共に転倒し、腰を強打した。

46 10101 5
50～

99

2017 1
9～

10

構内作業場において貨物移動作業中にパレット段上で20～30kg

の貨物を移動させる際、パレットと地面の段差に気付かず足を踏

み外した。

36 40301 2 ―

2017 1
15～

16

台車を押して空ケースを洗浄場所に運搬中、ドアのストッパーに

左足を引っ掛けてしまい、左に半回転しながら脛部分を強打し、

左腕と頭部も打撲した。 大腿部が痛く動けない状態になり、大

腿部骨折を負い、即日入院となった。

68 170101 2 1～9

2017 1
11～

12

すぐ前の駐車場に置いてある車の中に置いてある、水筒を取りに

行き、帰る途中の通路にあるパレットに足を引っかけ転倒し、左

ひざより着地した際、下のコンクリートで強く打ち、皿が割れ

た。 通路にパレットを置いてあったのが原因であり、今後は通

路にはパレットを置かないようする。

62 10109 2
10～

29

2017 1
14～

15

調理場でご飯釜（二升炊き）を両手で持って運んでいる時、足元

にあった発泡スチロールに躓き転倒し、右膝の部分を強打し、骨

折を負った。

70 140201 2
10～

29

2017 1
12～

13

当社食堂内で、椅子に乗り神棚の榊の水を入れ替えようとしたと

ころ、バランスを崩し転倒し、床に手を着いた時に左手首を負傷

した。

76 10104 1
30～

49

9～

配送先へ水タンクを配送して荷卸し作業中、積荷の水タンク（高

さ約2.5m）から降りる際、荷台のアオリ（荷台からの高さ約
10～



2017 1
10

60cm）を足場にし、アオリから荷台に降りようとして、誤って

荷台に載せてあったリン木や毛布入れの上に降りて踏みつけてし

まい、負傷してしまった。

59 40301 2
29

2017 1
10～

11

相談室の出入口上部の窓付近にて、児童が乗せたであろう紙片を

オルガン用の椅子に乗り取ろうとしたが、なかったため椅子から

後ろ向きに降りようとして、左足を床に着こうとしたがバランス

を崩して落ち、床に尻もちをついた際に第1腰椎を圧迫骨折し

た。

56 120109 1 ―

2017 1
20～

21

焼肉店で片付け中、バックヤードの台の上にポットを置いた際、

台の上に他の下げ物が多くあり、台の端に置いたつもりが、バラ

ンスを崩してそのまま落下し、ポットのお湯が足にかかった。

18 140201 11
30～

49

2017 1
11～

12

ガス器具取付の為に、土間に基礎を作成している時に、裏口に設

置された物置に固定されたふきん掛けのふきんを掛けるプラス

チック製の棒が広がっていたところを通ろうと、振り向いた際に

左目がぶつかり出血した。

39 30203 3
10～

29

2017 1
21～

22

交代制勤務、遅番にて勤務中、閉店間近になり、そば、うどんを

ゆがく六釜を両手で持ち上げ、中の湯を流す為に釜を持ちあげた

瞬間、左脇腹に激痛がはしった。

59 140201 19 ―

2017 1 8～9
荷卸しの為、壁に立てかけておいたコンパネが倒れてきて、右足

に当たり負傷した。
26 40301 5 ―

2017 1
12～

13

自社工場内にて金型の取り替え作業中、金型の調整中に右手親指

の爪の外側をはさんで負傷し、5針縫合した（骨折はなし）。
58 11203 7 ―

2017 1
18～

19

庫内で被災者がチルド在庫商品を出荷中、台の上に上がってラッ

ク3段目の商品を取っている時、足が台からすべり横に倒れ、右

腕上腕を骨折した。

47 80109 1
50～

99

2017 1
14～

15

トラックに積んでいる段ボールを降ろす際、後ろのドアを開けよ

うとしてつまずき、左膝を負傷した。
61 150102 2 ―



2017 1 8～9

倉庫内にて、荷物の積込完了後、荷台にシートをかける作業を

行った。 シート前方を上に引っ張り上げるため、シートに付け

てあったロープをキャビン後方から体重をかけて引っ張った所、

ロープが切れてその反動で倒れ、燃料タンク上部の物置台の角に

背中を強打し、地面に転落した。 原因は、シートに付けてあっ

たロープが劣化していたため、体重をかけた際に切れたことにあ

る。

43 40301 3
100～

299

2017 1
16～

17

グランドで大縄跳びをしていた子どもたちと一緒に、かけ足で放

課後児童クラブの施設玄関に向かう途中、手に持っていた大縄が

足に引っかかったことにより転倒し、左手首を強打し骨折した。

58 130201 2 ―

2017 1
14～

15

1番ティーにて枕木を設置している時に、枕木と枕木を連結固定

するのにカスガイ（又釘）をハンマー（石頭）にて打設していた

所、打設したカスガイが跳ねて眼に飛んできたカスガイの鋭利な

部分が左眼球に当たり、眼球が破れて凹んだ。

32 30199 4
10～

29

2017 1
13～

14

砂利プラントにおいて構造物の型枠が終了したので、生コンク

リートをホッパーにて打設していた。 ホッパー内のコンクリー

ト投入が終わったので底扉を閉めるために開閉バーを操作し固定

しようとしたが、コンクリートが挟まっていたため、2～3回前後

にしゃくった後に勢いをつけて強く押して固定しようとした。

その際、通常はにぎらない位置にあった左手小指を、固定用の鉄

板の角にはさまれ負傷した。

48 30199 7
50～

99

2017 1
11～

12

高さ約70cmの鉄筋加工台の上で鉄筋を束ねているばん線を切っ

て加工台から下りる時、左足が引っ掛かりそのまま転倒した。
54 11209 2 1～9

2017 1
21～

22

包装室で、複数ある包装機の管理作業中に、1つの機械を見なが

ら、別の機械の方へ移動中、足元に置いてあるバケツに気づくの

が遅れ、さっとに避けて足をついたが、バランスを崩し転倒、右

足を負傷した。 なお、バケツは定位置に置かれていた。

45 10109 2
100～

299

客先で荷卸し時、車両をホームに横付けをして、ホームと車両の



2017 1
9～

10

高さが違うため、高さ調整のためパレットで台を作り荷物を積ん

でいた時、足の踏み場がないことに気付かず、そのまま車両とパ

レットの台の隙間にはまった。 その際、荷物を倒さないように

押さえていた右肩と背中を痛めてしまった。

30 40301 19
10～

29

2017 1
13～

14

不動産担保物件調査をする為、店舗出口から駐車場へ出る時、ブ

ロック2個置いている場所で左足がブロックにかかり着地した

際、左足ふくらはぎの肉離れをしてしまった。

68 90101 19
10～

29

2017 1
19～

20

お客様宅に配達して車に戻る途中、駐車場の入口の低めにはられ

ていたチェーンに引っ掛かり転倒し、胸部を強く打ちつけた。
46 40301 2

30～

49

2017 1
12～

13

音楽教室の教室内で、新オープンの準備中、丸イスにのって壁面

の飾りつけ作業をしていたところ、バランスを崩し転倒し、後頭

部を強打して意識を失い、救急搬送された。

56 140309 1 ―

2017 1 8～9

保育室の掲示物がはずれていたのを直そうとして、据え付けの棚

の2段目で足を滑らせて落ち、右肘を脱臼する。 下に園児たちが

いた為、その上に落ちないよう無理な姿勢で右手で自分の体を支

えたために怪我をした。

48 130201 1
10～

29

2017 1
23～

24

夜勤中に電子カルテを操作していた際、ナースコールに対応しよ

うと立ち上がった時、足組みをしていた右足にバーコードリー

ダーのコードが引っかかり、バランスをくずし転倒し、左臀部か

ら股関節周辺を強打した。

60 130101 2
500～

999

2017 1
10～

11

調理場において、鍋でそばつゆを調理しポットに移す作業をして

いた。 鍋が熱いので、ミトンを二重にして使用していたため左

手が滑って外れ、その際、傾いた鍋からこぼれたそばつゆが左足

にかかり火傷した。

51 140201 11 ―

2017 1
16～

17

店舗駐車場内に設置してあるごみステーションにおいて、店内の

ごみ出し作業中に、上げていたごみ箱の蓋が急に閉まり、蓋が顔

面を強打し、顔面及び眼、鼻を負傷した。

26 170101 6
100～

299



2017 1
15～

16

事務所内にて、棚の上にある梱包用のダンボールをイスの上に

立って取り、降りようとした際にバランスを崩し、イスから転倒

し負傷した。

40 170209 1 ―

2017 1
14～

15

小上がりの畳上で足をおろして横になっている利用者を起こそう

としている看護師を手伝おうと近づいたところ、利用者の身体の

緊張が強く、看護師とともに倒れてしまった。 その際、利用者

が目の前にあったオーバーテーブルを掴んで倒れ、はずみで手を

離したオーバーテーブルが足の上に落ちた。

23 130201 4
50～

99

2017 1 7～8
技工室のドアを開けようとした時、ほうきが倒れていたので足が

引っ掛かり、前方に倒れて左肩・両ひざを強打した。
60 130109 2 ―

2017 1
14～

15

工場内にて、出庫のため鋼材の整理をしていたところ、その鋼材

がずれ落ち、左足の甲の辺りに当たり負傷した。
69 11209 4

10～

29

2017 1
16～

17

医院事業所厨房内にて、やかんに入った熱いお茶を両手に持った

まま、靴をスリッパに替えようとした時、ズボンの裾を踏んでし

まい、転倒して熱いお茶がかかり、右腕・右手首・額を火傷し

た。

68 80209 2 ―

2017 1
16～

17

放課後児童クラブの教室内で、ケガをしている子供の介助をして

いる時、外遊びを終えて帰って来た子供が使っていたテニスボー

ルを教室入口から中に投げ入れ、それが右目に当たった。

56 130201 4 ―

2017 1
16～

17

作業場で、ウェットティッシュを巻いているローラーの機械の細

かい部分に出てきた所に溜まったほこりを、しゃがんで掃除機で

取り除く作業中、立ち上がった時にかぶっている帽子で見えず、

機械（スイッチ箱）の角に額をぶつけた。

52 10602 3
30～

49

2017 1
18～

19

男子トイレ清掃用シンクにて、たばこの吸い殻回収装置の灰皿部

分の清掃を行っていた際、洗浄が終わった灰皿を積み上げて置い

ていたら突然崩れ、左足の上に落ちてきて甲を打撲した。

37 140309 4 ―

2017 1
17～ 売場で棚を移動し、売場を変更しようとした際、落ちていたスタ

50 80201 19
100～



18 ンドを踏んで右足首を捻ってしまった。 299

2017 1
15～

16

作業説明の際、二階倉庫に向かう必要があったので、二階倉庫に

職場の社員と向かった。 説明が終わり倉庫から出て階段を下り

る際、後ろを向いて社員に話しかけたとき、一瞬脇見をしてし

まったため、階下の床にあったパレットに躓き転倒し、手をつき

骨折した。 パレットは高さ15㎝で階段幅より広く階段との間隔

は25㎝程だった。

54 170101 2 ―

2017 1
14～

15

店舗の洗い場で、洗いもの作業をしている際、洗いものを溜める

シンク内の底で皿が割れており、洗いもの中にそのシンクの中に

手を入れた所、右手薬指を割れたお皿で切ってしまい受傷した。

20 140201 8
10～

29

2017 1 0～1

パチンコ店内で閉店後の清掃作業中、パチンコ台を拭く作業を行

うため雑巾を両手に持ち移動中、床にポスターが置いてあること

に気付かず、ポスターを右足で踏んでしまいポスターが滑り、右

ななめ前に転倒した際に右手をつき右手首を骨折した。

43 150101 2
100～

299

2017 1 6～7

荷捌場にてオイル（ペール缶）の仕分け作業中、荷物を持ってパ

レットから下りる際、右足が溝にはまり転倒し、右足首を捻挫し

た。 本人の判断により、可能な範囲の作業で勤務していたが、

足に負担がかかり悪化した。

39 40301 2
30～

49

2017 1
9～

10

開店準備の作業を行う際、売場にかけていたネットを外す作業を

行っているとき、外したネットの上で足が滑ってしまい、左足で

体を支えようと踏んばった際に左膝を捻ってしまい負傷した。

その日はそのまま勤務したが、足に違和感を覚えた。

65 80209 19
10～

29

2017 1
14～

15

ネギ調整作業場にてネギ調整が終わったケースを持ち運び中、ゴ

ミ入れのケースに足を入れて滑り、左足を捻挫し、左手親指付け

根を打撲した。

67 60101 2
10～

29

2017 1
14～

15

工場にて、社長と二人で倉庫内の工具（チェーンブロック、レ

バーブロック等）を整理している際、チェーンブロックが何かに

引っ掛かり、強引に手前に引いたとき、スコタンして後方に転倒
33 30309 1 1～9



して、真後ろにあった工具棚の鉄骨で腰を強打した。

2017 1
14～

15

保税地域内にある倉庫の外において荷役作業中、破れ・濡れ等の

ある商品をパレットに載せる作業中、リフトを使わず手でパレッ

ト（110×130、重さ20㎏）を移動させる際、手が滑ってパレッ

トが左足の上に落ち、左足甲に当たり亀裂骨折した(安全靴着

用）。

43 50101 4
30～

49

2017 1
11～

12

青果物の詰め物の作業場で、青果物の袋詰め作業をしている時、

立てかけていたパレットが倒れてきて、避けきれずにパレットが

足先に当たった。

59 80109 5
10～

29

2017 1
21～

22

店舗内ホールにおいて、お客様が退席した後にテーブル上の七輪

を炭場まで片づける際、火種コンロに手があたり、右手親指付け

根（甲）部分を火傷した。

18 140201 11 ―

2017 1
12～

13

園の行事もちつき大会の片付け中、園児用テーブルをセッティン

グしようと組み立てようとした際に、手を滑らせてテーブルを左

足親指の上に落としてしまう。

34 130201 4 ―

2017 2 15~16

被災者は当社の運転手であるが、事故当時、荷主先の工場敷地内

に於いて、2tトラックにコンクリート製品を荷積みし、地面（ア

スファルト）に立ち、荷締め作業をしていた時、突然ロープが破

断し、力を込めていた為勢い余り後方へ転倒し、後頭部を強打し

負傷したものである。

53 40301 2
10～

29

2017 2 9~10

倉庫において、芋の積み込みが終わりトレーラーのアオリを留め

ようとして、車上に上がりアオリを引っ張ろうとし右手で引き寄

せた時アオリと手の間にあった防寒シートに手を滑らせ、体勢が

崩れ、荷台に尻もちをつき、高さ1.4mの荷台から転落し、左手

首・左足・右足を強打した。

57 40301 1
10～

29

2017 2 16~17

エココテージの浴槽清掃を終えて、浴室から出ようとした時、敷

いてあった雑巾に左足をついた拍子に足を滑らせ転倒し、左肩か 62 150101 2
30～

49



ら床に落ち骨折した。

2017 2 1~2

店舗内厨房で、寸胴交換中、バーナー中心部に寸胴の外側がは

まってしまい、手前に傾きはずみで、勢いよくスープが、左足に

掛かってしまった。 深夜の為、救急車で、病院に行った。

35 140201 11 1～9

2017 2 18~19
積み込み作業中、製品が積載してあるラックに躓き転倒し、製品

に顔を打ちつけ左頬骨を骨折した。
50 40301 2

50～

99

2017 2 8~9

朝食の対応中にコーヒーの出し終えた粉を捨てようと持って移動

していた際に、誤って鍋にぶつけてしまい、反動で左腕、手首付

近にかけてしまい火傷を負ってしまった。

55 140101 11
10～

29

2017 2 13~14

食器を洗う所でサラダ用食器を洗っていて食洗機用のカゴに食器

を入れようとした時に手が滑り、食器が、シンクのふちにぶつか

り食器が割れて、はね返った食器の一部が小指のつけ根に当たり

切れてしまった。

46 140201 8 ―

2017 2 12~13

職員駐車場に歩道との境に設置されているロープをまたごうとし

てロープが足に引っかかり駐車場側に倒れた時に、身をかばった

右手の手首を骨折した。

53 80209 2
50～

99

2017 2 9~10
利用者の居室内ベッドにおいて、利用者をベッドの頭側へ移動し

た際に腰部に痛みを感じた。
64 170209 5

100～

299

2017 2 8~9
事務所の蛍光灯が切れていたため、事務机の上にのぼり、交換し

ようとしたところ、足を踏み外して、床に転落してしまった。
54 10804 1

30～

49

2017 2 11~12

二ヶ所ある調理場の移動時、外の木材が釘打ちされた渡り通路に

敷いてあるタンポポマット（凍結の滑り止め用）につまずいて転

倒した。 軽量の食材が入った買い物かごを持っていた為、両手

が同時につかなかったのだと思われる。 左側顔面と左手小指

（骨折）、右肩を強打し負傷した。 （厨房シューズを履いてい

た。）

66 140101 2
10～

29

休憩に入るために職場から休憩室（食堂）に向かう時に、飲食
10～



2017 2 15~16 コーナー端に置いてある子供用の椅子に躓き転倒し、左足のひざ

を床に強打した。

64 80209 2
29

2017 2 13~14

調理室のシンクにおいて、食器の洗浄作業を行っていた際、洗浄

の泡に紛れてシンクの中で割れた食器があったことに気付かず作

業をしていたため、シンクの中で触れた際に右手小指の付け根を

約2㎝ほど切傷した。 即時病院を受診し縫合処置を受けたのち帰

園し、調理以外の雑務に就き、就業時間まで勤務した。 しかし

病院から1週間ほど調理業務に携わらないように言われたため、

翌日より休業したものである。

41 130201 8
30～

49

2017 2 13~14

患者さんに用があり連絡しようと受付カウンターに入ろうとした

時、手前にあったカルテ箱に躓き転倒した。 その際カルテ箱の

先にあったカルテワゴン下部に右手を差し込み右上腕部を骨折受

傷した。

43 130102 2
10～

29

2017 2 10~11

レストラン内に置いてある、ボックス型つい立てを1人で移動

中、向きを変えた際に倒してしまい倒れたつい立ての上部に入っ

ていた、ステンレス製の箱が右脚のふくらはぎに当たり、裂傷

し、出血してしまった。

63 140101 5
30～

49

2017 2 8~9

当社工場内作業場で、製品のなめこを袋に入れるために、袋を取

りに行こうとして、なめこの入っている桶の把手についている紐

に左足が引っ掛かり、転倒し左足首にひびが入った。

65 10103 2
10～

29

2017 2 22~23

被災者はフレコンが積まれたパレットを所定の場所に準備した

が、他部品の投入状態が気になり確認に行くためパレット横を通

過しようとしたところ、パレットの角に右足を引っ掛けて転倒し

た。 転倒の際、咄嗟に左手をついて全体重が掛かり左手を負傷

した。 同時に右膝を床面に強打し負傷した。

59 10901 2
100～

299

2017 2 13~14
当社作業場内にて、台車を移動させる際に、誤ってパレットの角

に接触し転倒した。 右目付近を台車に強打した。
62 11502 2

30～

49

倉庫2Fの床上に置かれたパレット上の本の束（重さ5㎏程）を両



2017 2 15~16 手で持ち上げたところ、腰に激痛が走り立ち上がることが出来な

かった。

48 50101 19
50～

99

2017 2 15~16

一般廃棄物収集運搬の他に堆肥化処理後の堆肥の配達をしてい

る。 堆肥0.5?の袋をユニック車に積み込みしていた。 堆肥袋に

フックをかけ、その上からジャンプして降りた際にプラスチック

のパレットが割れて左足がパレットの中に入ってしまい、左足首

を捻挫した。

43 150103 3
50～

99

2017 2 16~17
勤務先の作業場で掃き掃除をしている時、フライヤー目のラック

に足が引っ掛かり、作業台の脚に左膝を強打してしまった。
26 80209 3

500～

999

2017 2 21~22

店舗内でクローズケースを清掃中に、ガラスの縁が鋭利になって

いるのに気付かず、ふき上げてしまい、右手の平親指下に切り傷

を負った。

22 80209 8 ―

2017 2 7~8
キッチンにて、油を補充するため、油の缶を缶きりで切ったとこ

ろ、手が滑って右手の中指と人指し指を切ってしまった。
43 140209 8

10～

29

2017 2 10~11

第二ライン前処理工場にてコンテナーバックを洗う作業でコンテ

ナーバックがいくつも床に並んでいてそのコンテナーバックに足

をひっかけ転倒してしまった。 転倒した際、床のコンクリート

に胸を打ちつけた。

41 11709 2
50～

99

2017 2 22~23

路上において、建設用重機の搬送作業を行っていた。 被災者が

重機（切削機）をトラックに積み、荷締めをしていた時、レバー

ブロックが急に解放状態となってしまった。 その反動で後方に

転倒し左胸部を強打した。

52 40301 2
10～

29

2017 2 9~10

9番ホール右林帯にてお客様のボールを探していたところ、1番

ホールでプレーしていたお客様のセカンドショットがシャンクし

て被災者に直撃した。

53 140301 4
50～

99

2017 2 18~19
カラメルソースを作成中に誤って火にかかっている鍋をひっくり

返してしまい、ソースが右手にかかって受傷した。
25 140101 11

300～

499



2017 2 10~11

調理場の上の棚を清掃するためコールドテーブルに上がり作業し

ていた時テーブルの上の瓶が倒れ、それを踏んでしまいバランス

を崩し床下に転倒し、膝を強打して剥離骨折した。

40 140201 1 ―

2017 2 16~17

店内作業場で洗い終わったグラスを拭いている時に手を滑らせ、

グラスが落下した。 とっさに拾おうと手を伸ばしたが、グラス

は作業台の角に当たり、真っ二つに割れており、割れたグラスを

握る形になってしまった。 これにより、右手のひらに切創を

負った。

28 80209 8
10～

29

2017 2 9~10

食事を切る作業で、出刃包丁で生のタケノコを押さえながら切っ

ていたところ、皮のついたタケノコが固い上、不安定であったた

め、左第3指くるぶし部分を切傷した。

35 140101 8
500～

999

2017 2 9~10

就業場所において検査場準備中、テント内のロープパーティショ

ンを2本両手で持ち上げた時、腰に鈍痛を感じその直後腰の力が

抜けてしばらく動けなくなった。

32 170201 19 ―

2017 2 13~14

構内において、タワークレーン検査用ウエイトの並びのズレを直

す為、隣に置いてある別のウエイトの上に乗り作業中、その乗っ

ている方のウエイトの鉄板が滑り、そのまま一緒に、1mくらい

下の地面に落下した。 その時落下した鉄板（90㎝×50㎝、厚さ2

㎝）が、左足の甲の上に落ちて負傷した。 翌日病院の診察を受

けたところ、部分骨折していたものである。

52 40301 1
50～

99

2017 2 20~21

電磁調理器の上に鉄の鍋を置いた時に、電磁調理器のスイッチに

誤って触れていたようで、電源が入ってしまい、鍋が熱くなって

いたが、それに気が付かず、調理しようと鍋を掴んでしまい左手

指を火傷した。

33 140201 11 ―

2017 2 8~9

厨房非加熱室にて野菜の下処理のために野菜をカットしていたと

ころ、敷いていたまな板がだんだんずれてきて、右脚つま先部分

に落ち負傷したものである。

73 10109 4
100～

299

厨房で洗浄中、番重（下膳回収のプラスチックケース）を洗うた



2017 2 13~14 め洗浄機に入れようとした時に番重が滑り落ち右足の甲に落下し

た。

49 80209 4 1～9

2017 2 10~11

建材敷地内の資材置き場にて、脚立に上り資材を棚から下ろす作

業をしていた際にバランスを崩し脚立から落下した。 その際に

床面に置かれたパレットとパレットの間に左足がはまり、その状

態のまま倒れ込んだため左足首を強くひねった。 搬送された病

院にて左足首の骨折と診断された。

59 30209 7
10～

29

2017 2 10~11

売場において、2名体制でシングルハンガーの高さ調節を実施し

ようとしたところ、商品がかかったままで重たく動かなかったた

め、応援を呼ぼうと手を離した時に誤って上段と中段の鉄部分の

間に右示指の付け根を挟んでしまい負傷した。

19 80209 7
30～

49

2017 2 14~15

当事業場2階工場内仕込室において、砂糖等の使用済み材料の付

着した寸胴（直径35㎝、高さ33㎝）を洗浄する作業中、熱湯の

入った寸胴から排水溝へ熱湯を捨てる際に誤って手を滑らせ、左

足長靴の中に熱湯が入り、左足の足首から甲にかけて、火傷し

た。

30 10109 11
30～

49

2017 2 14~15

樹林地内で、伐採作業中に、チルホールで枝を引っ張りながら作

業をしていた。 枝がほぼ切れてチルホールのワイヤーが緩んだ

ところへ、枝が落下し、緩んでいたワイヤーが再び張ったため、

チルホール本体が跳ねて、左目上にあたり裂傷した。

24 80209 6
10～

29

2017 2 9~10

個人宅において、浄化槽清掃作業中、作業用ホースを上部へ引っ

張り上げたところ左後頭部と左下腿に痛みが発生し作業継続困難

となった。 負傷した部位のリハビリ通院をしながら業務を行っ

ていたが、負傷部位をかばいながら業務を続けたところ、両肘に

痛みが発生した。 リハビリ通院を続けたが、回復しないため、

手術による治療法をとることとなった。

52 150103 19
10～

29

店内にて下げ膳作業中、店内厨房とホールの境目で、トレーを



2017 2 23~24
持ったまま厨房出入り口で水に濡れたマットに引っ掛かり転倒

し、トレーに載せていた什器が割れてその上に前かがみで倒れた

ため、左目の眉下部分を破片で切ってしまい負傷した。

59 140201 2
10～

29

2017 2 19~20

事務所より、お客様が忘れ物をしたことに気が付き、慌てて呼び

止めようと駆け出した際事務所入口、玄関外マットの上で足を挫

いた。 その際、痛みはあったが、そのまま帰宅し、翌日痛みが

ひかず病院に行き、アキレス腱を断裂していた。

44 40301 2
10～

29

2017 2 10~11

倉庫屋外に折りたたんで保管しておいたロールボックスパレット

（W780×L600×H1,700㎜）4台をまとめて倉庫内に入れようと

両手で後ろ向きに引き始めたところ、パレットのバランスが崩れ

て左手前方向へ倒れそのまま支えきれずに、パレットと共に転倒

し左手首がパレットの下敷きになってしまったものである。

（原因） 折りたたんで不安定な状態にあるパレットをL字型の角

を中心に引いたこと。 複数台まとめて引いたこと。

53 80401 5
50～

99

2017 2 8~9

店にて、サッカー台と壁の間のゴミを取ろうとして、サッカー台

の上に腰を下ろして、隙間に右足を入れようとしたところ、バラ

ンスを崩してしまい、買い物かごを載せる台にぶつかり、胸の下

を負傷した。 肋骨を骨折していた。

70 150101 3
100～

299

2017 2 5~6

納品先で納品終了後、空箱回収の為トラックに室内にてパレット

を隣なりへ移動するために、持ち上げようとしたところ、パレッ

トが滑ったために手が滑ってしまい、パレットが右脚、左側部に

かすめて落ちたため怪我をしてしまった。

67 40301 4
100～

299

2017 2 13~14

工事で会社から車で入る時、車止めを外して外側から内側に向け

て立っている車止めに倒し掛ける時に、立ててあった車止めが小

さくそのまま手前に倒れ左足親指に当たり負傷した事故である。

68 60101 5 1～9

2017 2 1~2

厨房洗い場にて、取り皿をスポンジで洗っていたら、皿が滑り落

ち割れたところが手に当たってしまい、右手親指付根部分を切傷

したものである。

30 140209 8
30～

49



2017 2 16~17

現場で3名による間伐作業をしていた。 伐倒した木がかかり木と

なり、立木にスリングで滑車を吊りウインチ付油圧ショベルのワ

イヤーを通し伐倒した木を引いたところ玉掛けワイヤーが切れ、

立木の裏側で合図していた作業員に滑車が裏返り下顎に当たり骨

折した。

24 60201 6 1～9

2017 2 11~12

本社商品配送プラットホームにて、樹脂パレット上に準備して

あった商品を、配送のためにトラック荷台へ積み込み作業中、足

が滑り、右膝を金属製ストッパーに強打して、負傷した。

67 80109 2
30～

49

2017 2 17~18

フィナンシェラインでレモンケーキ製造の際に天板を反転させる

作業時に軍手とニトリル手袋をはめて作業していたが、手袋に熱

が蓄積して両手の掌を火傷した。

54 170101 11
100～

299

2017 2 12~13
トイレに行った帰りに横断幕を引っ張るロープと重石に左足が

引っ掛かり転倒した。
66 140302 2

100～

299

2017 2 18~19

スピーカーの搬出作業をしていたところ、本来ピンで固定されて

いるはずの積まれたスピーカーが落下した。 スピーカーが手に

落ち、左手人差し指を骨折した。

28 170209 4 1～9

2017 2 18~19

製造部1棟建屋外で、トイレに向かう途中にパレットに足を躓き

頭を強打してしまった。 （周辺が暗く地面に置いてある黒色の

パレットが見えにくかったため躓いてしまった。） 左目前頭部

打撲、左目下擦り傷。

56 10806 2
50～

99

2017 2 19~20

本社駐車場内において、トレーラーヘッドとシャーシの連結作業

をしている時、荷台内の資材等を確認したのち接続状態確認の

為、輪止めを約50㎝横に置いた後、乗車して接続確認を行った。

確認完了後、車両より前向きにて降車を行った為、約50㎝横に置

いてあった輪止めの上に着地してしまい足を捻ってしまった。

39 40301 3
30～

49

病院内事務室にて、事務作業を終え椅子から立ち上がろうとした

ところ、隣の椅子に足を引っ掛け転倒し、右足首を捻ってしまっ
100～



2017 2 13~14 た。 患者を待たせしていた焦りから、本人の不注意で発生して

しまった。 周囲に視界を遮るものや事故に繋がるようなものは

置いていなかった。

38 170101 2
299

2017 2 13~14

病院内事務室にて、事務作業を終え椅子から立ち上がろうとした

ところ、隣の椅子に足を引っ掛け転倒し、右足首を捻ってしまっ

た。 患者を待たせしていた焦りから、本人の不注意で発生して

しまった。 周囲に視界を遮るものや事故に繋がるようなものは

置いていなかった。

38 130101 2

1000

～

9999

2017 2 10~11

鋼板を2人1組でプレス成型を行い完成品を台車上にパレットに立

て掛けていたが、枚数が増えると、徐々に傾いてくるため、2人

で修正を行っていた。 その際積荷のバランスが崩れ、中腰で作

業していた左肩から両膝に数枚が落下した。 当日病院にて治療

し、全治1週間の診断を受ける。

37 170101 4
30～

49

2017 2 17~18

いつも作業を行っている包装室内で、包装ライン作業が全て終了

した後に行う清掃作業中、机の拭き掃除を行った際に、その机の

両脚をつなぐステンレス製の補強材の裏面の巻き込み部に手指を

突っ込み拭いていたら、そのステンレスのカット面で手指を切っ

た。

56 10109 8
100～

299

2017 2 10~11

現場内の山留工事資材ヤードでH鋼材料（H550×150、L=6m、7

本）を移動する作業をしている時に吊り荷を下ろす際、適正なり

ん木を使用していなかった為、荷を降ろした時に手前のH鋼が倒

れ右足甲が下敷きになり被災した。

37 30201 5 ―

2017 2 9~10

工場内にて、鉄柱（直径14㎝・高さ20㎝・重さ約9㎏）を手（軍

手着用）で持って、5㎝角程に固まっている粉末材料を、手に

持った鉄柱で上から押しつぶして細かくする作業を二人で向かい

合ってしていた際、固まっている材料を向の人の近くから自分の

手元へ移動しようとした時に、向かいの人が鉄柱で材料を押そう

とした下へ、自分の左手の中指第一関節と薬指の先が入ってしま

37 10909 7
30～

49



い、中指第一関節を骨折し、薬指の先の骨にひびが入ったもので

ある。

2017 2 15~16

工場内の準ライン作業工程で、自動車部品の包装作業中、部品の

入った箱が右側より流れてくるのを、右手で止めようとして弾か

れ、右手を負傷した。

47 170101 6
100～

299

2017 2 18~19

コイル材保管業運搬ラック（160㎏程）の中央に、420㎏のコイ

ル材を1巻載せてフォークリフトで運搬していた。 その際にリフ

トの向きを90度旋回したところ、ラック上のコイル材が遠心力に

より傾いてしまい、重心移動した結果ラックがリフトの爪から滑

り落下した。 横転し左ラックを人力で元の姿勢に戻そうとした

が、ラックの重量を支え切れず、床とラックで右手中指を挟んで

しまった。

30 11209 7
300～

499

2017 2 12~13

上下2段になった搬送ローダーで、上段に四角いプレート治具を

並べ加工前メーターケース2個をセットする作業をしていた。 昼

休憩後に上段の加工前メーターケースが少なかったので、下段で

空いたプレート治具を上段へセットする為に取り出そうと持ち上

げたところプレートと上段ローダーについているブラケットの間

に手が挟まり、つっかえた状態のまま手を引き抜いた為、負傷し

た。

35 11305 3
500～

999

2017 2 12~13

水道メーターカバーの検査において、搬送ローダーは上下2段に

なっており、上段に四角いプレート治具を並べ加工前メーター

ケース2個をセットする作業をしていた。 加工が終わると下段の

ローダーで流れて来たカバーを検査する。 下段で空いたプレー

ト治具を上段にセットする為取り出そうと持ち上げたところプ

レートと上段のローダーに手が挟まり、つっかえる形で引き抜い

た為受傷した。

35 170101 3
100～

299

2017 2 13~14
厨房内にて食材の加工中誤って左手を切傷し、応急処置をし、帰

宅するが痛みがあり病院に行く。
44 140201 8

50～

99



2017 2 16~17

事業所作業場において廃材物を片付けるため分別作業を行ってい

た。 その際、マッサージ機械を運ぼうとしたが力を入れた体勢

が悪かったため、腰部を捻挫した。

31 30201 19 1～9

2017 2 14~15

厨房内麺場の通路にて、スープの入ったボウル（20?位）を鍋に

移し替えようと両手で持ち運んでいる時、足元のシャール箱に足

が引っ掛かり転倒した。 転倒した際、持っていたボウルの熱い

スープが体にかかり顔面、首、両腕を火傷した。

20 140201 2
30～

49

2017 2 10~11

次の製造アイテムの具材等準備時、アルコールが入った容器を取

りに行き元の場所に戻ろうとしたが、ダスターを持って行かなけ

ればいけない事に気づき、ダスターを手に取り、振り返った際

に、折り畳作業台の脚に引っ掛かりそのまま膝から転倒した。

70 10109 2
300～

499

2017 2 17~18
空のパレットに乗ろうとした際に、足を踏み外し、右足首を捻っ

てしまい負傷した。
40 80209 19

100～

299

2017 2 15~16

港自船係留地点において、船上内にて漁具の網をポンプにて洗っ

ている際中に水圧で網が足に絡まり、踏んでしまい転倒した。

その際、右手より地面に着いてしまい負傷した。

75 70201 2 1～9

2017 2 7~8
スライサーを使用し生野菜の切り込みを行っていた。 その際、

右手親指をえぐるように切ってしまった。
18 80209 8 1～9

2017 2 9~10

北面4F外壁タイル美装中、塩酸を希釈したバケツを移動の際、足

場材にバケツが接触した勢いで水しぶきが顔にかかるとともに両

目の中へ入ってしまった。

23 30209 4 1～9

2017 2 21~22

切物室よりウィンナーの入ったバットを持ってトッピング室へ向

かう際に切物室出入口にあった空バットに気が付かず躓き前のめ

りに転倒した。 その際に左手首を打ちつける。

61 10109 2
300～

499

2017 2 17~18

工場1階の本人の担当成形機からトイレへ行く際、途中の通路に

置いた未仕上げ成形品を入れた樹脂製カゴを積んだパレット

（120×1,100×1,100）の（110×300）の穴の角に、誤って右足
47 10806 3

10～

29



の小指をぶつけてしまい、ひびが入ったものである。

2017 2 8~9
撮影舞台設営作業中、スタッフが車から用具を降ろした際に金具

のついた棒状の物が落ち作業中の被災者の足に直撃した。
48 170209 4 ―

2017 2 14~15

パレットに積んでいた入荷商品を、手前が投入完了しており、奥

の高い商品を取る時にパレットの上に乗り取っていたところ、足

を滑らせて落下した所にコンベアガードがあり、左足を挫く。

49 80109 1
500～

999

2017 2 12~13

3F作業場内において、商品を置く為のパレットを床に敷く時、パ

レットが手を滑らせて右足指の上に落下し右母指と第二趾末節骨

骨折右足挫傷したものである。

63 10101 4 ―

2017 2 15~16
製造現場において、掛軸用生地を裁断する作業中に誤って、カッ

ターで左手人差し指を裂傷した。
45 80209 8

10～

29

2017 2 14~15

洗い場で食器洗浄業務をしていた時、食器洗い機専用ラック（プ

ラスチック素材）が落ちかけたところ、咄嗟に手を出し受けとめ

た際、左手中指と薬指の間が裂け出血した。 瞬間的な加重によ

り皮膚が裂けたとみられ裂開部を4針縫合した。 尚、ラック自体

は元々破損もしておらず鋭利な部分も特になかった。

50 140301 8
30～

49

2017 2 9~10

容器にお湯を入れようとホースを引っ張った際、ホースが足に絡

まり転倒しそうになったため踏ん張って右足を床に着いたとこ

ろ、足指を受傷した。

48 10103 3
50～

99

2017 2 15~16

弊社第4工場内で回転乾燥機の回転部内側（直径115㎝、床から

の高さ140㎝）の部品を交換し、管内から出る際踏み台として使

用したプラスチックコンテナ（49×33×H26㎝）を踏み外して転

倒し床で後頭部を打ち負傷した。

57 10102 1
50～

99

2017 2 14~15

職場の自分の机で仕事をしていた時、机の上にあったスプレー缶

が下向きに落ち、駅が出て、ストーブの火から引火し、ズボンに

火がついた。 ズボンには作業時についた脂が染みついていた

為、燃えだした。 自分で火を消そうとしたが消えず、横で作業
46 11305 11 1～9



していた者が気付き、消火した。 燃えて溶けたズボンが足に

引っ付き両足を火傷した。

2017 2 10~11

就業場所であるデイサービスセンター1階事務室で、1人で事務室

備え付けの壁掛け時計の取り付け作業中（電池交換後高さ約2.2

ｍの元の取付場所に戻そうと、事務室にある椅子に上って作業を

していた）、取り付けに手間取り、バランスを崩し、上っていた

イス（高さ約0.4ｍ）から転落する。 左下肢を強打し、何とか立

位保持可能も左大腿痛にて歩行困難となり、受診し、左大腿骨大

転子部骨折と診断される。

52 130201 1 ―

2017 2 10~11

出荷検品個別エリアにてカタログを集約ケースに入れてライン上

に載せるカタログ補充作業を行っていた。 急いでカタログを取

りに行こうとし、パレットの角を跨ごうとした際、パレットに足

が引っ掛かり、転倒しそうになって隣のパレットに積んであった

カタログに左手をつき左手首を負傷した。

63 170209 3
300～

499

2017 2 14~15

店舗フードコート調理場において湯を沸かして隣の調理台に移し

替える時に手が滑り右腹部から右足に湯がかかり火傷し、当日診

察を受けた。

52 80209 11
100～

299

2017 2 7~8

荷降し場所（ホーム）でトラックから荷物を降ろす時に、スロー

プを使い荷降しをしていたらカゴ車がバランスを崩しカゴ車を支

えていた右腕が倒れてきたカゴ車の下敷きになった。

38 40301 7
30～

49

2017 2 14~15

ひな飾りの作品展示のため、保育室に暗幕を張ろうと作業をす

る。 作り付けのロッカー（幅39㎝、高さ90㎝）の上に、子ども

用の椅子をのせて、高所に暗幕を押ピンで留めていたところ、椅

子がぐらつき後ろ向きに跳び着地した。 着地は成功したが、右

足踵の辺りに痛みがはしり、座り込む。 すぐに園にいる看護師

に応急処置を受け、迎えを待ち、病院を受診する。 そのまま入

院になった。

55 130201 1
10～

29

塗装ライン搬入出シャッター前にて、2名でそれぞれ搬出する台



2017 2 11~12
車1台ずつを搬送中、2人目の作業者が1人目の作業者と自らが押

している台車の距離感を見誤り1人目の作業者のアキレス腱部に

台車前側下部の角材を衝突させ、打撲に至った。

23 11502 6
10～

29

2017 2 3~4

完成品パレットに入れるために立っていた時に他の作業者がハン

ドリフターで製品（約150㎏）入りパレットを運搬していたとこ

ろ、右側に置いてあったパレットに接触して動き被災者の足に当

たった反動で右足首を捻り捻挫した。

36 11502 6
100～

299

2017 2 14~15 畑でブロッコリーの収穫中に収穫包丁で左手の指を3本切った。 18 60101 8
10～

29

2017 2 15~16

店厨房内の清掃業務に従事中、後退りしながらブラシで床を清掃

していたために、ステンレス台に気が付かず左手小指がステンレ

ス台の角に当たり負傷した。

52 140201 3 1～9

2017 2 11~12

お客様宅にて訪問看護中、お客様を担架で浴槽に移動する際に、

後ろにあるテーブルに気付かず臀部をテーブルに強打し負傷し

た。

40 130201 3
30～

49

2017 2 3~4

検品の準備でパンの台車を用意していたところ、POPスタンドが

台車の付近にあり、顔を下げて作業した後POPスタンドの事を忘

れて顔を上げた時、左目にPOPスタンドの先が入って目を負傷し

た。

66 80209 3
50～

99

2017 2 8~9

病院の4Fの掃除に入り、ゴミ取りのため新館の方の中央トイレに

入ってゴミ箱を持ち上げようとした時にギクッと来て動けなく

なった。

60 150109 19
30～

49

2017 3 18~19

市場にて集荷作業中、パレットの上に乗り人参の入った箱を右か

ら左へ移動させていたところ、体勢を崩し、パレットからズリ落

ちたはずみで右足に力が入ったとき、ふくらはぎに激痛がはしっ

た。

47 50101 19
50～

99

2017 3 14~15
工場内で資材等の片付中に床に置いてあった工具箱につまずき、

30 30209 2 1～9



資材を持ったまま転倒し、左手首を骨折した。

2017 3 13~14

イモ選別機をトラックに積み込み荷台から降りる際に、左足がゴ

ムマットに引っかかり転倒した。（荷台に手をついて降り、ジャ

ンプなどはしていない） その際、左足に体重がかかりアキレス

腱を断裂した。

40 60101 19 1～9

2017 3 15~16
まな板洗浄中に誤ってまな板を自身の右足小指に落とし受傷し

た。
50 80209 4

300～

499

2017 3 15~16

店内でミートナイフを棚に戻そうと複数を素手で持ち運んでいる

途中、落としかけたとき咄嗟に右手でナイフを掴んでしまい、親

指を深く切った。

24 140201 8
50～

99

2017 3 13~14
外売場にて、ブロックの積み込み作業中、濡れた木パレットに足

を掛けたところ、滑って右足首を捻った。
39 80209 2 1～9

2017 3 13~14

当社倉庫内にて荷台の上で積荷の荷下ろし作業の準備中、はずし

た固定用荷締機に気づかず踏んでしまい、右足首をひねり負傷し

た。

52 40301 3
30～

49

2017 3 20~21

店舗キッチンの茹で麺機付近において、向かいの寿司場でオー

ダー作業を行っていたところ、茹で麺機のお湯が少なくなってい

たため激しく沸騰しており、茹で麺機からお湯が跳ねて足に落ち

受傷した。

17 140201 11
30～

49

2017 3 12~13

利用者居室にて利用者Aをベッドに移乗させるため、電動ベッド

の背もたれの角度を変えようと枕元にあるスイッチを取りに行こ

うとしたところ、ベッドのそばの椅子につまずき、両膝を床に打

ちつけた。

54 130201 2
30～

49

2017 3 10~11

ごみBOXからごみ袋を取り出す作業中、左手でBOXのふたを上に

持ち上げ支え、右手でごみ袋を取り出す際に、ごみ袋の重みに気

を取られ、左手を放してしまい、前かがみの状態の首へBOXのふ

たが落ちてきた。

34 150102 6
100～

299



2017 3 16~17

厨房で夕食のすまし汁を鍋からポットに移しかえているときに、

隣の人にぶつかってすまし汁が左手の指にかかり、左手指5本を

火傷した。

64 10109 11
30～

49

2017 3 14~15

視覚障害客が市の施設で行われる編物教室に参加するので、その

介護のために付き添い、終了後に机、椅子等の片付け作業をして

いる際、折りたたみ式の机をたたもうと脚の部分をたたんでいる

とき、金具の間に右手中指を挟んでしまい、右手中指の先端を骨

折した。

58 130201 7 1～9

2017 3 11~12
洋服ダンスを窓からロープを使用して吊り下げを行ったとき、指

にロープがからまりケガをした。
37 40301 7

30～

49

2017 3 13~14

センター内の馬道にて、馬糞を馬道から取り除く作業中に、手箕

にて一輪車上の馬糞、及び砂を馬糞回収BOXへ移す際、腰を痛め

た。

63 150109 19
50～

99

2017 3 0~1

荷物を積むため、載せていた資材を降ろしていたところ、コンパ

ネ（べニア板）を降ろす際にウイングシャーシ荷台から滑り落

ち、右足甲の上に落ちた。

42 40301 4
10～

29

2017 3 16~17

本社工場にてA角缶をカートに入れパレットに積む作業中、次の

パレットを用意するため、立てかけてあるパレットを動かそうと

した。 パレットの移動は両手で行うところを片手で（右手の

み）で行ったため、右手首に負担がかかり捻ってしまった。 当

初は痛みはなかったが、そのあと痛みと腫れが生じた。

36 11209 19
30～

49

2017 3 16~17

本社工場にてオイル缶の入ったダンボールをパレットに積む作業

中、次のパレットを用意するために壁に立てかけてあるパレット

を動かそうとした。 両手で作業するところを片手（右手）でパ

レットの左端を持って動かそうとしたため、右手首に負担がかか

り捻った。 帰宅後に痛みと腫れが生じた。

36 170101 19
50～

99

物流センターで荷下ろし作業中、ホームとトラック荷台との間に

段差があったため、コンパネを敷き段差をなくしてパレットに



2017 3 9~10 乗っている品物をハンドフォークで移動したところ、下に敷いて

あるコンパネごと移動してしまい、コンパネが右足に当たり負傷

した。

39 40301 6
10～

29

2017 3 14~15

当社作業場で人参の袋詰め作業中、二段に積んだ人参入りのプラ

スチックコンテナ（以下コンテナ）を作業机の近くへ移動させよ

うと上段のコンテナの上部を両手で強く押したところ、上段のコ

ンテナのみが押した方向にずれたため、バランスを崩し前のめり

となり、下段のコンテナに両手をつき負傷した。

62 80109 3
10～

29

2017 3 15~16
得意先にてゴミ回収時に、設置しているごみ容器を傾けて排出し

ている際、ごみ容器が足の上に倒れ負傷した。
55 150109 5 1～9

2017 3 9~10

当社駐車場において、12tトラックの荷台に積んであった足場材

（アルミ製）を定位置に降ろそうと荷台に乗り作業を始めようと

したとき、誤って足場材から足を滑らせ落下し、左胸部、左腕、

腰を地面に打ちつけた。

38 30201 1 1～9

2017 3 13~14

日雑売場で納品の品出しをしていたとき、4段重ねのオリコンが

崩れ、右足中・薬指の上に落下し、右足の打撲と薬指の亀裂骨折

を負った。

56 80201 4
100～

299

2017 3 0~1
大浴場の整理（掃除）終了後、出口に敷いてあるスノコで滑り転

んだときに、左手を後ろにつき、左手人差し指を痛めた。
68 140101 2

10～

29

2017 3 11~12
2階婦人衣料売り場でバックルームから売り場に出るとき、出口

近くに置いてあったプリンターに左足の甲をぶつけた。
54 80201 3

300～

499

2017 3 12~13
当事業場内バックルームにおいて、コンベクション用鉄板の洗浄

中、右手が鉄板の縁で擦れた際、右手拇指爪の右側を切創した。
52 80209 8

30～

49

2017 3 15~16

勉強会終了後、長テーブルを片付けようと2人で手前に引いた

際、テーブルの中に入り込んでいたパイプイスが左足に落下し、

打撲した。

44 90103 4
100～

299

倉庫内の流れ作業でリーダーの仕事をしているため、ラインの様



2017 3 16~17 子を把握するために移動中、置いてあったパレットにつまずいて

転んだ。

58 170209 2
30～

49

2017 3 14~15

工場内でパレットを製作中、出来上がったパレットを真っ直ぐ立

てかけたため、その場を離れた際、パレットが倒れ右足のふくら

はぎにぶつかった。

40 10806 5
10～

29

2017 3 23~24

レストラン店舗内、閉店準備作業中にお客様が席を立とうと椅子

を引いたときに避けきれず、椅子の足にぶつけて左足の小指と薬

指を骨折した。

61 140201 3
10～

29

2017 3 16~17 カット作業中、誤って左手中指をハサミで切り負傷した。 51 80302 8
10～

29

2017 3 11~12

使用済み原材料フレコン廃棄のため、リフトカーにて廃棄場に移

動開始した。 移動中に廃棄場手前で透かし木箱からフレコンが1

枚落下したため、廃棄場約5m手前でリフトカーを停止させた

後、降車して落下したフレコン1枚を手で拾い歩いて廃棄場に移

動し投棄した。 リフトカーに戻ろうと歩き出した際、廃棄フレ

コンの吊り紐に足が引っ掛かり、前のめりに左側面から転倒し

た。 転倒後、座り込んでいた被災者を近くにいた2名で詰所に移

動させたが、動けない状態が続いたため救急搬送した。

53 10905 2
100～

299

2017 3 10~11

包装室にて空番重を台車ごと移動する際、上段の番重がしっかり

重ならずずれていたため、はずみで上段の番重が落下し、奥で作

業していた検品者の頭上に落下した。

42 10109 4
300～

499

2017 3 9~10 台車に左足を引っかけて転倒し、左足を骨折した。 53 170101 2
30～

49

2017 3 17~18

2階フロアを通行している際に足元にあったケースに右足が躓

き、転倒しそうになった際に右手を床についたところ、右腕を負

傷した。 なお、被災者は足元にケースがあることを認識してい

た。

65 110101 2
500～

999



2017 3 12~13

食事介助中、利用者の隣の椅子に座り介助をしながら、自身も食

事を取っていた。 椅子から立ち上がって介助し、座ろうとした

際、隣に来たヘルプの職員が椅子を移動させていたため後ろを確

認せずに座ったところ、座り損ねて転倒した。 転倒時、テーブ

ルの角に後頭部、床に腰部・臀部を強打し受傷した。

48 130109 2 ―

2017 3 11~12

当社工場包装室において、被災者が大ざるにのった沢庵を白いコ

ンテナへ移す作業をしていたところ手が滑り、左手の小指を大ざ

るに引っ掛けてしまい、指の間が裂けるほど大きく広がってしま

い、神経を負傷した。

46 10103 8
30～

49

2017 3 6~7

店舗2階食品売り場内通路にて、品出し終了後、パルティナに空

バットを積み替える際（のせる際）、両手でバットを出し入れし

ている時に顔面に当たり、左眉毛に受傷した。

32 80201 4
10～

29

2017 3 8~9

ホールにて卓球部（利用者様クラブ活動）の準備をしている際、

卓球台（折り畳み式）2つ折の状態から開く際に、卓球台左右の

留め具を外し少し開くも、それ以上は硬くて開かないため、少し

開いた隙間に体（右半身）を入れ、両手と右背部で押すがなかな

か開かなず、さらに力を入れ押したところ卓球台が開き、腰を捻

る。

47 130201 19
10～

29

2017 3 14~15

14Fでパーテンション天井レールの取付作業をしているとき、OA

フロア開口近くにセットした立馬が開口側へ滑り落ち、作業員が

天台から落下し、右手首を負傷した。

41 30209 1 1～9

2017 3 18~19
店舗の厨房でラーメンのスープをあたためて大きな寸胴に移すと

きに足を滑らせ、右肩から手首まで熱いスープがかかった。
68 140201 11

10～

29

2017 3 15~16

ダンボールを手に持って、人とすれ違う時に少し右に寄ったと

き、荷物の置いてあるパレットの端につまずき、転んで膝を打っ

た。

70 10109 2
500～

999

ティーショットの飛球確認のためお客様の前方に立っていたとこ

ろ、お客様の打球が大きく左にひっかかり、キャディに直撃し 50～



2017 3 15~16
た。 ヘルメットにより衝撃は軽減されたものの、とっさに身を

かがめた際に首筋を痛めた。

59 140301 4
99

2017 3 20~21

営業所に出勤後、胸が苦しくなり救急搬送をされ、頸椎損傷の診

断を受けた。 直接の原因が不明であったが、後日に被災者か

ら、配達先の敷地内の歩行中、張られていたロープに気が付かず

ロープが顔に引っ掛かり、尻もちをつく形で倒れたが、その場で

少し休んだところ体が動くようになったと申告があった。

50 40301 3
100～

299

2017 3 14~15

店内にて、厨房から休憩室に行く下りの階段の手前で、バットを

移動中、すれ違う人を避けようとしてバットが壁に当たり、反動

で脇腹を打ち左肋骨を受傷した。

33 140201 3
30～

49

2017 3 17~18

請負先である構内作業所でパレット（木製）に荷卸し後、パレッ

トに足がはさまり転倒し、右膝を強打して負傷した。 当初は我

慢していたが、そのあと腫れ上がり、膝裏側の靭帯部分の骨を損

傷していることが分かった。

38 10902 2
10～

29

2017 3 6~7

フードコート内の厨房でラーメンスープを調理している際、時間

に間に合わないので火力の強いコンロへ鍋を移し戻そうとした

時、ラーメンスープが手にかかり、そのままコンロに乗せようと

したが鍋ごとひっくり返し、腕と足に火傷を負った。

50 140201 11
50～

99

2017 3 10~11

利用者用更衣室を清掃中にプラスチック製のスノコにつまずき、

よろけて尻もちをつき、骨折した。 事故当時、丸めて保存して

いたスノコを敷き直したばかりであり、弓なりになったスノコと

床の間にすき間が開いており、通常とは違う状態に気づかず、足

をとられてしまった。

76 150101 2
100～

299

2017 3 16~17
1階活動場所にて活動中に、児童の投げたおもちゃ箱が左足首近

くに当たり、靭帯及び神経を損傷した。
53 130201 4

50～

99

2017 3 15~16

スキー場第5ゲレンデで、スノーリモに男性客を乗せ、滑降しは

じめた時左側のスキーが外れ、その重みで右側のスキーが折れた
20 120109 2 1～9



ので、前方へ回転して転び、左足膝の内側と右足すねを負傷し

た。

2017 3 12~13

駐車場で昼休憩の為、同乗した車の助手席でカップ麺にポットか

らお湯を注いだあと、ダッシュボードに乗せる際、膝に挟んでい

たフタの開いた状態のポットが前に倒れ、左足の安全長靴内に熱

湯がこぼれ、左足足背にやけどを負う。

64 170201 11
50～

99

2017 3 19~20

保育室で新年度の準備をしており、一人で高い所に物を吊す作業

をするため、机の上に子供用の椅子をおいて、その上に乗って物

を吊そうとした際に足元の椅子がぐらついたため、とっさに椅子

から飛び降り、床に足をついた時に足首を負傷した。

24 130201 3
30～

49

2017 3 9~10

施設内厨房の下処理室にて、右手に包丁を持ち、ほうれん草を左

手で添えて切っていた際、手元が狂い、包丁が左手の人差し指先

に当たり、指先が削がれた。

35 10109 8 1～9

2017 3 3~4

漁船から繋がっている定置綱引き上げ用の浮き付ロープ（ナイロ

ン製、鉛入り）がからまっていたので、船上から通していると

き、波が来てバランスをくずし、右手で船の甲板廻りの木枠（ス

テンレス製）につかまったときにロープが動き、ロープと木枠

（ステンレス製）との間に右手が挟まり右手薬指を負傷する。

43 70201 7
10～

29

2017 3 9~10

売場で冷蔵ケースの温度チェックをしたあと作業場へ戻ってくる

途中、売場とバックヤードの間のスイングドア付近において、折

り畳んで通路わきに置いてあったグリーンマットにつまずいて転

倒し、受け身を取れずに左半身を床に強打した。 閉店前準備で

は頻繁に台車が往来するため、マットが汚れないように畳んで

あった。

67 80209 2
30～

49

2017 3 10~11

出来た製品を1階の作業場に移す時に、途中にある走板の台の端

に躓き、バランスを崩し転倒した。 そのとき左膝でコンクリー

トの床で強打し、痛みが増して就業不能となった。

73 10903 2 1～9

店舗厨房内においてラーメンの調理作業中、作業台に丼を並べて



2017 3 12~13

トッピング作業を行っていたところ、作業台を挟んだ目の前でス

タッフが右手に柄杓を持ち、丼にスープを注いでいた。 作業中

の別スタッフの後ろの通路を被災スタッフが通ろうとしたとこ

ろ、誤って別スタッフが柄杓を持つ右の肘に身体が接触し、その

はずみで柄杓に入っていた高温のスープが跳ね、右手・右腕にか

かり熱傷した。

44 140201 11
30～

49

2017 3 13~14
支店ヤード内にて車両の戻り点検中、ジャッキを操作していたと

ころ、急に下りてきて左薬指をはさんで骨折した。
32 80409 7

10～

29

2017 3 12~13

被災者が昼休憩をとる為、正面玄関横通用口より外へ出ようと高

さ約30㎝の段差を下りようとした際、段差下に子供用下駄がある

ことに気が付かず、右足で下駄を踏んでしまい、バランスを崩し

転倒し、右足小指下付近を骨折した。

67 140101 2
30～

49

2017 3 11~12

店舗内にて食事を提供するため、出来上がった食事をのせたお盆

を両手に持ち、調理場カウンターから店内通路右側へ出ようとし

た時に、下駄箱と帳場の柵にお客様が立てかけたキャリーカート

があったがお盆で見えず、気づかないまま右足がカートの荷物に

当たって体のバランスを崩し、右足を残したまま前方に転倒し、

右膝を床に打ちつけた。

52 140201 2
30～

49

2017 3 9~10

弊社工場内にて、ブルーシートの上でセグメントにウレタンを塗

布している際、両手に道具を持ってあるいたところ、ブルーシー

トの隙間に足が入ってしまい、膝から転倒し、右ひざの膝蓋骨を

骨折してしまった。

61 11209 2
50～

99

2017 3 11~12

サラダ用容器の準備作業中、容器を積み上げたコンテナを両手で

持って移動していた時に、足元にあったコンテナ用台車が見え

ず、つまずき転倒した。 左ひざ等を床に強打したが、大丈夫だ

と思いそのまま作業を続けたところ、痛みがひかず、後日に左ひ

ざ等の打撲と診断された。

56 10109 2
100～

299

駐車場内に停めたトラックの荷室内で装備品の片付けをしている



2017 3 7~8 際、荷室内に設置してあるローラーに足を取られ、後方に転倒し

た時に手を床に強くつき、左手首を骨折した。

55 40301 2
50～

99

2017 3 17~18
農産作業場で、かぼちゃ包丁の刃を拭こうとした際、勢いよく手

を動かしたため、誤って左手親指を切った。
62 80201 8

500～

999

2017 3 11~12

工場内にて、立てた状態の原反を原反台にセットするため、原反

を横に倒す作業をしていた。 その際に本来の作業手順を行わ

ず、空のパレットに足を掛けていたため、パレットが動いてしま

い右足首を負傷した。

25 10805 3
50～

99

2017 3 13~14

三角コーン用のコーンバーを廃棄するためバーを三つ折りにして

ゴミ箱に入れたところ、勢いよく元に戻り、コーンバーの先端が

左眼瞼に当たり負傷した。 コーンバーを足で折り曲げて無理や

りゴミ箱に入れた為、はね返ったコーンバーの弾力を軽視してい

た。 瞼が赤く腫れ視界がぼやけており、左眼レンズ及び眼球を

支えている組織を負傷した。

69 150101 6
300～

499

2017 3 12~13

会議室の片すみに立てて置いてあった会議テーブル4台のうち、2

台を別の会議室に移動するため引き寄せ取り出そうとしたとこ

ろ、会議テーブルが転倒し左足に当たり、第1指・第2指・第3指

を骨折した。

29 170209 6
100～

299

2017 3 8~9

日常点検を実施後、切断作業を開始した直後、切削水量が少な

かった為、設備が停止した。 給油の為、切削油（20?缶）を両手

で運搬している際、床面のエアーホースに足が引っ掛かり、前の

めりに転倒し、左足を受傷した。

48 11209 2
30～

49

2017 3 17~18
調理場で片付けをしている時に、横に立てかけてあったまな板

（7㎏）が倒れてきて、左足の親指に落ちてけがをした。
34 140201 4

10～

29

2017 3 16~17

業務に従事中、手すき時間を利用して片付けを行う為にロッカー

へ行ったところ、足元に置いてあるさな板につまずき転倒し、全

身を強打し、左三角骨を負傷した。

56 110101 2
100～

299



2017 3 23~24
店内にて日配食品売り場より撤去作業中、社内の什器につまずき

倒れ、左足膝関節皿骨折、右手首捻挫を負った。
61 80209 2

10～

29

2017 3 13~14

レジにてお客様がカートを押してレジに来たため、すぐそばに行

きカートから買い物かごを降ろし、後ずさりで所定の位置に戻ろ

うとした際、お客様のリサイクルバッグが床に落ちている事に気

付かずバッグの上で滑り、尻もちをつくように倒れた。 その

際、咄嗟に左手を床についた時に左手首を負傷した。

58 80209 2
30～

49

2017 3 10~11

特浴室にて入浴介助時、右下肢を軸に介助することが多く、スト

レッチャーに患者移乗・移動の際、着用しているエプロンが長

く、エプロンの裾を踏んで躓いた。 転倒はしなかったが転倒し

ないように踏ん張ったため、右膝下から下部全体に痺れが生じ

た。

48 130101 19
100～

299

2017 3 17~18
加工場内で豚ウデ肉を整形作業中に、包丁がすべり左手親指を切

創した。
50 10101 8

100～

299

2017 3 15~16

共同ストックスペースの自店ストック場所でストック作業中、反

対側の他ブランドストックの棚の一番上から商品の椅子が頭部に

落下した。

27 170209 4
500～

999

2017 3 14~15

配達先で木製パレットにケースを積み、荷崩れがないようにラッ

プで固定するためパレットの周りをまわっていた時、足がパレッ

トに当たり、パレットのとげが刺さった。

49 40301 8
50～

99

2017 3 14~15
カウンターでお会計をしていて、伝票を所定の伝票刺しに刺そう

とし、指（左手人差し指の爪下ぐらい）に刺さった。
21 140201 3

10～

29

2017 3 4~5

バックにて、飯アップのため釜を持ち上げ移動しようとした際

に、バランスを崩して腰を捻り、ギクッと痛みを感じたが勤務を

続けた。 帰宅し就寝後、腰部と右足に痛みと痺れを感じ、激痛

で歩行困難になった。

43 140201 19
10～

29

当社工場内にて製品梱包作業中に、梱包した製品をパレットに積
10～



2017 3 21~22 もうとした際、誤ってパレットとパレットの間に足を引っ掛け転

倒し、左膝部を強打した。

70 10805 2
29

2017 3 15~16

1階にある台車が9階で必要となり、台車には生コンの入ったトロ

箱（200kg）が乗っていた。 2名で下そうと、最初は2名で持ち

上げたが持ち上がらず、1名が台車を押さえ、もう1名がトロ箱を

少しずつずらして下そうとした際、雨天のためトロ箱が滑り落

ち、近くにあったトロ箱との間に右手人差し指を挟んだ。

57 30201 7 1～9

2017 3 12~13

当社施設内の健康管理室で事務作業中、キャスターのついたイス

に座ろうとした際、イスの位置を目視していなかったため、座り

損ね尻もちをつき、臀部を強打した。

49 130201 3
10～

29

2017 3 12~13

特養の居室で食事介助中に、左隣にいる別の利用者が「背中が痒

い」と仰ったので鉄製の背もたれがあるパイプ椅子に座ったまま

で、背中を掻いてあげていた時、椅子の中央部に座っていたもの

の座面が小さくバランスを崩し、斜め前方向に倒れた。 同時に

椅子の足が股間に衝突し、流血し、外陰部損傷のため9針縫合し

た。

23 130201 3
100～

299

2017 3 11~12
工場内で清掃作業中、パレットに躓いて右手をついて、右肩を損

傷した。
46 80109 2

10～

29

2017 3 10~11
厨房内下処理室で大根を切っていたとき、誤って左手親指を切っ

てしまった。
32 130201 8

100～

299

2017 3 16~17

造船所ドック内に於いて、入庫した船舶を架台に固定作業中、架

台（高さ1.5m）上でジャッキ操作をしようとした時に足を踏み

外し、右足首を床の鋼材に挟み負傷した。

46 11501 1 1～9

2017 3 6~7

施設内に於いて入所者のおむつ替えをしようと入室した時に、入

所者がベッドから転落しても大丈夫な様にベッド下に置いてあっ

たマットレスを踏んでしまい滑って転倒した。

62 130101 2
100～

299

当社施設内において、掛け時計が電池切れで止まっていた。 以



2017 3 9~10

前から掛け場所が適当でないとの声に対応して、別の位置に取り

付けようと、カウンターチェア（座高さ65cm）に上がってカウ

ンターの上に立ち、時計を設置したあと降りようとしてカウン

ターチェアに左足を乗せてから右足を乗せた途端、座の部分が回

転し、バランスを崩して転落した。

81 130301 1
50～

99

2017 3 11~12

病室で患者様の見守中、入口ドアが開いていることに気付き、閉

めようと移動したとき、転倒防止のため床に敷いてあった布団の

シーツに足が絡まり転倒し、壁で左肩を打った。

44 130101 2
100～

299

2017 3 13~14

女子ロッカー（脱衣所）で床のほこりを粘着式クリーナーで取っ

ている際、姿勢を崩し左足に大きな負荷がかかり、骨がピキッと

鳴った。

35 140101 19
100～

299

2017 3 12~13

当社調理場に於いて、2年位前より4升炊きの釜を台の上に移動す

る作業を2人で交替して担当しており、仕事のあと腰が痛くなっ

た。

67 10109 19 1～9

2017 3 19~20
配達に向かう際、入り口にあったネットに気付かず躓き転倒し、

左手首を捻った。
37 40301 2

100～

299

2017 3 17~18

被災者が工場第2カードガス加工場で玉掛け作業中、臨時使用し

た架台に仮り置きした板を吊り上げる際、板に取り付けていた小

物が架台に引っ掛かり、架台が右足の上に転倒し、右足甲部を骨

折した。

39 11209 6
10～

29

2017 3 13~14

本社事務所で、掲示板（ホワイトボード）の高い所に掲示（マグ

ネット）するため、イスの上に上がって掲示しようとし、イスか

ら落ちて右手首を机の角にぶつけた。

55 40301 1
10～

29

2017 3 15~16

3Fフリーウェイトルームにて、ベンチプレスでトレーニング中

に、限界重量（120kg）に挑戦していてバーベルを胸に降ろして

いる途中に、重量に耐えきれず左上腕骨を骨折した。

24 130102 19
30～

49

包装室2号包装機で空袋を取り出している時送りベルトがフィル



2017 3 14~15

ムを送り出す際詰まってしまい、そのフィルムを取り出す時、必

要以上に手を入れて圧着横シーラーにて手を挟んでしまった。

又、マニュアルでは当該作業をする際はシールスイッチを切るよ

うに定められているが、それを失念してしまった。

22 11502 4
30～

49

2017 3 3~4

盛付第3レーン先頭付近で、使用済みの浅番重をコロの付いた台

車に乗せ運搬中、高く積み過ぎた番重の最上部が3レーン先頭に

あるエアーの先端に引っ掛かり落下し、番重が頭頂部に当たり負

傷した。

58 10109 4
300～

499

2017 3 18~19
倉庫内にて、立ててあった木製のパレットが左足首と甲の付け根

に倒れて足へ接触し骨折した。
36 40301 5 1～9

2017 3 15~16
清掃控室で作業準備中、ゴム手袋がモップバケツに落ちた。 拾

うため右手を入れた時、モップにあたり怪我をした。
66 150109 3

100～

299

2017 3 14~15

作業場にて、床に養殖網を敷き詰め網の修繕を行っていた。 移

動しようと思い、立ち上がり歩き出した際に、敷いてある網で足

を躓き転倒し、右足親指を脱臼骨折、左手を骨折した。

67 70209 1 1～9

2017 3 14~15
構内にて作業中、リースから戻ってきた仮設トイレを清掃洗浄

し、保管する作業のため移動させている時、腰を捻り受傷した。
60 80109 19 1～9

2017 3 14~15

林内にて集材機（ウインチ）の横で玉掛けワイヤー作りの作業

中、追加ワイヤーを取りに道路へ出ようとした時、集材機固定用

ワイヤーに左足を取られて転倒し、左足の膝を路肩（コンクリー

ト）で強打した。

65 60209 2 1～9

2017 3 13~14

入居者居室で、入居者のふらつきを支えるため駆け寄った。 そ

の際にポータブルトイレか車イスの車輪に右足先を引っ掛け、自

分が倒れそうになり、左足を突っ張ったが捻った様になり転倒し

た。

57 130201 2
30～

49

2017 3 13~14

重さ50キロの配管を作業員二人で運んでいた際、りんぎに躓き、

持っていた配管が安全靴の先芯が無い部分に落下し、怪我をし 27 11209 4 1～9



た。

2017 3 16~17

夜勤のため出勤し、申し送りを受けるためキャスター付き椅子に

腰を掛けた時にバランスを崩し、床に座り込んでしまった。 そ

の後、立ち上がることが出来ず、夜勤業務を続けられなくなっ

た。

60 130101 2
100～

299

2017 3 14~15
補充作業中、リネン室から裏に出る時、リネン袋に引っ掛かり転

倒し、排水溝の鉄板の角で膝を打った。
45 140101 2

10～

29

2017 3 6~7

トレー他の荷台で鋼材の荷締をしていた時、荷締機の不具合で跳

ね飛ばされた。 荷台から落下した様だが当時は誰も見ておらず

状況は不明である。 本人も記憶が飛んでいるのでどのように落

下したのか、何をしていたのかが分からない。

27 40301 1
10～

29

2017 3 14~15

客室清掃で掃除機をかけ終え、次の部屋へ移動しようと、リネン

庫の横にあるコンセントを抜こうとして、使用指定していた掃除

機のコードに足が引っ掛かり、転倒した時、壁に手をぶつけ右手

を負傷した。

66 140101 2
30～

49

2017 3 14~15

通所リハビリテーション室において、手作り工芸品を滑車運動器

に飾り付けるため、高さ45cmの椅子の上に立ち、取り付け作業

を行う。 作業終了後、椅子から降りようとした時に足を滑ら

せ、左側にバランスを崩し転倒し、頭部と身体を保護しようとし

て、左上肢の手首を受傷する。

63 130101 1
50～

99

2017 3 9~10

船上で側張とアンカーロープの取り付け作業後、ロープを戻す途

中に、着用していた雨ガッパの袖がロープとローターに引っ掛か

り、右手をローラーに巻き込まれた。

47 30309 7
50～

99

2017 3 23~24

栄養管理室の調理場内で、粥椀に入れたお粥を患者さんのお膳に

乗せようと運んでいる際に、手で3個積み重なるように持ってい

た粥椀のバランスをくずし、お粥が左前腕にかかり受傷した。

20 130101 11
500～

999

他の社員が集荷した着物をパレットへ積み込み作業を応援する



2017 3 18~19

為、L字型に折り畳んである鉄Ⅲ型赤パレットを発着台に運び、

パレットを展開するために発着台で、中腰の姿勢で当該パレット

を組み上げていた際、中板のストッパーがロックされていなかっ

たため中板が落下し、右眼下瞼付近に接触し、右眼下瞼を裂傷し

た。

36 110101 6
500～

999

2017 3 7~8

養殖いかだ（海上）でいかだの中の魚をタモですくっている時

に、タモを持っている右の人指し指の付け根に違和感があり、確

認すると、指は曲がるが伸ばす時に狭くなって、完全に伸ばす事

ができなくなった。

34 70209 19 1～9

2017 3 12~13

有料老人ホーム1F配膳室で、入居人の昼食配膳前の昼食中、お茶

をつぎに立ち、座ったところ椅子が壊れ、床に尻もちをついて尾

てい骨を骨折した。

69 80209 3
50～

99

2017 3 15~16

被災者は、本社機材センター返却資材検収所にて、返却資材を検

収（返却状態確認と数量確認）する作業に従事していた。 ワイ

ヤーロープのみで括られているバラバラの返却資材の検収に取り

掛かった際、資材の梱包状態が悪く（通常はロープ以外に針金等

で2～3箇所括る）、ロープを外した瞬間に一気に資材が広がり、

足元になだれ込んできたため、右足を負傷した。

58 80409 5
30～

49

2017 3 10~11
ヤードでコンクリートガラの破砕中、高さ30センチのロープに右

足をひっかけ、右膝をコンクリートにぶつけた。
50 30199 2

10～

29

2017 4
11～

12

工場内作用場で調理釜から調理容器を取り出し移動させる作業を

2人で行っていた際、相手とのタイミングが合わず相手の持って

いた側が上がってしまい、調理容器が傾き、熱くなっていた調理

液が流れ出てしまった。 左手で持ち、前に移動して右足を前に

左足が後ろに残った状態の時、合羽を着用しめくれ防止もしてい

たが、調味液が合羽を伝い後ろ端から長靴の中に流入して左足首

内側を火傷してしまった。 釜から調味容器を出して移動する際

は時間をおいて冷やし、又、サロペット合羽を長靴の上から着用

58 10102 11
10～

29



し長靴への流入を防ぐ対策をした。

2017 4
11～

12

操業作業中、瀬縄を巻いていた際にロープに右手をはじかれ負傷

した。
46 70201 6 1～9

2017 4 2～3

ホタテ養殖作業中に、パレットと呼ばれるカゴのようなものが足

元にあるのに気付かず誤って踏んでしまい、更にパレットが海藻

類にまみれていたため踏ん張れず、そのまま転んで右手を負傷し

た。

18 70209 2 1～9

2017 4
16～

17

倉庫内で、右後のタイヤ交換作業中に、ナットを外す十字レンチ

を差し込したまま、一旦作業を中断しトイレへ向かおうと、差し

込したままの十字レンチを確認せず立ち上り歩行し、十字レンチ

へ左膝を強く強打した。 直後も激痛があったが、そのあと我慢

できないほどの痛みになった。

40 30309 3
30～

49

2017 4
13～

14

工場入口通路にて、使用済みのダンボールを壊す作業をしている

時、手では壊せなかったため足で潰そうとした時、足を滑らせ後

ろに倒れそうになり、両手をついて右手首を負傷した。

59 10104 2
30～

49

2017 4
16～

17

食肉加工工場内にて、ウレタン製の胸上部から足首までの長さの

エプロンの汚れを着用したまま落とそうとし、バケツに熱湯を汲

んでエプロンにかけたところ、エプロンの裾が膝あたりまで捲れ

上がっており、履いていた長靴の中に熱湯が入り、右足の足首か

ら甲にかけて火傷した。

62 10109 11
30～

49

2017 4
20～

21

調理麺課カット室において、カットしたゆで卵を番重（アルミ製

容器）に入れ、2段重ねで冷蔵庫に移動する際、上の番重が滑り

落ちそうになったので、それを立て直そうとして転倒し負傷し

た。

67 10109 2
100～

299

2017 4
11～

12

倉庫内で作業中、ラック下段に保管されている梱包ラップを箱か

ら取り出す際に、ラップを持って引き上げた右手がラックの上部

鉄枠にぶつかり、ラップ芯と鉄枠に右手小指を挟みこんで負傷し

た。

37 80401 7
10～

29



2017 4
12～

13

外売場において作業中、用土を補充後、2枚に重なっていた空の

パレット（110×110cm重量約20kg）1枚を持ち上げて移動させ

ようとしたところ、手が滑って左足の上に落とし、左足親指を負

傷した。

23 80209 4
50～

99

2017 4
17～

18

工場建屋の入口で、接着剤塗布機の洗浄用熱湯を焼却炉で補給し

接着剤塗布機に運搬する時、建屋入口段差につまずいた。 通常

片手で熱湯入りのバケツを持ち運搬するところ、両手で持ち早く

作業を終えようとし、つまずいた時に体勢を整えられずに転倒

し、バケツに入っていた熱湯が足にかかり火傷した。

46 10501 11
50～

99

2017 4
15～

16

敷地内の屋外広場で行われた会社のレクリエーション行事に参加

中、パイプ椅子に着座し居眠りをしていたときに前のめりに倒れ

てしまい、顔面を地面に打ち付けて負傷した。 晴天であり、気

温も約20℃と適温だったことから、居眠りをしてしまったものと

思われる。

49 11709 2
50～

99

2017 4
10～

11

レジ精算機のカゴ置き台の間から抜けようとしたところ、台に足

をぶつけて右膝を強打した。
22 80209 3

100～

299

2017 4
11～

12

店舗内にて、控室の棚の上部にある新しい調理器具（お玉など）

を取るため、椅子に乗り作業していたところ椅子が回転し、バラ

ンスを崩して落下した際に左肩を強打し、左肩甲骨付近を骨折し

た。

60 140201 1
30～

49

2017 4
10～

11

工場内の包装作業室において、容器にラベル貼付する作業をして

いた際に、カゴ（1カゴに2L充填済み容器16コ）6段積みを搭載

した平台車を移動させようとして最上段のカゴを自分の方向に

引っ張ったところ、平台車は動かないままにカゴが自らの方向に

倒れ足下に落下した。

38 10803 4
50～

99

2017 4
9～

10

構内にて空パレットをトラックの荷台に積む際、狭いため手で積

もうと思いフォークリフトを止めて、手で積んだ時に手が滑り、 69 80209 4
30～

49



足の上にパレットが落下した。

2017 4
11～

12

第3塗布棟内の塗布機巻き取り部において、粘着テープを生産中

に発生した。 塗布巻取約1,280Mの大巻品が完成したので、機械

より搬送機におろし、大巻品の軸となっているエアーシャフト

（約20kg）を引き抜くときに腰に激痛がはしった。

35 10602 19
100～

299

2017 4
15～

16

現場にて清掃作業中、ゴムホースが破裂しセメントの残りが眼に

入り、激しい痛みが生じ我慢できなくなった。
45 30209 4

10～

29

2017 4
10～

11

ホテルパンを持って作業台へ移動していたとき、厨房内パイプに

気がつかず躓き転倒し、持っていたホテルパンで左ひじを切っ

た。

60 80209 2
50～

99

2017 4
10～

11

配達先にて車両荷台より荷卸し作業中、重量物をトラック荷台よ

りホーム上に降ろす際、破損しないようプラスチックパレットを

敷き、その上を歩いていた時にパレットのくり抜きの穴に左足を

挟んでしまい、足の甲を捻挫した。

58 40301 2
50～

99

2017 4
10～

11

段ボール古紙の回収作業中、段ボールが乗っていたプラスチック

製のパレット（縦横100cm、高さ約15cm、重さ20kg）を、段

ボール回収後に床に重ねて置き、二つ目のパレットを乗せる際に

誤って30cmの高さから右足親指に落下させ、右足親指を骨折し

た。

30 80209 4 1～9

2017 4
14～

15

大旗を振り交通誘導を行っていたところ、突風に煽られ握ってい

た旗の軸を身体の後方に引っ張られた。
50 170201 19

100～

299

2017 4
10～

11

品物が倒れないようにゴムをかけていたが、そのゴムが切れて体

に当たり、飛ばされてしまい、隣にあったパレットに足が引っ掛

かって転んで手をついた際、左手首を骨折した。

58 11204 2 1～9

2017 4
9～

10

6番ホールティーグラウンドから約100ヤード付近にいたとこ

ろ、お客様の打ったボールが木に当たり跳ね返ったボールが被災

者の右膝内側に当たり足を痛めた。

42 140301 4
100～

299



2017 4
9～

10

路上にて、可燃ごみ回収作業に従事していた被災者が、ごみ回収

中にカラスよけネットに足が引っかかり転倒し、左足を路面に打

ちつけた。

63 150102 2
10～

29

2017 4
13～

14

作業場から通路に出ようとした際、ビニールカーテンの裾を踏ん

でしまい脚がからまり転倒し、左手と両膝を強打した。
54 11703 2

300～

499

2017 4
14～

15

1階発着口の8番線から10番線へ、運送便トラックに積載する銀

色パレットを左手でけん引していた時、9番線で運送便トラック

に積載しようと搬出作業をしていた運送便のドライバーが赤色パ

レット2台を同時に前方へ押し移動した結果、動線が交差してし

まったため、左腕から肘にかけて赤色パレットの右前方と衝突し

た。 当初は軽度の打撲のみと推測し業務を継続したが、痛みが

治まらず、左肘を骨折していたことが判明した。

46 110101 6
500～

999

2017 4
11～

12

被災者（以下「甲」という）は、派遣先において、商品の仕分業

務に従事していた。 甲は、パレット置場からパレットを取り出

す際、12段（約180cm）に重ねてあったパレットを、背伸びをし

て一番上から引っ張り出したところ、地面に落ちた衝撃で手が離

れてしまい、パレットが甲の方に倒れてしまった。 甲は逃げき

れず、倒れたパレットを左足に受けて負傷した。 原因は、甲が

パレットを降ろす際、無理に引っ張り出したことによる。

25 170101 6
30～

49

2017 4
11～

12

資材置場にて布板（1,829mm×500mm）を積み重ねる資材整理

作業中に、持っていた布板とその下の布板との間に左手指を挟み

負傷した。

65 30201 7
30～

49

2017 4
10～

11

倉庫内で畳んだオリコン（10段くらい）を運んでいたところ、オ

リコンが崩れ、前のめりに転倒した。
63 40301 5

100～

299

2017 4
10～

11

お客様用休憩所にてゴールデンウィークの準備の為、高さ約

1.5m、幅2mの看板を移動させていたところ、看板の足に引っか

かって転倒した。

70 140302 2
100～

299

2階発送作業フロアにて、化粧品等商品のピッキング作業中、商



2017 4
14～

15

品を積むパレットが密集しており足を取られて転倒し、左脇下・

右膝を打ちつける。 転倒時、左脇下に商品の一部が突き刺さる

ような形になり、腫れ・痛みがひかない状況が続いている。

56 80401 2
100～

299

2017 4
17～

18

1、2歳児クラスにて保育中、床の玩具を片付けていた。 子ども

の様子に気を取られ足元にあったプラスチックチェーンに気づか

ず上に乗ってしまい、バランスを崩し、右ひじから床へ転倒し

た。 その際、手には集めた玩具を持っていたため、右ひじで身

体を支えたような体勢となった。

62 130201 2
30～

49

2017 4
17～

18

館内にて両手に商品を持って移動中、商品をかけるラックに左足

を引っ掛け転倒し、左膝を強打し、左膝蓋骨骨折と診断された。
47 40301 2

300～

499

2017 4 8～9

工場内の作業に於いて、150tプレス機の抜きの工程で下部に落ち

るスクラップの入るプラスチックケース（縦61.5cm×横

38.5cm×高さ20cm）を交換するため、引き出して自分のいた場

所の後方へ置き、空のケースをセットして後ろへさがった時にそ

のケースがある事を忘れてつまずき、身体の左側を下にしてコン

クリートの床へ転んでしまった。

45 11203 2
10～

29

2017 4
20～

21

派遣先営業所の野菜更生生庫内で品出し作業中に他就業者の操作

するハンドフォークと床置きパレット間に左足を挟まれ、歩行困

難となった。

51 170101 7
50～

99

2017 4
14～

15

2階発送作業フロアにて、化粧品等商品のピッキング作業中、商

品を積むパレットが密集しており、足を取られて転倒し、左脇

下・右膝を打ちつける。 転倒時、左脇下に商品の一部が突き刺

さるような形になり、腫れ・痛みがひかない状況が続いている。

56 170101 2
50～

99

2017 4
12～

13

ホテルキッチンにて、トレビスという野菜の芯を包丁にてくり抜

いている時、包丁が切れすぎてしまい野菜を通り越し、誤って手

のひらまで切ってしまった。

25 140101 8
300～

499

2017 4 8～9
外階段清掃中、両手にモップとちり取りを持って降りる際、モッ

75 150101 1
500～



プの糸が足にからまり転落した。 999

2017 4
10～

11

執務室の打ち合せデスクで書類のファイリングをする為、穴あけ

パンチで作業をしているとき、紙を押さえて穴をあける際に誤っ

て指を機械に挟んでしまい、爪と皮膚の一部を切断した。

46 170101 7

1000

～

9999

2017 4
10～

11

執務室の打ち合せデスクで書類のファイリングをする為、穴あけ

パンチで作業をしている際、紙を押さえて穴をあける時に誤って

指を機械に挟んでしまい、爪と皮膚の一部を切断した。

46 170209 7

1000

～

9999

2017 4
14～

15

店内の更衣室の入口にて、熱湯を持ったまま入口の段差につまず

き、右足甲と指にかかって火傷した。
54 140201 11

30～

49

2017 4
9～

10

病棟廊下のカートから洗剤ボトル（約1kg）を運ぼうとした際に

手が滑り、左足首に落としてしまい疼痛、腫脹、皮下出血を負っ

た。

46 130101 4
500～

999

2017 4
17～

18

自社レストラン厨房内洗い場にて、シンクの中で使用済みのお皿

を洗っている時、直径約30cmの大皿をシンクの中に落としてし

まい、皿が半分に割れ、割れた尖った部分に右手小指の付け根部

分が当たり、深く切ってしまった。

21 140201 8
10～

29

2017 4
13～

14

マジックショーで剣の箱に入る際に、入り方が悪かったので入り

なおそうとして、手で支えて出ていこうとしたが、その時、体重

が手にかかり、左手親指が変に曲がり、左手親指を負傷した。

27 100109 19

1000

～

9999

2017 4
11～

12

くぼ地の林の中に飛球したボールをプレーヤーがショットした

際、打球が前方の木に当たり跳ね返って左脛に当たった。
44 140301 4

100～

299

2017 4
9～

10

場所打杭工事において、安定液の注入が完了したため、ホースを

移動するべく吐出口金具の取手にクレーンの孫フックをかけて吊

り上げたところ、取手の溶接部が外れ、吐出口金具が落下して金

具が跳ね返り、下部で作業していた作業員の左ふくらはぎに当

たった。

59 30201 4 1～9

9～
厨房にて、ガスで炊いたご飯を内釜ごと（10～12kg）両手で持

10～



2017 4
10

ち上げて横の作業台に移す際、背中などを中心に身体を捻り、左

第10肋骨骨折を負った。

63 140209 19
29

2017 4
20～

21

ブティック内にて接客中に、同僚が引いたイスに足の小指を踏ま

れて右足小指を骨折し、痛みでうずくまってしまった。
46 80209 7

1000

～

9999

2017 4
16～

17

お客様宅にて、入浴前の浴槽を組み立てる準備の際、一人で足元

側の浴槽を横にした時、腰に負担がかかり痛めた。
29 130201 19 1～9

2017 4
14～

15

店舗キッチン内洗い場にて、洗い上がったジョッキの入ったラッ

クをフロアへ返却しようとした際、棚の上部の角にラックがぶつ

かりジョッキを落としてしまい、破片が指にあたって右手環指第

2関節付近を切傷した。

25 140201 8
30～

49

2017 4
10～

11

障害者支援施設で、入所利用者の介護のため裸足で作業していた

ときに、入浴介助用のストレッチャーを浴場にセッティング中、

ストレッチャーのブレーキを足でかける際に踏み外し、ストレッ

チャーが動き右足と激突して被災した。

41 130201 3
50～

99

2017 4
14～

15

利用者宅を訪問するため、マンション入り口のオートロックのイ

ンターホンを押し、中から応答があり鍵が開いたので入ろうとし

たとき、床に置いたかばんにつまずき転倒して右肩を強打した。

74 130201 2
30～

49

2017 4
10～

11

皿をボックスに数十枚入れて持ち上げようとした時、重すぎて腰

に負担をかけ過ぎてしまった。
63 140101 19

30～

49

2017 4
15～

16

患者様を車椅子に乗せて廊下を移送していたところ、後方のワゴ

ンにぶつかってしまった。 ワゴンには空の感染BOXが何個か積

まれた状態で、その感染BOXが腰部に当たってしまった。 患者

を移送中だったため、ぶつかった際に受け身姿勢がとれず、腰に

激痛が走りその場から動けなくなり、腰椎捻挫を負った。

32 130101 3
500～

999

2017 4
10～

車体プレス作業場にて、スキット（動力車）の牽引バーを置場に

戻すため、左手で牽引バー2本を持ち、右手で牽引バー1本を持っ
47 11502 4

1000

～



11 て移動する際、左手の牽引バー1本（約4.3kg）が手から滑り落

ち、右足に当たり受傷した。
9999

2017 4
10～

11

車体プレス作業場にて、スキット（動力車）の牽引バーを置場に

戻すため、左手で牽引バー2本を持ち、右手で牽引バー1本を持っ

て移動する際、左手の牽引バー1本（約4.3kg）が手から滑り落

ち、右足に当たり受傷した。

47 170101 3
10000

～

2017 4
9～

10

畑土留め工事現場にて、鉄パイプをハンマーで添え手して打ち込

み作業中にハンマーが滑り、左手を直撃した。
34 30109 6

10～

29

2017 4
15～

16

看板の撤去作業をしている際に、資材車の荷台にて看板の受け取

りをしていたところ、左手が負荷に耐え切れず捻ってしまう。
55 170201 19

50～

99

2017 4
13～

14

当社駐車場内で、軽ライトバン横のスライドドアを開けて荷物を

出していたところ、15kg位の重り（看板が倒れないように入れ

る為のもの）が落ちて、右足親指を骨折した。

37 80409 4
30～

49

2017 4
9～

10

ワインの濾過室で、濾過作業をしている時、近くにあったお湯が

流れているホースが破裂して噴き出たお湯が陰部、両太ももに掛

かった。 原因はホースの老朽化による破裂である。

37 10105 11
50～

99

2017 4
11～

12

外壁組立工程にて外壁取り付け後、定型シールの取り付け作業を

行っていた。 進行方向後ろ側の妻面の定型シールをローラーで

挿入し、下部を馴らし終わり立ち上がろうとした際に、スキット

が早送りになったため、スキット後方へバランスを崩しスキット

から床面に右足から着地し、床面配管に右足が乗り足を捻って転

倒した。

34 170101 2
100～

299

2017 4
11～

12

トラックの荷台で空パレットを積んでいる時に、片側が低くなっ

てしまいもう少し積みたかったので、パレットの上に乗って手で

持ち上げて移動させようとして、パレットを置いた時に右手の薬

指先をパレットとパレットの間に挟んでしまった。

65 40301 7
10～

29

11～
山林で獣害対策用のネットを張るため、支柱になるポール

10～



2017 4
12

（3.5cm×2.7m）を器具を使って打ち込んでいたら誤って器具が

はずれ、左太腿にあたり負傷した。

65 60209 6
29

2017 4
16～

17

工事現場内で砕石を4tダンプで運んでいる作業中、スタックした

ダンプを救出する際にダンプを上げていたジャッキが外れて、左

手中指をダンプとの間に挟んでしまった。

70 30110 7 1～9

2017 4
13～

14

配達先にて、車両荷台奥から商品が積まれたパレットを先端がカ

ギ状になった金属の棒で引っ掛け、引いて移動していた際、棒の

掛かりが浅くて外れてしまい、引いていた勢いで荷台に倒れたあ

と地面に転落し、股関節を骨折した。

53 40301 19
100～

299

2017 4
11～

12

ゴルフ場のキャディ業務中、8番ホールの第2打をお客様たちが打

ち終わり、コース左側のカート道路に止めていた乗用カートの

キャディバッグにクラブを収めている時、前の組のプレーヤーが

打った球が大きく曲がり、隣のホールで作業していた当該キャ

ディの前胸部に当たった。

60 140301 4
50～

99

2017 4
13～

14

当社工場内の通路にて製品表示のシール数量の確認作業中、同じ

通路にて同僚のフォークリフト運転手が出来上がった製品をパ

レットに収納してそれをフォークリフトで冷蔵庫に運ぶ際に、手

前にあった台車に気がつかず、その台車を誤ってフォークリフト

で押してしまい更にその先にあったパレットを玉突きしてしま

い、パレットと壁の間で作業していた被災者が挟まれて右肩、胸

を負傷した。

46 10102 7
30～

49

2017 4
19～

20

店舗客席において料理を提供しようとしたところ床が濡れていた

ため滑りやすくなっており、バランスを崩しとっさに鉄板に右手

をついてしまい受傷した。

17 140201 11
30～

49

2017 4
17～

18

夕方の清掃作業中、包丁を洗いふき取る際に誤って左手示指が包

丁の刃に当たり切創し、血が止まらず、11針縫合した。
47 80209 8

50～

99

9～

水産部作業場にて刃渡り24cmの包丁で鯛を3枚おろし後、包丁を

まな板に置き、他の包丁刃渡18cmに持ちかえようとした際、置 100～



2017 4
10 いてある包丁が落下し右足親指の付根から足首に向かい、5.5cm

のところに当たり、幅5mm、深さ2mmを切ってしまった。

35 80209 8
299

2017 4
15～

16

工場内でコンテナへ荷物の搬入作業中、ハンドリフトを用いて荷

物を移動した際、左アキレス腱を断裂した。
57 10109 19

10～

29

2017 4
16～

17

翌日分の商品を台車に乗せた際、所定場所に立てかけてあったパ

レットが倒れ、右足のスネに直撃した。
52 80109 5 ―

2017 4
15～

16

営業所ホーム上でパレット荷物にストレッチフィルムを巻きつけ

ていたところ、パレットに足を引っ掛け転倒した。 手にスト

レッチフィルムを持っていたため咄嗟に手を付けず、地面に左体

を打った際に負傷した。

55 40301 2
30～

49

2017 4
12～

13

本社配送センター内の惣菜部の厨房内において床掃除作業中に、

濡れた路面を歩いていた際に転び、膝を強く地面にぶつけて膝の

皿を骨折した。

66 80209 2
100～

299

2017 4
13～

14

店舗厨房にて仕込みポジションで大つぶ貝の仕込み中、よそ見等

不注意のため、包丁で左手小指を切ってしまった。
43 140201 8

50～

99

2017 4 4～5

荷物の積み込み作業を行い、積み込み用の鉄板を、作業終了後に

指定の位置に戻す際、一度立てかけて持ちなおそうとした時に前

方に倒れてきて、安全靴の上から左足の甲に倒れ負傷した。

49 40301 5
30～

49

2017 4
20～

21

客室に料理を出すため膝の上に料理を置いたお盆をのせ、襖を開

け、立ち上がろうとした際に着物の裾を踏んでしまった。 料理

を落としてはいけないと思いお盆を畳の上に置こうとしたとこ

ろ、お盆に親指を挟んだ状態で身体を支えようとした為、親指に

体重がのってしまい左手親指を骨折した。

61 140101 7
50～

99

2017 4
19～

20

ホテル施設内19Fの洗場において、シンク内のゴミ受けのゴミを

処理中、ゴミ受けの金具に接触して左親指付近を裂傷した。
56 140101 8

100～

299

2017 4
16～

洗場で洗い物をしている時に、足元にあった調理機器にひっか

かって倒れ、シンクに胸を強打した。 負傷後しばらく様子をみ 65 150101 2
10～



17
ていたが、痛みがひどくなった。

29

2017 4
12～

13

当社加工室でサーモンの加工作業中、包丁が指に当たって右手人

差し指を切創した。
47 10102 8

30～

49

2017 4
11～

12

自動倉庫の投入口で作業中、フォークリフトで搬送されてきたパ

レットが、レール上のパレットを前方へ押した為、レール内に左

足を入れて作業をしていた被災者の足にパレットが接触して負傷

した。

34 80401 7
100～

299

2017 4
10～

11

2人でオムツ交換時、病室にてオムツ交換を行った。 その後、左

側に立ったまま左側臥位に体交を行ったが、患者の右足がベッド

柵に当たりそうになったので、右手で患者の膝を支えようとし、

ベッド柵の間に右第1指～2指間を打撲した。

62 130101 3
100～

299

2017 4
15～

16

事業所内にて、面会に来られた家族から声をかけられ、対応しよ

うと急いだ拍子にバランスを崩し、椅子のキャスターにつまずい

て転倒し、右足指を骨折した。

54 130201 2
100～

299

2017 4
14～

15

パン売場にてパンの商品陳列中、床に置いた2枚重なった空のパ

ン箱に右足がひっかかり、前向きに転倒し、右足の甲の部分を骨

折した。

51 80209 2
50～

99

2017 4
14～

15

店頭に作品展示中展示台の上から下に降りる為、丸いすに足をお

ろした際に横滑りして落下し、左手を床で強打し、左手首粉砕骨

折を負った。

55 170209 2 1～9

2017 4
22～

23

店舗2階事務室兼休憩室の棚上に置いてあるオーダー伝票を取ろ

うとしてパイプ椅子に上がったところ、体勢を崩して左肩から落

下し、肩腱板断裂となった。

68 140201 1
10～

29

2017 4
9～

10

第3工場3号機付近で2日後の工程準備をしようと前工程の片付け

をしていた。 空ケースの載ったパレットをフォークリフトが使

える位置に角度を変えようとしゃがんで横にずらしている時、腰

に違和感があった。 痛みもあったが動けたので準備を終えて帰

48 10805 19
30～

49



宅したところ、足も痛みだした。

2017 4
11～

12

倉庫内において荷卸し作業中、立て掛けていたパレットが倒れ掛

かってきて、左足踝付近を打撲し骨折した。
58 40301 4

50～

99

2017 4
11～

12

社内で整頓作業中、バケットの上に上がったときにバケットが倒

れ、左ひざを負傷した。
28 80409 7 1～9

2017 4
10～

11

製品用の重量計測器の上から降りようとした際に履いていた靴が

ずれ、誤って体のバランスを崩し、全体重をかける形で左足の側

部を地面に打ちつけた。

37 11502 3
10～

29

2017 4
20～

21

ホールで片付け中、テーブルを動かそうとした際に折りたたみ式

の足の部分が曲がってしまい（ロックが甘かった）、テーブルの

角と乗せていた食器が足の甲に落下し、右・第五中足骨を骨折す

る。

42 140101 4 ―

2017 4
16～

17

岸壁に停泊させていた起重機船内において朝からテレビを見たり

して寛いでいた。 夕方になって波風が強くなってきて起重機船

の後方に泊めていた揚錨船をかわそうとして、係留用のナイロン

ロープ（約30mm径）をビットから外そうとしたときに突然に揚

錨船が激しく揺れ、揚錨船のビットと係留用ロープの間に指を挟

まれ、左示指先を負傷した。

34 30111 7
10～

29

2017 4
10～

11

5F客室の電気のカサの上の掃除するため、机の上にイスを置き高

さ80cmから作業が終わり、下りようとした時に足元がぐらつき

落ちた。 腰と右手を強く打ち、声が出ない程の痛みがあった。

73 140101 1
50～

99

2017 4
9～

10

健診会場において設営作業のため、倉庫からホール内に机を運び

入れる際にホールの扉（手前引の開き戸）を開けたところ、扉の

先の足元に置いてあった鞄に気付かず躓き、右足を激しく挫いて

転倒した。

67 130109 2
500～

999

2017 4
11～

12

ダンボール製函機のところで作業していて、次の作業の段取りと

してパレットを移動中に手が滑り、パレットの角が右足首のとこ 45 40301 4
10～

29



ろに当たり足の上に落としてしまった。

2017 4
12～

13

現場でコンクリート打設中、小手で均し作業中、型枠に指をぶつ

けた。
22 30199 3 1～9

2017 4
17～

18

建物から外に出ようと段差を降りた際、スノコが敷いてあり降り

た場所がスノコの角だったためスノコが動き、バランスを崩して

左足を捻った。 その直後、転倒を避けようと、右足を着いたが

右足も捻り転倒した。

59 120109 2
50～

99

2017 4
11～

12

商品準備を行う為バックヤード備品置場より平台（ワゴン）を取

り出す作業を行っていた際、向きを変えようとした時に手を滑ら

せ、右足部分に平台が落下し、右第1趾基節骨骨折した。

26 80209 4
50～

99

2017 4
17～

18

厨房内で食品を煮沸消毒している時に蒸気が手にかかってやけど

をした。
18 140201 11

10～

29

2017 4
13～

14

サービスステーションの椅子に引っ掛かり転倒し、右膝を着く様

にして打ち、捻挫となった。
19 130201 2

30～

49

2017 4
15～

16

かきを収納しているパレットを回転させて下に落とす際、パレッ

トが不安定になり傾いたため、手を出したときに左手を切った。
20 70209 8 1～9

2017 4
9～

10

子どもがトランポリンをするようにセットし、一人ずつ名前を呼

ぼうと前に出たとき、目測を誤りトランポリンの支柱に左足を強

打した。

51 130201 3 1～9

2017 4 8～9
食堂搬入口にて商品整理と取り出し中、ケースが落下しそうにな

り、食い止めようとして手首を捻った。
45 80209 19

50～

99

2017 4
13～

14

ホテル2階で宴会打ち合わせ中、遊びコーナーを設け、遊具を試

行したところ、下りる時に体重移動と遊具の動きが合わずにバラ

ンスを崩し、後ろに転倒した。

44 140101 2
100～

299

2017 4
11～

12

当社工場にて業務委託先に納品する紙おむつの段ボール箱を収納

し、収納庫から外部へ出ようとした。 収納庫に段差があるた

め、地面にプラスチックパレット（高さ12cm）を置いていた。 41 150102 19
10～

29



このパレットに右足をのせたところパレットが破け、右足をひ

ねった。

2017 4
15～

16

厨房で鍋で温めた小鉢用の煮汁をひっくり返してしまい、左足甲

から足首にかけてと、右足の膝下外側の部分に火傷を負った。
42 140201 11

10～

29

2017 4 6～7

カルビのトッピング作業中、ゴマ振りの作業をしていた時に、左

側にあった作業台の設置が不安定だったため倒れ、左足小指の先

端を骨折し裂傷を負った。

64 10109 4
300～

499

2017 4
13～

14

被災者が部屋を清掃のため入室し、客室のごみ袋を回収したあ

と、次に浴室のごみ袋を回収した。 回収したごみ袋を一つにま

とめるため、浴室のごみ袋を客室のごみ袋に押し入れた際に、中

に入っていたカミソリで左手薬指第二関節部分を切り、3針縫っ

た。

20 150101 8
500～

999

2017 4
12～

13

バス駐車場において、後方確認のため徒歩でバスの後ろのスペー

スへ移動しようとしたところ、カラーコーンの土台の数センチの

段差で足をひねり転倒した。

51 40202 2
10～

29

2017 4
17～

18

給油所内で自分の担当する車の給油を終え、精算するためにPOS

に伝票を取りに行き、伝票を持ってまた車の方へ戻っている

時、POSに近い計量機で給油中の車に差し込んであるホースをま

たぐ時にホースに気づかず、右足を引っ掛けて転倒した。（ホー

スは地面に面している）

61 80204 2 1～9

2017 4
9～

10

患者の配茶準備の為、3F病棟の食堂の流し台でポットから配茶用

のキーパーにお湯を入れて、流し台の右側に置いた時にぐらつい

て、両手で持った時に左側に傾いて、左手にお湯がかかり火傷を

した。 立っていたキーパーの脚が、右側台に置いた時に一つ折

れ曲がっていたため左側に傾いた。

52 130101 11
100～

299

2017 4
15～

16

当造船所に於いて、船体をローラにてけい船中、突風にてロープ

が切れ右手に当たり負傷した。
39 11501 6 1～9



2017 5
12～

13

ポットにお茶を入れ所定の場所に運ぶ際、底が抜けて熱湯がか

かった。
62 80209 11 1～9

2017 5
10～

11

コンテナ荷捌き土場にて、コンテナ内に納められた荷物にロープ

を掛ける作業中、ロープの掛かり具合を確かめるべく、力を込め

てロープを引いたところ、ロープが外れ勢いで転倒し、頭部を強

打した。

62 50101 3
10～

29

2017 5
14～

15

車庫で車両整備中にインパクトレンチのエアホースが外れ、高圧

エアの勢いでホースが制御不能となり、左目に当たり出血した。
48 40302 6

10～

29

2017 5
10～

11

米を助手と二人でトラック車上でパレット5枚に210袋はい積を

していた。 4枚終了し、5枚目に移動した時にボデーに敷いてあ

るパレットから足を踏み外し左足首を捻った。

49 40301 3
100～

299

2017 5
10～

11

地上約10mの円柱部分上部の硝子を清掃する為、側面ハシゴより

メインロープ及び命綱を垂らし、ブランコ台を使用し作業して地

上に降りる途中、屋上梁木のロープ当板が右にずれてバランスを

崩しブランコ台から滑り落ち、命綱の安全帯のロリップのロック

が効かず地上約5m位からロープをつかみ下降し、両足かかとを

地面に強打した。

62 150101 1
30～

49

2017 5
15～

16

畜産作業室内において、まな板を洗っていた際に手を滑らせてし

まい、右手中指を挟んだ。
60 80209 4

50～

99

2017 5
20～

21

調理場のシンクで洗い物をしていた時、上部棚にあったまな板4

枚が倒れ、シンクのふちに左手の中指がまな板と挟まれた。
68 80209 5

10～

29

2017 5 8～9

店舗倉庫内でパレット納品一括補充後、パレットを戻す作業中に

パレット（110㎝×110㎝×15㎝、重さ15㎏）を重ねて積み上げ

ようと持ち上げて置こうとしたところ、誤って手を滑らせ左足の

親指に落下させてしまった。

40 80209 4
50～

99

2017 5 8～9

倉庫内でリンゴ箱をパレットに並べている作業中、次に使用する

パレットを運んでいる時、手に持っていたパレットを誤って手を 28 60101 4 1～9



滑らせて足に落とし、右足の人差し指と中指を骨折した。

2017 5
10～

11

荷捌室の入荷口付近で、入荷品を冷凍・冷蔵庫に収納した後、台

車を荷捌室の定位置に置き、作業場に戻ろうと振り向いた時、脇

にあった別の台車に左足を引っ掛けバランスを崩し、顔から前方

に転倒した。

42 80209 2
50～

99

2017 5
16～

17

H＝GL＋約800㎜の玄関ポーチ上から、次の住戸へ移動するため

に、プラスチック製のステップに足をかけて降りようとしたとこ

ろ、プラスチック製のステップの端を踏んだためステップから転

倒し、捨てコンクリート上に落下転倒し、左手首を捨てコンク

リートに打ちつけた。

48 30201 2 1～9

2017 5
18～

19

売場内にて接客後に椅子を戻そうとしたところ、バランスを崩し

て椅子が右足に倒れてきた。
34 80209 4

10～

29

2017 5
10～

11

アパート外壁改修工事現場の工事状況の確認に行き、ブルーシー

トを畳んでいた際にブルーシートに躓き左腕から転倒した。
67 30202 2 1～9

2017 5
19～

20

厨房内の冷蔵庫上部の荷物を取る際、バランスを崩してホワイト

ボードに手をつき、右手掌を負傷した。 ホワイトボードは以前

より、過度のプラスチックが破損し、少しめくれた金属部分がむ

き出しになっていた。

20 140201 3 1～9

2017 5
10～

11

工場厨房内にて生クリームの入ったステンレスボール（直径40

㎝、自車＋内容物＝約9㎏）を冷蔵庫の下段（床より20㎝の高さ

の段）に収納した際、しゃがんだ姿勢から立ち上がろうとした

時、腰痛症（ぎっくり腰）を発症し、しばらく痛みで動けなかっ

た。

53 10109 19
10～

29

2017 5 8～9

センター（屋内）において各車両に地域毎の宅急便仕分けを行

い、次にクール宅急便を仕分けし、クールボックスパレットを使

用して各車両へ引っ張り向かうところ、他のクールボックスパ

レットと接触し、右手をクールボックスパレットと建物の鉄骨の

間に挟み骨折した。

42 40301 7
50～

99



2017 5
16～

17

壊れたカラーボックスの天板を重ねて、左手で天板を押さえ、前

もって必要な長さに切ってガムテープを右手で天板の右側面に貼

ろうとしたが、ガムテープが右手にからまったので右手人差し指

ではずそうとしたところ激痛が走り、右人差し指が伸びなくなっ

た。

58 130201 19 1～9

2017 5
23～

24

営業所内の倉庫にて、通常業務である積荷商品の差し替え作業中

に、無理な体勢で商品を取ろうとしたため、誤って商品を入れる

鉄製のパレットに、腹部をぶつけてしまった。

51 40301 3
100～

299

2017 5
13～

14

被災者は1人で組立用ブロック（1800×600×900、2.1t）を天井

クレーンで片付け作業している際に、水車組立治具置き場にブ

ロックを戻し、吊金具を取り外そうと隣接のブロック上にのぼり

吊金具を外した後、乗っていたブロックの中央開口部（Φ300・

深さ600）に左足を踏み込み受傷した。

49 11409 1

1000

～

9999

2017 5
13～

14

派遣先の梱包室で段ボール箱作成・ラベル貼り作業中に、従業員

から段ボール箱の補充を頼まれ、1メートル前後に積み上げられ

た箱を両手で持ち、床に置いてあるパレットの上に運んでいる最

中、パレットとパレットの間の隙間に足をとられ転倒し、右手首

を打撲した。

42 170101 2
100～

299

2017 5 8～9

厨房にて味噌汁作成時、寸胴の中のお湯に不純物を発見した為除

去するも取りきれず、排水溝へお湯を捨てようとした際に右手が

滑り、寸胴の中のお湯が右足首～甲にかかり熱傷を負う。

25 140201 11
10～

29

2017 5
14～

15

工場上屋内で型枠にコンクリートを打設し終わり養生するため型

枠の上面に角材をのせてシートで覆う作業時、角材をセットした

後、型枠（H2.0m）から降りようとした時にバランスを崩し、転

落を防ぐ為飛び下りた。 コンクリート路盤上に着地したが、体

重と重力が相まって、左足踵骨（かかと）の骨折に至った。

57 10901 3
10～

29

荷積みをする倉庫において、パレット製品を倉庫のフォークマン



2017 5
13～

14

に積んでもらう際に製品を製品の間に緩衝材を挟む作業をしてい

たが緩衝材を挟むタイミングとフォークマンが荷物をのせるタイ

ミングが合わず、パレットとパレットの間に指を挟み、右手小指

を8針縫い、骨折した。

63 40301 7
10～

29

2017 5
11～

12

病院内で機械浴の入浴介助清掃後、使用したデッキブラシを隣り

の浴室に返却しようと廊下に出たところ、モップの柄に引っ掛か

り転倒した。

57 130101 2
100～

299

2017 5
15～

16

園芸用土の在庫置場にて、商品の品出しを行う為に在庫の上に

のっていた木製パレットを手で下そうと作業中、手を滑らせてパ

レットを左足つま先へ落としてしまった。 手袋は着用していた

が、安全靴を履いておらず、左足親指を骨折してしまった。

26 80209 4
30～

49

2017 5
17～

18

調理場内の洗い場において、グラスウォッシャーにジョッキを置

いて洗浄する際、ジョッキの取っ手部が破損し、破損部に触れて

右手中指を負傷した。

17 140201 8
10～

29

2017 5
11～

12

外レジ前にて植物の水やりを行っている途中、レジにて呼ばれた

ため移動しようとした際に、什器（植物を入れるカゴ）がはみ出

して置いてあり、それに足を取られて転倒し、左手をついて負傷

した。

59 80209 2
30～

49

2017 5
16～

17

ドリンク場グラス洗浄機のところで、ジョッキグラスをグラス洗

浄機で洗っていて割れたジョッキが右手親指に当たり裂傷を負っ

た。

21 140201 8
10～

29

2017 5
16～

17

店舗の金庫室で入金作業中、床にお金をこぼしてしまい、拾おう

とした際に体のバランスを崩して転倒しそうになり、その時に右

肘を捻ってしまった。 当初は捻挫と診断され、休業せず勤務し

ていたが、症状が改善せず、後日に内側半月板後節部断裂と判明

した。

30 80203 19
50～

99

2017 5
14～

翌日の作業準備のため、会社倉庫にある高さ1.8m位の工具棚上

段から打撃スパナ―を右手で取ろうとした時、手から滑り落下し 36 30209 4
10～



15
て右目に当たり負傷した。

29

2017 5 6～7

病棟デイルームで車椅子の患者様をテーブルにつけた時、左斜め

後ろにいた患者様の入れ歯が欲しいと言うジェスチャーに対応し

ようと身体を左に向け後ろへ下がろうとしたところ、テーブル席

の車椅子の車輪に右足ふくらはぎが接触し後ろへ仰向けに倒れ、

後頭部を打った。

61 130101 2
300～

499

2017 5
16～

17

1番ホールグリーン奥まで乗用カートでお客様のヘッドカバーを

探しに行き、見つかった為カートから降りて取りに行こうとした

際、飛び跳ねて降りてしまった為、着地の際に左足を負傷した。

61 140301 19
10～

29

2017 5
11～

12

倉庫内3階エリアでピッキング作業中、第三者が投げた空き段

ボールが破材コンベアに乗らず上から落下し、首元に当たった。
47 80109 4

500～

999

2017 5
11～

12

レジカウンター内にて、清掃作業からレジ接客へ移動中、清掃用

具（箒）に足を取られ転倒したものである。 箒を立て掛けてい

たが、本人の方へ倒れ足を取られた。 倒れた時にカウンターの

テーブルに手をついたがそのまま転倒し、右肩を強打した。

49 80209 2
10～

29

2017 5
9～

10

被災者が客室でシーツ剥ぎの作業中に腰を痛め、メンテナンス事

務所に戻って、責任者に報告した。 しばらく事務所で休んで歩

けるようになったが、腰椎捻挫であると判明した。 被災日の数

日前にゴミの搬出で階段（3階から1階の間）を2往復した際、腰

に違和感があった。

65 150101 19
30～

49

2017 5
9～

10

保育園ホールにて、同僚と一緒に、毛布とタオルケットの入替業

務を行っていた。 押し入れに重ねられた毛布を中段位から引っ

張り出した時、足元の布団に滑り転倒し、左足の腓骨、脛骨の

2ヶ所を骨折した。

55 130201 2
30～

49

2017 5 5～6

勤務中、雑誌の品出し検品や、柄の短いホウキで掃き掃除など無

理な姿勢で40分位続けて作業をしていたら、急に腰に痛みが発生

して、腰から腕に掛けて、激痛が走った。

40 80209 19
50～

99



2017 5
22～

23

当局3階南側供給口付近で、供給作業中、鉄製V型（グレー）パ

レットの手前中棚を右手で跳ね上げて、左手を添えて格納しよう

とした際、支えていた右手が滑り、中棚が落下して、パレット側

面の格納ストッパー（横棒）と中棚レールに、レール内側の位置

にあった左手中指が挟まれた。

48 110101 4

1000

～

9999

2017 5
14～

15

当該事業所12階客室廊下にて、客室清掃業務に従事していた被災

者は、客室よりダストリネン類を回収しエレベーターホールへ運

ぶ際、垂れ下がったシーツが足元に絡まりバランスを崩し、エレ

ベーターホールの扉に左肩をぶつけて負傷した。

64 150101 2
50～

99

2017 5
20～

21

店内厨房にて調理をしている時、フライパンの油がはね左前腕を

火傷した。
46 140209 11

10～

29

2017 5
21～

22

店内7F売り場にて商品什器（平台）を移動中、重ねて運んでいた

平台が崩れ、上下の棚板に右手親指を挟んだ。
51 80209 5

50～

99

2017 5
17～

18

体育室で、小学生対象の体操教室の動作見本にて、エバーマット

に体当たりをする場面で、エバーマットを押したときに左膝に違

和感を感じ、又、倒した時に左膝を床に打った。

22 170209 3
10～

29

2017 5 8～9
作業現場の6F事務所内において、掃除機を片付ける時、右足が掃

除機のホースに乗り上げ、右足を捻った。
74 150101 2

100～

299

2017 5
17～

18

2階乳児室テラスにて、園児とボール遊び中、両膝の間にボール

を挟みジャンプして着地した際に右膝をひねる。
63 170101 19 1～9

2017 5
16～

17

構内の4階教室での清掃作業中、ホワイトボードの拭き清掃時

に、高い所に手が届かなかったため、近くにあったキャスター付

の椅子に乗ったところ、椅子が動きバランスを崩して落下し、右

手首を負傷した。

71 150101 1
30～

49

2017 5
9～

10

バックルーム通路で、ゴミを捨てようと歩いていた際、ラックが

置いてあることに気付かず足をぶつけ転倒し、右第一趾関節を捻

挫し、痛みが治まらなくなった。

40 80201 3
500～

999



2017 5
21～

22

B1宴会場にて会場設営のため台車からテーブルを下ろそうとした

ところ、台車に乗っていたテーブルが崩れ右足に落下した。
64 140101 5

500～

999

2017 5
17～

18

茶碗蒸し出しを2個頼まれ、両手で茶碗蒸しを持ったところ左手

に持った茶碗蒸しが滑って落下した。 その際、ちょうど蒸し器

の引き出しが開いている状態で茶碗蒸しが引出しの角に当たり、

割れた破片が跳ねて左手薬指の指先に刺さってしまった。

56 140201 8
30～

49

2017 5
15～

16

終業後、厨房出入口を出て校門へ向かう際、サンダルで砂利道を

走った為、バランスを崩し右足首を外側に挫いた。
56 80209 2 1～9

2017 5
16～

17

木工所で江、ラミナ材を手押しカンナにかけている時に、カンナ

の刃に手袋をした右手親指が触り、親指の先を切創した。
54 10409 8 1～9

2017 5
14～

15

2階食堂ホール内で、食材・備品の検品の時、お客様用の椅子に

足を引っ掛けて転倒し、左足首を骨折した。
65 80409 2 1～9

2017 5
15～

16

給湯室で食器の洗浄作業をしていたところ、皿汚れのこびりつき

があったため、1皿ずつスポンジで洗っては洗浄機へ投入するこ

とを高速で繰り返し行ったため、手を酷使したことによる。

53 10109 19
100～

299

2017 5
10～

11

一般家庭の引越業務で、マンションの廊下に台車を並べて作業し

ていた。 テーブルを室内より運び出す際に、手伝おうとした被

災者と現場担当者の連携が取れず、テーブルの脚に顔面・右肩・

右胸部を打ちつけ打撲した。

47 40301 6
10～

29

2017 5 6～7

構内で車両に荷物を積もうとしたところ、荷室内に掛けてあった

ラッシングバーを本人の不注意で見落としてしまった為、移動さ

せてしまった荷物とラッシングバーとの間に左手人差し指を挟み

負傷した。

53 40301 7
10～

29

2017 5 8～9

1階で入荷検品作業中、2段重ねの枠付きパレットの上段を自力で

降ろそうとしたが、重量（約50㎏）を支え切れずに落下し、床面

との間に左手を挟んだ。

27 50101 4
30～

49

2017 5
13～ 店舗バックヤードにて、ダンボールを開けるためにカッターを使

19 140201 8
100～



14 用した際、誤って左手小指を切ってしまった。 299

2017 5
11～

12

店舗内調理場にて仕込み作業中、左手にペティナイフを持ったま

ま食洗機の上にある鉄板をどかして食洗機左上にある包丁立てか

ら別の包丁を取ろうとした。 その際、ペティナイフを持った手

袋が油で滑り易くなっていたため、持ったままだったペティナイ

フを手から滑り落としてしまい、左太ももにペティナイフが刺さ

り怪我をしてしまった。

22 140201 8
10～

29

2017 5
16～

17

3号倉庫で製函作業をするにあたり材料を取り出す際に、奥に立

ててあるベニヤ板の束が倒れてきて支えきれず転倒し、腰部を強

打した。

25 80204 19
10～

29

2017 5
14～

15

厨房内で生ゴミ用バケツを運ぼうと持ち上げたところ、腰に電気

が走り動けなくなってしまった。 痛み止めを飲んで働いていた

が、しびれが出て来た。

52 130201 19
100～

299

2017 5
13～

14

レクリエーションルームにて、レクリエーションの準備をしてい

る際に、立ててある長机を移動しようとした。 長机のキャス

ターが回りきらなかったために、右足首の上に長机が倒れてき

た。

40 130201 6
50～

99

2017 5 5～6

積み込み時、パレットから商品を持ちトラック庫内へ進入しよう

とした際、構内に設置しているフォークストッパーに右足で躓き

バランスを保つ為、躓いた右足を踏み直した際、バースパットの

上を踏んでしまい、上体がトラック庫内へ転倒して、その際に右

足を捻ってしまった。

32 40301 2
50～

99

2017 5 4～5

サプリメントの出荷作業をしていたところ、サプリメントの袋入

れが終了したので次の工程への移動中に、通路横に置いてあるパ

レットに躓いてしまい、前のめりに転倒してしまった。 反射的

に左手を地面につき、手首を骨折してしまった。

68 50209 2 1～9

15～

資材置場の整理のため、重量のある水道管の止水蓋（Φ＝450

㎜、t＝55㎜、重さ＝67㎏）を構内移動しようとトラックの荷台 50～



2017 5
16 に載せた際に止水蓋が回転し、先に載せてあった管材との間に右

手薬指を挟んだ。

64 30110 7
99

2017 5
17～

18

自社工場内にて帰宅支度中、作業台の下にあるパレットに足を

引っ掛けて体勢を崩し、受け身をとった際に痛みを感じた。
65 11209 2 1～9

2017 5
15～

16

調理センター野菜処理室において、重さ5.5㎏のまな板をシンク

で洗浄し、シンクの縁に置いて布巾で拭く作業中に、まな板がシ

ンクの縁から滑ってしまい、高さ90㎝から落下し、左足親指（ゴ

ム長靴履き）を直撃した。

56 80209 4
50～

99

2017 5
11～

12

惣菜作業場にて床の清掃作業中に地面にあったホースの上を通行

する際、左足で跨いだ後、他者が持ち上げて浮いたホースに右足

が引っ掛かり転倒した。

55 80209 2
50～

99

2017 5
11～

12

仕上工場において、異形管（300×45°）を専用のカゴに入れよ

うとした際にカゴの側面にフランジが当たり、上手く入らなかっ

たため、右手で挿し口を持って直そうとした際に鋳物製品が滑

り、製品カゴと異形管との間に本人の右手小指を挟んだ。

60 11002 7
100～

299

2017 5
9～

10

浴室女性脱衣所にて、椅子に上がりカーテンレールの拭き掃除を

している時、足を踏み外して椅子から落ち、右足小指の付け根を

骨折した。

56 130301 1
30～

49

2017 5
11～

12

当社組立工場内において、キャリアカーを製作中、立面の対角を

補助者が右上を当人が左下で銅製の巻き尺を手で持ってポイント

を測定後、次の測定場所へ移動しようとしたところ、持っていた

巻尺が大きく振れて顔面を直撃し、右目に入った。

48 11502 6
10～

29

2017 5 5～6
支社へ行き、戻ろうとしたところ、足元のパレットとパレットの

間に足が挟まり転倒し、左膝と両手をつき手首を捻った。
57 80109 2

100～

299

2017 5
9～

10

工場内にてフグ処理用のまな板（横50㎝×縦35㎝×厚さ4㎝）を

洗浄中、両手でまな板を裏返そうとした際に左手が滑り、まな板

が倒れそうになったため慌てて掴もうとした時、左手の小指をま
26 80109 3 1～9



な板にぶつけて第一関節を痛めた。

2017 5
14～

15

野菜の洗浄処理に使用している重しをフックに掛けたところ、ネ

ジが緩んでいたため、重しが右足の親指に落ちた。
19 10109 4

300～

499

2017 5
10～

11

2階アミューズフロアにてプリクラ筐体の集金作業中、店社員

（集金者）が、金庫内の硬貨を集金ワゴンに入れる時に手を滑ら

せ、メーターの入力を行っていたアルバイトの右足甲の上に金庫

BOX（約3㎏）を、約60㎝の高さから落としてしまった。

35 140309 4
100～

299

2017 5
9～

10

開店準備のため、客席内にてカウンターの上に上げていた椅子を

下ろした際、誤って椅子の脚を左足の上にのせてしまい、左足親

指を骨折した。

38 140201 3
10～

29

2017 5
13～

14

染色後のワタを洗い乾燥する工程で、仕上に使用する油剤を運搬

中、油剤容器が通路にある踏み台に当たり傾いた。 体勢も前の

めりになり、左足が突っ張ってアキレス腱を切った。

39 10204 19
50～

99

2017 5
9～

10

荷卸先の駐車場で、パレットの積み替え作業中、PPバンドに足を

引っ掛け荷物を持ったまま転倒して左足を痛めた。
64 40301 2 1～9

2017 5
9～

10

小型シール工場内にて、鉛の製品の製造工程に漏れ出す鉛を受け

るトレーを交換清掃を行う際、60×40のトレーいっぱいの鉛を

班長と二人で運び出す作業の際、重さに耐え切れずトレーを下ろ

した時に、機械の枠とトレーの取っ手部品を持ってはいたがスラ

イドさせ、機械の外へ搬出する際に取っ手と機械外装鉄枠の間に

手を挟んでしまった。

27 170101 7
100～

299

2017 5
9～

10

小型シール工場内、置鉛鋳造機1号機の漏れ鉛受トレイに鉛が溜

まっており、班長と2人で運び出す準備をした。 60㎝×45㎝×15

㎝のトレイを2人で設備の外に移動できると判断し、トレイの片

側を持ち上げ、設備フレームにのせて引っ張り、設備外に排出さ

せようとしたが、トレイを設備のフレームから外す際、設備フ

レームとトレイ取っ手に手指が挟まれた。

27 11409 7
300～

499



2017 5
15～

16

原紙の運搬作業でハンドリフトを操作した時、ハンドリフトの横

側（左）に立ち操作レバーを押した際、自分の左側には次作業で

使用するジャンボロールがパレット上に準備されていて、自分の

進行方向は左に位置する為、左足を左に踏み込んだ時につま先が

パレットに接触した。 ハンドリフトは、真っ直ぐ進行させなけ

ればジャンボロールに接触する為、体と手が離れた状態になり、

左足を踏み外して左足首を捻挫した。

19 10701 19
30～

49

2017 5
16～

17

足場組立中にウインチ作業をしている時、木製足場板（4.0m）

をたて吊りしている時、真中の足場板が抜けて落下し、下にいる

鳶工に当たった。

23 30201 4
10～

29

2017 5
11～

12

デリカコーナーの作業場において、加工作業の片付けをしている

時に（清掃時）、包丁が右手薬指に接触した。 その際、包丁が

右手薬指に深く入り、右手薬指を2針縫う怪我をする。

63 80209 8
100～

299

2017 5
15～

16

ぶっかけ出汁を沸かしていた横で保管していたザル容器が倒れ、

出汁の鍋が落下し、沸かしていた出汁が天ぷらをしていた本人の

足にかかり、左足の足首辺りを火傷した。

20 140201 11
10～

29

2017 5
13～

14

工場内でプレス加工の材料、鉄板を移動する為ワイヤーとシャッ

クルで鉄板の穴があいている所にセットしている時、反対側で同

じ作業をしていた作業員がワイヤーを引っ張った為シャックルと

鉄板の間に右母指を挟んだ。

45 170101 7
100～

299

2017 5
11～

12

ショールームで、フェア搬入準備のためテーブルを2人で持ち上

げようとしたところ、腰に激痛が走った。
42 80109 19

30～

49

2017 5
17～

18

自宅で事務作業中、不注意で椅子から転倒し、骨盤を強打し救急

搬送された。
69 80409 3 1～9

2017 5
11～

12

打撃練習中に捕手をしていた際、打者のファウルボールを頭部に

受け、その衝撃で左耳の聴力が極端に低下し、耳小骨に損傷があ

ると診断された。

48 90103 4

1000

～

9999



2017 5 8～9

板硝子加工工場内にて、硝子パレット（800㎏積）を専用台車に

セットした上で運搬している際に台車の車輪が何かに突っ掛か

り、硝子パレットのみが転倒した。 その際に台車を移動してい

た被災者の右足がパレットのアングル部の下敷きになり負傷し

た。

30 170101 4
100～

299

2017 5
16～

17

トラックの荷台で荷物にシートを掛けている時、シートのゴムが

切れて体のバランスを崩し、地面に両腕をぶつけて左腕肘を骨折

し、右腕を打撲した。

32 40301 1
10～

29

2017 5 8～9

デイサービス利用者のお迎え時、駐車場に停めたリフトカーの上

主席に利用者の乗り込み介助をした。 助手席に座られた利用者

に、車外からシートベルトを装着しようとした時、（リフトカー

の助手席が高いため、踏み台（高さ25㎝程）を使用するが、踏み

台を置いた場所が少し斜めになっていたため、踏み台が傾き、バ

ランスを崩し）右足が踏み台から外れ、地面に着いた際、足首を

ぐねって、後方に転んでしまった。

53 130201 2
30～

49

2017 5
21～

22

35階宴会場のバック通路にて宴会の後片付け中に、丸卓の上に置

かれていたガラス製のターンテーブルを持ち上げ台車に直そうと

した際、台車にのせきれず重さのために手が滑り、自分の右足人

差し指の上に落としてしまい骨折した。

19 140101 4
300～

499

2017 5
9～

10

厨房で、包丁で食材の切り込み作業中、誤って左手親指を切創し

た。
22 80209 8

30～

49

2017 5 7～8

トランクサービス中にスーツケースが収まりきれずゴムロープを

引っ張り、トランクを固定しようとしたところ、眉と髪の生え際

の間の額にフックが当たり負傷する。

68 40201 6
300～

499

2017 5 0～1

前処理室設置の具材の検品台を、洗浄清掃のため移動させようと

右手で引っ張ったが、車輪ストッパーが掛かったままであったの

でスムーズに動かなかった。 横着してストッパーを外さず、少

し勢いをつけて引いたところ、本人に向かって検品台が倒れてき
50 10109 6

100～

299



て、背中に検品台に付属の照明器具の部分が当たり打撲となっ

た。

2017 5 8～9

クリーニング工場内で、洗濯物を掛けるゼットバーの下を潜ろう

として跨いだ時に、足が引っ掛かり転倒し、左足膝の皿を割っ

た。

55 11703 2
10～

29

2017 5 3～4

パンの仕分け作業のため移動している時、他の作業で使用するリ

フターが上がっているのに気付かず、足をぶつけて右肩より転倒

した。

54 170209 2
100～

299

2017 5
15～

16

水産売場で、値札がついていない魚のパックがあったので両手に

持ち、作業場に報告しようとした際、入口に敷いてあった吸水

マットで足を滑らせて転倒し、腰を強打して圧迫骨折した。

56 80201 2
300～

499

2017 5
11～

12

当社事務所において、売店（コーナー）で販売している商品の状

況をパソコンに入力する作業（商品管理）を始めようとした。

椅子（キャスター付き）の背凭れを持ち椅子を引き、腰掛けよう

とした。 背凭れから手を放し腰を下ろしている時に、膝の裏が

椅子に触れキャスターが動いて椅子の位置（座面）が少しずれて

しまい、床面に尻もちをついてしまった。

61 140101 2
50～

99

2017 5
14～

15

厨房にてお湯を沸騰させた鍋を移動中、シンクに鍋を当ててしま

い、反動でお湯が飛び左上腕部左側腹部を熱傷した。
21 140201 11

50～

99

2017 5
12～

13

床掃除をしていて、回転釜のお湯を両手鍋に入れ床に置こうとし

て、お湯が右足にかかり火傷した。
47 80209 11

30～

49

2017 5
11～

12

当社工場内において、生鳥を処理するため保管していたが、気温

が高かったため、死鳥防止の為に水をかけようとラック（高さ

1.75m）の上に上がり作業をしていたところ誤って落下し、左側

頭部を強打した。

21 10101 1
30～

49

2017 5
10～

11

トラックの荷台内での荷降し作業中、壁にかけていたゴムバンド

付属のフックに左手の甲が引っ掛かり裂傷した。
51 40301 8

30～

49



2017 5
11～

12

フォークリフトでパレットに積載した貨物を後方から荷台に積み

込み時、前方にいた作業員に気が付かず、前進したためパレット

に足首を押し挟まれ損傷した。

57 80401 7
100～

299

2017 5
10～

11

更衣室の床に置いてあるすのこを持ち上げて清掃しようとした

際、すのこで左膝をぶつけたため腫れが生じた。
73 150101 3

300～

499

2017 5
10～

11

所内で充填作業中の社員に業務連絡をする際、プラットホーム上

でLPガス容器をのせるコロの上に誤って足をのせ転倒し、右大腿

骨を骨折した。

55 80204 2 1～9

2017 5
14～

15

仕立工場にて魚網の仕立作業中に、仕立に使用するロープを踏

み、バランスを崩して転倒し、右手を強打した。
55 80209 2

30～

49

2017 5 2～3

訪問入浴を利用している利用者様宅で、入浴後ベッドに利用者様

を移動し服を着衣した後、利用者様のベッド上での位置を整える

為、頭側から利用者様の両脇に手を入れて引き上げる際にベッド

枠に肋骨を打ちつけた。

51 130101 3
100～

299

2017 5 7～8

魚網入替のため網抜きの作業中、潮の流れにより、抜いていた網

が張り物のワイヤーに掛かって非常に重くなっており、網を縛

り、ローラーにて巻き上げていた直径32㎜のロープが、その重さ

に耐えられず切断した。 次の網抜き用ロープを持って船首部へ

下を向いて歩行中の当人の頭部（ヘルメット着用）から肩の部分

にかけて、切れたロープが反動で当たり、衝撃で転倒した。 そ

の際に頚椎捻挫と右肩を打撲し、転倒した時に右手中指を打撲し

た。

32 70201 2
10～

29

2017 5
21～

22

店舗にて食器を洗浄中、手についた泡で誤って手を滑らせ、右手

中指に接触したときに食器がたまたま欠けていた為、接触したは

ずみで指の腱を断裂した。

35 170209 8 1～9

2017 5
19～

20

病院の食器洗場にて、悪い姿勢のまま食器を棚に直してしまい、

手首を捻り痛みが発生した。
62 150101 19

10～

29



2017 5
15～

16

利用者様宅にて味噌汁を調理中、布巾を探す為に中腰になってま

な板を上げたところ、片手鍋の柄に当たり、鍋がひっくり返って

味噌汁が右頬・右肩・腕にかかり、火傷をした。

63 130201 11
30～

49

2017 5
16～

17

現場1階に向かう通路右側の既設窓枠鉄格子を撤去する為、被災

者はバールを使用して取外そうとしたところ、バールが外れ尻も

ちをついた。

42 30201 19 1～9

2017 5
15～

16

お客様に無料でお渡しする氷をコンテナケースにストックしてい

た際、その氷を砕くため被災者がゴムハンマー、プラスコップで

作業をしていたとき、ある程度砕いたところでコンテナケースを

揺さぶったところ、ケースを持った手の指がケースと床の間に挟

まり、右手薬指にひびが入った。

46 80209 7
50～

99

2017 5
18～

19

店内にて接客レジをしている時、テープカッター（重さ2㎏）が

手に引っ掛かり、足元に落ちた。
16 80209 4

10～

29

2017 5
15～

16

店舗配送口外に設置してある産業廃棄BOXに家具の引き取り処分

品を入れ込む際に、廃棄BOX内に入って整理作業を行い、作業後

にBOXから外へ出るためにBOXの縁（高さ約150㎝）から外へ飛

び下りた時、着地した際に左足の踵部を骨折した。

62 80209 1
30～

49

2017 5 8～9

加工場内において、煮干いりこの作業中、煮干を積んだ箕台を2

人で移動しようとした時、片方の方がまだ準備が出来ていないの

に気付かず、一方的に取っ手を引いたため箕台がずれ、右手中指

先を挟み負傷した。

72 10102 7
10～

29

2017 5 7～8

出港し15分位経った沖合にて、一緒に出港した2隻の親船（9t）

が離れないように船体を平行にして互いの2カ所のポール（ステ

ンレス製）をロープ（太さ4㎝）3本で巻き縛ってあるのを被災者

が一人で解きほぐす作業中、1カ所を終え、さらに前方のポール

とロープの間を解きほぐす際にうねる波で船体が揺れ、ポールと

ロープに右薬指を挟まれた。

72 70209 7
10～

29

通所介護利用者の入浴介助後、脱衣所にて裸足で約4㎏のアルミ



2017 5
11～

12

製の椅子（90㎝×35㎝×40㎝）を片付けようとして持ち上げた

際、手を滑らせ約30㎝の高さから落とし、右第1趾、第1関節部

分に当たり出血し、骨折した。

43 130201 4 ―

2017 5
11～

12

産廃処分場内にて場内片付け中、杭木を手で持ち上げようとした

が、持ち上がらずに手を放した際に左手中指を枕木と地面の間で

挟んでしまった。

50 150102 7
50～

99

2017 6
17～

18

野菜加工場で、冷凍わさびの解凍中に、約50度のお湯に防熱用の

ゴム手袋をつけて手を入れてもみほぐす作業をしていた。 瞬間

的にはゴム手袋もつけており、熱さは感じないが、継続的に作業

することで、水疱・水疱の破れ、爪先の変色が見られた。

67 170101 11
50～

99

2017 6
17～

18

当社工場内で袋詰めの冷凍野菜の解凍作業中に、約60℃設定のお

湯に防熱用のゴム手袋を付け手を入れてもみほぐす作業を行って

いたが、継続的に作業することで、指に水疱が出来、水疱が破れ

てしまった。 爪さきの変色も見られた。

67 10103 11
100～

299

2017 6
11～

12

昼食の麺上げ時、重いザルを持ち上げて異変を感じ、痛みと背中

に張りを感じた。
39 80209 19

10～

29

2017 6
11～

12

本社工場梱包室内でリフト上の発泡入り、たらこ（2kg）を2個

ずつ、2枚に重ねたパレット（高さ260m）に乗って、ローラー台

に降ろす作業中、誤って足を踏み外して落下し、転倒して受傷し

た。

58 10102 1
100～

299

2017 6
9～

10

小学校給食室内にて、給食調理作業中、冷凍のホッケの袋を解凍

するため、ゴム手袋をしてホッケを沸騰しているお湯の中にいれ

ている最中に、釜の中で袋が横に倒れたので縦に直そうとした時

に、左手袋着用口から中にお湯が入ってきてしまい、左腕ひじ下

から小指まで火傷した。

38 10109 11
30～

49

2017 6 5～6
ホタテ漁業操業中、船上にて、漁獲用八尺を船上へ引き揚げ作業

中、八尺の鉄枠と船体甲板に左足を挟まれた事により負傷した。
26 70201 7 ―



2017 6
19～

20

厨房でフライパンに油を入れて蒸している時に、フライパンを持

ち上げた際、油をこぼしてしまい、右手人差指にかかり火傷し

た。

20 140201 11
10～

29

2017 6
16～

17

局内掃除中、事務机に上がり、窓ガラスとブラインドを水拭きし

て、事務机から右足で床に降りようとしたところ、椅子があった

のに気づかず右足を椅子に引っ掛け、左足の踵から床に落ちた。

58 110101 1
100～

299

2017 6 0～1
事業所内倉庫で、荷物の仕分作業をしている時に、誤ってパレッ

トと地面の間に左手中指を挟んでしまい、切傷した。
23 40301 7

10～

29

2017 6
11～

12

業務の一環として当番で社員食堂の準備をしていた際、ミソ汁が

入った密封容器のふたを閉めたまま加熱してしまい、沸騰してい

ることに気がつき、ふたを開けようとして煮えたぎったミソ汁が

あふれ出し、両足にかかってしまった。

37 80109 11
300～

499

2017 6
19～

20

ホールで客に配膳と空いた食器の片付けをしていた際に、ジョッ

キグラスを落として割れたので、破片を片付けていたところ、割

れた破片で切り負傷した。

21 140201 8
10～

29

2017 6
15～

16

浴室にて、入居者様の入浴介助後に浴室の清掃を行っていた。

その際に、壁に立て掛けていた木製椅子が倒れ、左足小指に直撃

する。 左第5趾末節骨骨折の診断を受けた。

59 130201 5
50～

99

2017 6
9～

10

RC工場で建築部材の梁(2t)を脱型作業中、製品底部に埋め込んで

あるインサートを止めているボルトがある為、製品と一緒に底板

枠を吊り上げ、リフトに置いてからボルトを外すつもりでいた

が、その前にボルト位置を確認しようと型枠下に体を入れボルト

に触れたところ、ボルトが抜けて型枠が落下し、型枠に挟まれ

た。

53 10901 4
50～

99

2017 6
10～

11

野菜を加工する為、キャベツ8個入りの重なっている籠を取ろう

として引っ張り、籠と籠の間に指を挟んでしまった。
61 80209 7

50～

99

早番で出勤し、ガスコンロにやかんをかけ、湯沸かしをし、ポッ



2017 6 6～7

トに入れようとやかんを下に置いた。 すぐにポットに入れれば

よかったが、やりかけのことを思い出し、一旦カウンターの所へ

歩いて移動した。 その後、元の場所に戻ろうとしたが、やかん

を下に置いたことを失念して、足元のやかんに躓き転倒してし

まった。 その際にやかんも倒れ、中の熱湯が両足太ももと右腕

にかかってしまい、火傷をした。

55 130201 2
50～

99

2017 6
11～

12

荷物を下ろす際にパレットを動かした時に、バランスを崩し、左

脇腹に力が入り負傷した。
49 40309 19

10～

29

2017 6
11～

12

営業所の玄関にて、自分の靴から当社指定貸与の安全靴へ履き替

える際、安全靴内の保護カバーに爪が引っかかったまま無理に履

こうとしたため、爪が剥がれてしまった。

55 40301 90
100～

299

2017 6
11～

12

事務所玄関で下履きに履き替えようとした時、安全靴内側の先芯

部に凸があり、左足第1指爪甲部（くつ下着用）が引っ掛かった

状態で履こうとした為、爪が剥がれ出血した。

55 170101 3
100～

299

2017 6 7～8

駅東口にて、団地ルート（右回り）に乗車する車椅子のお客様が

いたため、3番乗り場につけて乗車扱い終了後、スロープ板を収

納しようとした際、左足をスロープ板から踏み外してしまい受傷

した。

65 40202 19
100～

299

2017 6
14～

15

窓口事務室カウンターでお客さま応対中、後方キャビネットへ書

類を取りに行こうとした際、OA機器接続ケーブルが外れていた

ため、右足をケーブルに引っかけ転倒し、負傷した。

56 110101 2
100～

299

2017 6
13～

14

加工場内にて、茹であがったシラスの入ったセイロ（77㎝×107

㎝）を2人で持ち上げてパレットへ積み上げる際、入社初日のた

め不慣れでタイミングが合わず、左手を捻り負傷した。

40 10102 19
10～

29

2017 6
22～

23

倉庫内でチルド用ケースの整理をしていた際、天井から垂れ下

がっていたコードをよけようと、コードを手で上げたところ、

コードを支えていた赤パレットが後部から倒れてきて、右足小指

を打撲した。 赤パレットはL字に畳まれており、その上にコード

73 110101 5
500～

999



が載せられていて、不安定な状態であった。

2017 6
14～

15

折り畳んであった鉄製パレットを組み立てようと、フレームロッ

クを外し広げたところ、床板固定用フックが劣化しており、床板

が倒れて頭部にぶつかり、頭部打撲挫創により、全治1週間と診

断された。

39 110101 5
500～

999

2017 6
10～

11

会社工場内において、洗濯後の包布を床に広げられた運搬用ネッ

トの上に置くために移動中、置いた後に戻るため歩いたところ、

そのネットの端の部分に足（運動靴）をとられて転倒し、両手、

両足、頭部を負傷してしまったものである。

64 11703 2
100～

299

2017 6
22～

23

倉庫内で、PPバンドで結束した枇杷の入った箱を店舗送り用に分

ける作業をしている時に、PPバンドをカッターで切って抜き取る

際に、引っ掛かって跳ね上がり、右眼に当たって負傷した。

40 170209 3
50～

99

2017 6
13～

14

食品会社に勤務（検品・箱詰め）する被災者は、災害当日、通常

通り、検品・箱詰め作業を行っていた。 箱を取ろうと後を向い

た時に、箱の下に敷いてあるパレットに躓いてしまい、左手を地

面について、倒れてしまった。 その結果、左手首骨折という怪

我を負ってしまった。

62 10109 2
50～

99

2017 6
9～

10

当社作業場内にて積み替え作業中、荷物が高く積まれていた為、

手前にパレットを敷き作業を行っていた時、誤って足を踏み外し

転倒した際、左第五趾を負傷した。 （安全靴を履いて作業を

行っていた。）

62 50101 2
10～

29

2017 6
9～

10

草刈り作業の為に、作業現場に到着し、車両の荷台に乗って、作

業用具の積み下ろしを行っていた際、荷台の上で用具に躓いてし

まい、体のバランスを崩し転倒してしまい、その際に荷台の一部

に右肩を強くぶつけ負傷したものである。 尚、当日は痛みが

あったものの、そのまま作業を続け、翌日に痛みが増した。

18 30199 2
10～

29

店舗盛り込みラインにて、弁当用コンテナを準備するために慌て



2017 6
16～

17

て後ろ向きに歩いたところ、左足のかかとを作業台に引っ掛けて

しまい、後ろに倒れ、後ろにあったカゴ車に右背中を打ちつけて

しまい、痛みが引かず、右肋骨不全骨折と診断された。

65 10109 3
300～

499

2017 6 8～9

当社工場内において、作業の事前準備のためパレットを重ねる作

業中、パレットを重ねようとパレットの角に足をのせた時、バラ

ンスを崩して踏み外し、右足を挫いたものである。

53 10602 2
50～

99

2017 6
23～

24

納品先にて荷降ろしの際、上段フロアの緊締ワイヤーを荷締機で

巻き取っている際、足元にあったネットに足をとられ転倒した。
56 40301 2

10～

29

2017 6
17～

18

店内の洗い場において、グラスにひびが入っていることに気づか

ずに洗浄したため、グラスが割れ、その割れ目に右手小指が触れ

て負傷した。

42 140201 8
10～

29

2017 6
18～

19

厨房内で食器を洗浄中にどんぶりを割ってしまい、片付けている

時に左手の平の小指の付け根辺りを切ってしまった。
60 140201 8

30～

49

2017 6
11～

12

工場現場で木製建具を撤去している時に、右手の掌にトゲが刺

さった。 自然にトゲが抜けると思い放置していたが、悪化し、

膿んで痛みを感じるようになった。

37 30203 8 1～9

2017 6
11～

12

物流センター内倉庫で商品の荷崩れを直そうとした際、足を踏み

外して棚上（高さ約1.6m）から落下し、腰と肘を床に打ちつけ

打撲したものである。

30 50101 1
10～

29

2017 6 8～9
水槽にホースを引っ掛けていたが、水槽内に入りホース近くに来

た時、ホースが外れて左足人差し指に直撃し、骨折した。
44 150102 4

50～

99

2017 6
18～

19

作業場で掃除をした際、作業台にあったまな板（縦60㎝×横90

㎝×高さ1㎝、重さ5㎏）を立て掛けようとした際、手が滑って落

としてしまい、左足の甲を打撲した。

16 80209 4
100～

299

2017 6
13～

14

倉庫内作業中、目の高さにある商品の詳細を確認しながら移動し

ていた際に、右足をパレットの角に引っ掛け、そのまま倒れこ

み、右膝をパレットの側面の角に打ちつけてしまった。

32 170101 2
10～

29



2017 6
13～

14

倉庫内にてピッキング作業中、目の高さにある商品の詳細を確認

しながら移動していた際に、右足をパレットの角に引っ掛け、そ

のまま倒れて右膝をパレットの側面角に打ちつけてしまった。

32 40301 2 1～9

2017 6
19～

20

厨房において、ガステーブルでお湯を沸かしポットに移す作業を

行っていたところ、誤ってお湯をこぼしてしまい、それが左手指

部にかかり負傷した。

22 140201 11
10～

29

2017 6
17～

18

今回の災害は、住宅新築工事現場にて発生したものである。 取

引先が工事で使用する部材（タイル接着剤）を現場にお届けした

後、現場外回りの点検・清掃を行っていた。 玄関付近を点検す

るため、玄関ポーチ上に上がろうと設置してあった足場板に足を

掛けたところ足場板がずれ、バランスを崩して転倒した際、左足

左腕を打ちつけた。 当日は若干の痛みであったが、翌日になり

左足が腫れて痛みが増した。

46 30309 2 ―

2017 6
15～

16

ベーカリー作業場にて厨房の清掃作業中、棚を前方に引っ張った

際に、棚と棚の間に立て掛けていたまな板（2m×1m）と棚が前

方に倒れ、左腕左手中指先端にぶつかり負傷する。

64 80209 5
100～

299

2017 6
17～

18

清掃控室にて作業の準備中、ロッカーの上部へ自分自身の荷物を

置こうと、回転椅子へ乗ったところ椅子が動いて、本人がバラン

スを崩し落下した。 診断の結果、左足の骨折が判明した。

68 150101 1
100～

299

2017 6
11～

12

構内発着ホームにて、積み卸し作業をするため車両の脇を歩行

中、輪っか状になった梱包用のバンドが落ちていて、そのバンド

が足に引っかかったことに気付かず歩行し、そのバンドが固定さ

れたブロックに引っかかり、転倒して受傷した。

62 40301 2
100～

299

2017 6
11～

12

ストックルームで商品を戻す作業をしていた時に、商品を掛ける

ポールバーが、ジョイント出来る柱から片側だけ外れ落ちていた

ので、ポールバーを掛け直そうと持ち上げた際、柱に引っ掛ける

部分が振り子の様に自分の方に回転してきて、右目に直撃した。

30 80209 4
10～

29

モップ作業中に、以前交通事故で負傷した肩に違和感が出てき 300～



2017 6 2～3
て、再負傷した。

50 150101 19
499

2017 6
19～

20

調理場内で、食器洗浄中に皿が割れて、破片が右手親指に刺さっ

た。
25 170209 8 1～9

2017 6
20～

21

閉店準備の片付けをしていた際に、他スタッフがシンクの上の

ポットのお湯を捨てようとして、蓋を開けたまま持ち上げた時に

手がすべり、そばに座っていたスタッフ（火傷をした本人）にお

湯がかかってしまった。 お湯は、お客様のお茶用に作ってある

もので、保温の状態であった。

22 140309 11 1～9

2017 6
20～

21

保育室内で、洗濯物を干し終わり、子ども用椅子から降りようと

した時、バランスを崩し転倒した。 その際、右手を床につき、

右手首を痛めてしまった。

58 130201 2
10～

29

2017 6
13～

14
館内の空調清掃中に、椅子から落ちて打撲した。 65 140101 1

30～

49

2017 6
20～

21

自動搬送ローラーのステップを渡ろうとした際、折り畳み式コン

テナがステップの脇に置いてあり、それを降りながらかわそうと

した。 その際、片手で折り畳み式コンテナ、もう片方の手で手

摺を持ったところ、折り畳み式コンテナが崩れて、バランスを崩

し、右足で折り畳み式コンテナ投入用ラインローラーを踏みつけ

て捻ってしまい、受傷した。

50 50101 3
100～

299

2017 6
15～

16

清掃員控え室で、道具等の片付けを行っている時、熱湯の入った

ポットをもう1名の清掃員と共同で捨てようとしたところ手を滑

らせ、中に入っていた熱湯が足（主に太股）にかかってしまい、

火傷を負ってしまった。

73 150101 11
500～

999

2017 6
13～

14

3階食堂にて食卓テーブルを移動する際、テーブルに足が引っ掛

かり、転倒した時、左膝・右手首・左瞼を床にぶつける。
65 130201 2

100～

299

2017 6
18～

店舗ゴミ置き場入口でゴミを捨てようとしていたところ、備品置

場から通路側にはみ出したトレーに躓き、開いていたゴミ置き場 64 80209 2
100～



19
のドアに左肩をぶつけて転倒した。

299

2017 6 8～9
作業服に着替えて控室から出ようとした時に、入口付近に置いて

あった木製パレットに、誤って左足をぶつけてしまい負傷した。
51 10602 3

10～

29

2017 6 7～8

階段踊り場にあるトイレを清掃する為、地下から1Fへ右手に清掃

道具を入れたバケツとビニールバックを持って上がっている時、

手が滑ってビニールバックを落としそうになってしまい、右手小

指で咄嗟に持ったところ、違和感があった。 そのまま仕事をし

ていたが、腫れもひかずに手も握ることが出来なくなったので受

診したところ、小指を骨折していた。

70 150101 19
10～

29

2017 6
16～

17

事業所において、乾燥庫の中へお弁当箱を運び入れる作業を行っ

ていた。 バットに入った弁当箱（約20㎏）を台車からおろした

瞬間、腰にビリリッとした痛みがはしり、負傷してしまった。

55 80209 19
30～

49

2017 6
9～

10

パレットに積んである荷物を積み込む時、プラスチック製の蓋を

パレットの下に置いたことを忘れ、その蓋の上に足を置いてしま

い滑った。 その際、荷物を持っていたので膝から転んでしまっ

た。

45 40301 2 1～9

2017 6 0～1

自動倉庫出庫口において、出庫されてきた冷凍貨物をピッキング

する際に、冷凍貨物を置く木製のパレットにフォークの爪が引っ

掛かり、手動により外そうとしたところ、パレットとパレットの

間に右手中指を挟み骨折した。

46 80401 7
10～

29

2017 6
16～

17

居住者より、ランニングマシーンの走行ベルトにバランスボール

が挟まり、重くて取り出せないので見てほしいとの連絡があり、

確認したところ、バランスボールが走行ベルトに挟まり、ベルト

がよれて本体位置もずれていたため、ハンドル部分を前方に押

し、後方を上げてボールを取り出し、本体設置位置を正しく直そ

うとした際、無理に力を入れてしまい、腰と背中を痛めた。

69 150101 19
500～

999

17～
ヨーグルト充填終了後、機械の洗浄作業をしている時、洗浄液を

50～



2017 6
18

抜く為、2階の作業室から1階の調合室へ下りた際、階段の下に

ホースがあることに気づかずに踏んでしまい、右足を捻った。

40 10101 3
99

2017 6
15～

16

店の調理場にて、台の上に積み重ねてあった洗い物（食器類）の

上部が崩れかけていたため、直そうと手を伸ばした時に、その向

こう側にあった業務用ラップの切り刃に右手薬指先が当たり、

切ってしまった。

72 140201 8
10～

29

2017 6 1～2

加食住居バックルームでカートラックの運搬時、立て掛けてあっ

たスチール製平台に接触し、平台が倒れて左足甲に接触し、左足

甲が腫れ、骨にひびが入る。

57 80209 5
100～

299

2017 6
12～

13

レジ清算台とレジ清算台の間に清算済みのカゴを回収するため、

レジ清算台の隣に置いたキャスター付きの回収用カゴ入れに清算

カゴを6個位（約4㎏）を持って移し替えようとしたところ、脊髄

及び肋骨を損傷した。

64 150101 19
50～

99

2017 6
11～

12

作業場内を歩行中、通路上にあった扇風機の足に躓いて転倒し

た。
39 11303 2

100～

299

2017 6 7～8

工場において、トラックの荷台でワイヤーを引っ張っていたとこ

ろ、引っ掛けていたワイヤーが外れ、左足首に当たり、骨折負傷

したものである。

34 30209 4
10～

29

2017 6
15～

16

ポテトを揚げる機械の前で、機械を清掃する棒を引っ掛けて落と

してしまった。 棒が熱くなっており、拾った際に火傷をした。
18 140201 11

30～

49

2017 6
11～

12

競輪場投票所内において、キャスター付の椅子に座ろうとした

際、座り損ねて転倒し、尾てい骨を強打したものである。
54 140309 2

50～

99

2017 6
20～

21

店舗にて、急いで厨房に戻る際、下駄箱に右足小指を激しくぶつ

けた。 この日は、応援で当該店舗に出勤していた。
23 140201 3 1～9

2017 6 7～8

ホテル調理場で、寸胴に入った汁物を冷ますために水をはったシ

ンクに入れようと2人で持ち上げた時、バランスが崩れ、熱い汁

が右手の甲から腕にかかり、皮がむけた。

18 140101 11
100～

299



2017 6
13～

14

本社工場1階出荷場で、両手に大きなゴミ袋を持ち、足元が見え

にくい状態でゴミ捨て場に向かっていた途中、パレットが1枚置

いてあるのに気付かなかったため、パレットの角に足が引っ掛か

り転倒し、左膝を強打し負傷した。

56 10109 2
100～

299

2017 6
11～

12

蒸気釜で麺を茹でる作業をしていたところ、釜からザルを取り出

す際に、ザルから落下した熱湯が左足にかかった。 保護具とし

てエプロンと足カバーを着けていたが、エプロンはめくれ、足カ

バーはずれていた。

60 10109 11
300～

499

2017 6
15～

16

砥石工場焼成工程にて、台車（手動パレット運搬車）で製品を運

搬中に立ち止まり、A作業者と立ち話中に、B作業者が隣で他の

製品を運搬しようと台車操作中で、台車と台車が接触した。 台

車が自分の方へ移動し車輪が左足に触れたので、反射的に避けよ

うとして足首を捻った時、左足が車輪に当たり打撲した。

50 10909 19
100～

299

2017 6
21～

22

調整室で作業していて、ガゼットを取りに行った時に、両側で作

業していた間を通り抜けたところ、簡易型テーブルキャリーの脚

に右足が引っ掛かって転倒し、左肘を強打した。

51 10109 2
300～

499

2017 6 7～8

朝バイトをしている時、ポットのお湯の取り替えをしようとして

ポットを逆さにした時、ポットの下を支えていた右手にお湯がか

かって、火傷をしてしまった。

20 80209 11
10～

29

2017 6
17～

18

フェスティバルマーケットの駐車場ゲート（北側ゲート）にて、

一時的に封鎖していたゲートを開放する際、設置していた「進入

禁止」の立て看板（スチール鋼板製、縦1600×横550㎜）を撤去

しようとした時、手を滑らせ、看板の側面で指を切った。 看板

の劣化により鋼板部が浮いていたため、持ち手がずれた際に鋼板

側面で指を負傷した。

72 140302 8
300～

499

2017 6
11～

12

グリーンのローラー作業を行うため、軽トラックに載せたグリー

ンローラーを降ろそうと、軽トラックに橋板を掛け、ローラーに

乗って動かしていたところ、橋板のツメがしっかり掛かっていな
40 140301 4

10～

29



かったため橋板が外れ、ローラーから落下して右膝を強打した。

2017 6
12～

13

厨房内洗い場において、シンクに強化磁器の食器を入れ、食器洗

浄作業をしていた。 シンクに食器を入れた時に食器が割れたこ

とに気付かず、手を入れてしまい、食器の破片で右手薬指を切創

した。

67 80209 8 1～9

2017 6
11～

12

当日、工場施設において、プラントの機械補修作業で、鉄板

（1600㎜×350㎜×30㎜）をバーナーで切断する際、完全に切れ

なかったので、ハンマーでたたいて切り落とそうとした時、手が

滑り自分の右足を打って負傷したものである。

48 10909 90 1～9

2017 6 8～9
高さ60㎝程の机の会計窓口で、中腰の状態でパソコン入力業務を

行っていた時、腰を痛めた。
43 130101 19

500～

999

2017 6
12～

13

作業場で、スポンジを使用して包丁を洗浄中、包丁が刺さり右手

母指球に切創を負った。
47 80201 8

500～

999

2017 6
13～

14

棚卸作業中、パレットの上の商品を確認する際に足を滑らせ転倒

し、右膝を負傷して救急搬送された。
21 10902 2

50～

99

2017 6
11～

12

C棟南側で、被災者がモルタルホッパーの掃除をしている時に、

開けて固定していた網の蓋が閉まり、ホッパーの縁に添えていた

左手を挟み、人差し指を切創し、骨折した。

68 30201 4
10～

29

2017 6 8～9

5F病棟にて、オムツ交換のため1人で病室に入る。 患者の右側に

立ち、柵を外さずにオムツ交換をした後、体位変換で体位を手前

に引き寄せたところ、ベット柵が左胸部（左肋骨）に当たり（バ

キッという骨折音あり）左肋骨骨折した。

52 130101 3
100～

299

2017 6 6～7 玉葱の下処理中に、手が滑って手を負傷した。 29 80209 8
50～

99

2017 6
14～

15

屋内フットサル場にて、社内研修の一環として実施した社内運動

会にて、競技スタート後すぐに競技用の網に引かれて左手首を逆

に反らしたため、左手首を負傷した。 翌日に腫れが見られ、左
46 80209 19

50～

99



舟状骨骨折と判明した。

2017 6
13～

14

脱衣室で入浴準備中、リフト浴用椅子を所定の位置に動かそうと

通常より上部を持ったところ、倒れて来た。 慌てて支えようと

したが、背もたれから後方へ倒れた際、右手を挟み、中指関節周

辺が痛みを伴い、赤くなっていた。 出血はなく、手も動かせた

ので、すぐ入浴介助にあたった。 その後、痛みはあったものの

仕事にも遅れがあり、手が動かせたので、遅出の仕事を続けた。

終了時に腫れが酷くなった。

38 130201 7
10～

29

2017 6
11～

12

デリカ作業場で、包丁を保管ケース庫に収納する際、手を離して

戻す時に、隣に並んでいた包丁の刃に右手親指部分が接触し、右

手親指の爪の一部を刃で削ぎ落とした。

60 80201 8
300～

499

2017 6
10～

11

本人は、小用のため近隣のパチンコ店で用を足した後、小休止の

ため道路向かいのベンチに行くため横断歩道へ向かうべく、区画

ロープで囲われていた空地を横断して、ロープに気付かず左足を

引っ掛けて転倒し、歩道で左肩を強打した。 診察の結果、左上

腕頚部骨折が判明した。

67 30301 2
10～

29

2017 6
18～

19

整理作業をしていた時、折れコン、空箱を積み上げて移動整理し

ていたところ、足下の台車（鉄製ドーリー）にうっかり足を取ら

れ、右膝から転倒し、コンクリート床にて強打し負傷した。

59 170209 2
50～

99

2017 6
14～

15

家具建具の在庫を置いている障子パレットの一番奥の障子を引き

出すため、障子パレット上に乗り、前に積み重ねられている障子

をずらそうとして一歩後に下がったところ、思った所にパレット

がなく、そのまま約30㎝程の高さから、コンクリート床に転倒し

た。 着手した際に右足首を捻り、右第5中足骨骨折となった。

54 10409 2
10～

29

14～

屋内フットサル場にて、社内研修の一環として実施した社内運動

会にて、競技スタート後すぐに競技用の網に引かれて左手首を逆

に反らしたため、左手首を負傷した。 当日は痛みもなく、事業

者等への報告をしなかった。 翌日に腫れが見られたが、2～3日
1000



2017 6
15 後に腫れは引いたため、捻挫を想定した。 その後、医療機関を

受診したところ左舟状骨骨折と判明した。 同日、派遣先、派遣

元事業所に本人から報告があり、事故発生を確認したものであ

る。

46 170101 19 ～

9999

2017 6
10～

11

施設警備業務従事中の休憩時間に、健康診断を受診する為、検収

口の荷捌きから牛乳ケースの空箱に足を掛けて降りようとした

時、足を踏み外して転倒した。 転倒した際にレントゲン車のド

アの部分で右額を切り、出血した。 救急車を呼び、搬送しても

らった。

62 170201 3
100～

299

2017 6
11～

12

厨房内にて、冷凍たこ焼きの販売準備をしようとした際、たこ焼

き同士がくっ付いてとれなかったので、包丁で剥がそうとしたと

ころ包丁が勢いよく接合部分を貫通し、左手人差し指を怪我し

た。

41 140309 8 1～9

2017 6
21～

22

工場棟1階にて、サンダーに取り付けたカップブラシを用いて機

械部品であるスクリューを磨いている作業場所の後方を、トイレ

から現場内に戻ろうと被災者が通行した。 その時、カップブラ

シのワイヤーが飛んで来て、左眼球に刺さった。 本来、この作

業中は、その後方を通行してはならず、本人はそれを知りつつも

目の辺りを手で覆いながら通行した。 ワイヤーは左眼球水晶体

にまで達した。

23 10899 4
100～

299

2017 6
9～

10

工場仕上課パネル組立ラインで作業中、パレットの上に置かれた

製品ケースを降ろそうとした時、右足を踏み外し、右足副靭帯を

損傷した。

38 10805 3
30～

49

2017 6
16～

17

配膳内シンクでグラスを洗浄中、グラスの口の部分をスポンジで

磨いている最中に破損し、破損箇所でそのまま右手親指を切っ

た。

22 140201 8
30～

49

第2工場ペッカー作業場で、コンベアから製品をパレットに移し



2017 6
18～

19

ていた。 手に持っていた製品が落ち、それを避けるため右足を

後ろに避けた時、後にあったパレットの蓋に右踵をぶつけて負傷

した。

27 11002 19
100～

299

2017 6
18～

19

ペッカー作業場でコンベアから製品をパレットに移していた際、

手に持っていた製品が落ち、それを避けようと右足を後ろに避け

た時、後ろにあったパレットの蓋に足をぶつけて、踵を打撲し

た。

27 170101 19
30～

49

2017 6
9～

10

男性トイレの床面のモップ拭き中、ごみ箱を持ち上げて下をモッ

プで拭き、ごみ箱を床に置こうとした時、腰の左側に激痛を感じ

た。

42 150101 19
50～

99

2017 6
18～

19

放課後児童クラブの室内で、窓のカーテンが外れており、掛け直

そうと児童用の椅子（高さ40㎝程度）に乗り、窓枠（1m位）に

上がってカーテンに手を伸ばしたところ、バランスを崩してカー

テンレールを掴んだが、右足から床に落ちて右足を骨折した。

62 130201 1 1～9

2017 6
14～

15

倉庫でサポート整備作業中、積み上げていたサポートが一部荷崩

れを起こし、右足安全靴に落下し負傷した。 安全靴を履いてい

たが、サポート全体が被さり、安全靴鉄部外で負傷した。

42 30209 4
10～

29

2017 6
10～

11

調理場の野菜カットコーナーで、五目ビーフンに使用する玉葱を

カットする作業中に、左手で押さえていた玉葱の薄皮が滑り、右

手に持っていた包丁で左手薬指の先を爪と共に切った。 包丁が

新しくてよく切れたため、指先を切り落とした形となり、病院を

受診し2針縫合した。（左環指先端切創） その後、消毒に毎日通

い、1週間後の抜糸となった。 傷口が蒸れても濡れてもいけない

と医師に言われたため、抜糸まで調理業務を休んだ。

45 10109 8
10～

29

2017 6
11～

12

第一工場にて、フライヤーの粉付機を清掃後に移動させていた

時、床面の凸凹に機械のキャスターがはまり、機械が倒れた。

その際、機械に設置してあったタンクが落ちて来て、タンクの下

敷になる様にして作業員も転倒し、腰部を打撲した。

59 10102 4
50～

99



2017 6
16～

17

取引先で荷物を積んでコンビニに移動し、駐車場でトラックの荷

台の残りの道具を片付けている時に、道具（コンパネ8枚）が倒

れてきて、右足の踵に当たった。 その際、右足首から下がコン

パネに挟まれる形になった。

42 40301 5
50～

99

2017 6 6～7
出発前に大型トラック荷台内にて養生用具等の整理中、段積みし

てあるパレット、養生具から滑り落ち、右肩を負傷した。
42 40301 1

50～

99

2017 6
17～

18

キムチ漬け込み冷蔵庫内にて、グレーチングを外して掃除後、元

に戻す際にグレーチング用の道具を使用せずに右手で元に戻した

時、左手中指を挟み受傷した。

62 10103 7
100～

299

2017 6
16～

17

受注予定の現場調査のため敷地内に入ろうとし、閉鎖用ロープ

（高さ30㎝位）を跨ぐ際、ロープに足を絡ませて転倒した。 救

急車にて病院へ搬送され、右足首3か所骨折が判明した。

52 30309 2 1～9

2017 6
9～

10

小バラシ室のムネラインで製品の入ったカゴを、台車に載せよう

とした際に手が滑って、カゴを落として左足上に落下し、左足小

指に亀裂骨折を負った。

66 10101 4
100～

299

2017 6
11～

12

工場において商品を積込中、積み荷を終え荷台から降りようとし

たところ、荷台に合わせて置いてあったパレットの上から降りよ

うとした時、パレットに靴のつま先が引っ掛かり、バランスを

失って地面に落下した。 その際、受け身がとれず左肘から落下

し、打ちつけてしまった。 骨折はなかったものの脱臼してし

まった。

42 40301 1
10～

29

2017 6
11～

12

営業所の倉庫内で入荷時の検品中、パレットに足が躓き、転倒時

に手をつき、左手首を骨折した。
52 80109 2

30～

49

2017 6
16～

17

店舗従業員駐車場において、駐車場に隣接している植栽の枝切作

業中、枝を集めて後方へ下がった時に、右足が車止めに引っ掛か

り左側に転倒した。 その際に左手をつき、左手首を骨折した。

60 80209 2
50～

99

2017 6
10～ 会社の倉庫内で空パレット整理中、左足親指に空パレットを落下

60 80109 5
10～



11 させ骨折した。 29

2017 6
10～

11

店内ステーションにて、デカンタからコーヒーをカップに移す

際、デカンタの蓋が閉まっていないことに気付かず注いだ為、蓋

が取れてコーヒーが左手甲にかかり受傷した。

34 140201 11
10～

29

2017 6
9～

10

枠パレット2段目に積んでいる商品と商品の隙間から引き抜く際

に、勢い余って1段目の枠パレット上から下のコンクリート床に

背中から落ちた。 本来、枠パレットの2段目、3段目にある商品

をピッキングする際には、必ずフォークリフトを使用して、パ

レットごと下に降ろしてから安全に商品を取らないといけないと

ころ、勝手な判断で1段目枠パレット上部によじ登り、強引に商

品を隙間から引き抜いた為に被災した。

48 170101 1
100～

299

2017 6 0～1

施設にて、自分の身長より高い物干し竿に入浴用のバスタオルや

タオルを干していたところ、突然左膝から「ブチッ」と音が鳴っ

た。 その後、痛みが出た。

50 130201 19
30～

49

2017 6
16～

17

倉庫内にて、パレットに積んだ皿うどんの具材を工場へ移動させ

るため、手押し台車へ運んでいた。 積み上げられた具材を1個両

手で抱え、振りかえって移動しようとしたところ、たまたまパ

レットの一部が欠けた穴に左足を落とし込み、前のめりに倒れ

て、左足アキレス腱を負傷した。

48 10109 2
10～

29

2017 6
11～

12

構内のホーム下でピッキング作業中、重ねてあるパレットを取る

際に手を滑らせ、誤って足に落下し怪我をした。
40 40301 4

30～

49

2017 6
10～

11

翌日の宴会準備のため、2F会場内で壁に沿って折り畳み式ステー

ジを設置していた。 自分と反対側の面を倒して、自分側の面を

倒そうとしたが、壁とステージの間隔が広そうだったので狭めよ

うと、立てたままの状態の自分側の面を引っ張ったところ、立て

ていた面が自分に倒れかかって来たので、咄嗟に避けたが、右足

を挟んでしまった。

38 140309 4
100～

299

園内のゴミを収集のため回っていたところ、手洗い場水道の栓が



2017 6
15～

16

閉まっていなかったため、閉めるために右足を踏み出したとこ

ろ、水道の前に置いてあったマットの下に水が溜まっていたらし

く、マットが滑り、左側の肋骨をコンクリートの部分で強打し骨

折した。

51 130201 3
10～

29

2017 6
9～

10

工場内のパレット置場から、3段に重ねてあったパレットを取り

出す際、誤って40㎝程の高さから左足の上に落としてしまい負傷

したものである。

63 10101 4
100～

299

2017 6
14～

15

養鶏場において、パレット上の製品の入ったコンテナ（卵、1パ

レット40個×16パレット）を洗浄機横のレールに乗せかえる際

にバランスを崩し、先にレールに乗せていたコンテナとの間に手

を挟み、痛くて抜いた左手を後方の5段積のコンテナで強打し、

左手甲と指を負傷した。 洗浄機作業に慣れておらず、洗浄機上

のパレットに隙間を作らないよう準備に追われていたためと思わ

れる。

55 70101 3
10～

29

2017 6
13～

14

施設内食堂ホールにおいて、使用した予備の椅子をホールの隅に

片付ける際、3脚重ねた椅子を引こうとしたところ、誤って手が

滑り、足元に倒してしまい、左足親指に当たり負傷した。

79 80209 4 1～9

2017 6
10～

11

女子更衣室にて、ロッカーの上に置いてある鍵を取ろうとしたが

手が届かず、ロッカーの上を見るため椅子（円型の直径約33㎝、

高さ約42㎝）に上ろうとした時、ロッカーに掴まっていたため

ロッカーが傾き、バランスを崩して後方に転倒した。 その際、

後方にあるロッカーに後頭部を強打した。

72 130201 2
100～

299

2017 7 16~17

薬局へ納品する荷物をトラックより荷降しのため荷台パレットの

上にあがり荷降しを終了したので、荷台より降りる時にパレット

の角に右足をひっかけて右下腿を裂創した。

19 40301 3
50～

99

2017 7 9~10
作業場でまな板を洗った際、まな板の上に包丁を置いたまま洗っ

ていたところ、ぶつかり左手人差指を切った。
59 80209 8

500～

999



2017 7 8~9

車両等を輸送する作業をしていた。 港へ着岸し10tダンプトラッ

ク揚陸させるため登坂板の脇で誘導していた時、右足が登坂板の

下に入っているのに気付かず、右足先を挟み負傷した。

22 40102 7
50～

99

2017 7 15~16

3階宴会場にて、宴会の後片付け中、1人でテーブルを移動・たた

む作業をしていたところ、テーブルが傾きテーブルの下の金具部

分が眉間の下部に当たり、横に切れた。

38 140101 6
10～

29

2017 7 7~8

工事のために工事用仮工場を設置、その敷地内養生シートを被せ

た資材を保管していた所、工事の段取りのために養生シートを外

す時に、前日の雨でシートが濡れていたので、足を踏み入れた時

に足を滑らし転倒、左足足首を骨折。

54 30309 2
10～

29

2017 7 16~17

2Fフロアにて、年賀印刷を行うための会場を2名で設営中、OA

テーブルの上に重ねて積んでいたテーブルを、隣のOAテーブル

に移動する作業を行っていた。 OAテーブル周りに十分な作業ス

ペースが無かったので、OAテーブルの上に乗って作業をしてい

たところ、移動先のOAテーブルとの隙間を跨ごうとして足を踏

み外し、片足が床に着いてバランスを崩して移動先のOAテーブ

ルに左肩を打った。

62 80409 1
100～

299

2017 7 12~13

当社工場内での梱包作業中宅配便の荷物サイズ厳格化が厳しくな

り荷物サイズを小さくするため、腕に負担の掛かる口閉じ作業が

続き右肘を痛めた。 商品名ビーズクッションを沢山梱包、ビー

ズクッションは収縮しないので梱包作業が大変な時期だった。

38 10309 19
10～

29

2017 7 11~12

同僚職員が倉庫内からトラックヤードにパレットラックに積んで

ある商品を移動して床へ降ろす際、パレットラックを降ろす場所

付近にいた被災者に気付かず、被災者の右足親指の上に載せてし

まい、負傷させてしまった。

32 80109 4
30～

49

2017 7 4~5

船で沖の型浮上作業中、アンカーロープと型を繋いでいるアン

カーロープを緩めていた際、波で船が揺れ、アンカーロープを通

常より緩めすぎたため、アンカーロープが急に外れてしまい右額
60 70201 4

10～

29



にロープが飛んできて当たり出血。出血が収まらず。

2017 7 20~21
デイリーチェックの写真を撮影中、油受けにぶつかり、油がこぼ

れて足にかかり火傷した。
23 140201 11

10～

29

2017 7 16~17

農産物加工施設新築現場にて、脚立に昇り高さ1.2mの所でサッ

シ枠にモルタルを充填する作業を行った。 作業が終了し、建物

の梁に架けた安全帯を外そうとしたところ、梁にフックが引っ掛

かったので、ロープを強く引いたらフックが急に外れ顔に飛んで

来て左まぶた上に当たり負傷した。

61 30201 6
10～

29

2017 7 11~12

店舗キッチン内で、フライヤー清掃を高温のまま行い、バケツ

（排水を溜めるための容器）に水を流さず、油の入った寸胴に水

を流したため、寸胴を持ち上げて排油缶に入れようとしたとき

に、油と水が反応し、爆発した。 両腕、顔面付近を火傷、救急

車で搬送された。

22 140201 11
30～

49

2017 7 3~4

集配業務のため、信号のある交差点を自動二輪車で直進中、対向

車線で右折待機していた相手車両が右方を確認しないまま右折し

たため、当方自動二輪車の右側面に接触し、右足を負傷した。

64 10104 11
500～

999

2017 7 16~17

当工場第2工場入荷場入口にて、第1?第2工場間荷物搬送トラック

に、フォークリフトを使用して空パレットを積み込む作業をして

いたところ、通常12枚で幌の天井がいっぱいになるが、そのとき

はそれ以下の枚数しか積載できなかったためパレットを再度積載

して、そのまま（フォークリフトのマストを下げずに）いたとこ

ろ、マストが入口シャッターにぶつかりシャッターを歪めてし

まった。 受傷者はこれくらいなら営繕係の手を借りなくても修

理できると考えて、パレット4枚（高さ約50cm）をシャッターの

下に運んだ。 受傷者はパレットを踏み台にして、シャッターの

ゆがみ具合を確認していた。 パレットから降りようとしたとこ

ろ、パレット端から足を踏み外して床面に顎を強打した。

32 10109 1
30～

49

当社定置網生け簀用の漁網片付け運搬作業中、ユニック付4tト



2017 7 7~8
ラックへの積み込み作業を手伝っていたところ、網の一部に足が

からまりバランスを崩し転倒、その際、足元にあった生け簀固定

用のロープ束にて頭部、腰背部等を強打し、脳挫傷負傷した。

78 70201 2
10～

29

2017 7 16~17

容器等をシンクで洗浄していたところ、シンク上の棚に積まれて

あったステンレス製容器（400mm×360mm位）が頭上（前頭葉

側）に落下。 当日は痛みが有ったため早退し、自宅でアイシン

グ等を行い療養していたが痛みが治まらなかった。

60 170101 4
300～

499

2017 7 6~7

厨房で朝食の準備中、茹でた野菜を冷やすためザルにあけようと

鍋を持ち上げ、後方のシンクに移動したところ、急いでいたため

鍋の底をシンクのフチにぶつけてしまい、その反動でこぼれた熱

湯が右手にかかってしまった。

67 130201 11
30～

49

2017 7 19~20

大型トラックから荷物を取り出すため、トラック後部と構内を結

ぶドックレベラーを持ち上げた時、取っ手の中で右手中指が裂傷

した事故である。

46 40301 8
300～

499

2017 7 8~9

支店、構内において、荷物仕分け作業中、クールボックスパレッ

トを引いて移動させる際、勢いがついてしまい、胸腹部にクール

ボックスが当ってしまった。 肋骨にヒビが入っていたことが分

かった。

29 40301 6
10～

29

2017 7 4~5

チルド庫にて生鮮商品の大仕分け作業中、ドーリー台車に乗って

いた生鮮番重1枚（約4.5kg）を高さ1mほどの台車に中腰の姿勢

で載せ換えようとしたところ、腰に違和感が発生。 発生同日に

近隣の接骨院にて「ぎっくり腰」と診断されるも医師による診断

ではない事から、後日病院にて再受診し「腰背筋挫傷」と診断さ

れたもの。

29 40301 19
50～

99

2017 7 15~16
自社敷地内の井戸水ポンプ場で、洗浄車に水を入れている時に

ホースを踏んだ。 その時滑って足を挫いた。
31 170209 2

10～

29

室内に於いて、同僚とベッドシーツ交換作業終了のため、当該



2017 7 13~14
ベッド両側ベッド柵を挿入するため、両手で当該柵を持ち上げた

時バランスを崩し転倒、当該柵の上に身体が倒れたために当該柵

と床面に抜けなかった左手を挟み負傷した。

63 130101 2
300～

499

2017 7 1~2

会社で荷下し中、フォークリフトでパレットを持ち上げた際に、

パレットがリフトのツメからずれていたため直そうとしたとこ

ろ、右手中指をパレットとリフトのツメの間に挟んで負傷した。

41 40301 7
50～

99

2017 7 14~15

橋梁補修に使用するブラケットに、仮付けで取り付けてあったプ

レート（重量約140kg板厚55mm、550mm×550mm）を取り外

す作業中、プレートをマグネットで吊り上げる際、仮付溶接を完

全に除去しない状態（確認が不十分であった）で吊り上げてし

まったため、マグネットが外れフランジに添えていた左手指に落

下し、受傷した。

21 11503 4
50～

99

2017 7 14~15

ケーシングの架台の上にパレットを敷きその上に乗り、扉をのせ

てクレーンで1m位吊り上げて素手でラップを巻いていたとこ

ろ、体勢を崩した際、ケーシングに左手でつかまりながら下降し

たので、ケーシングの突起物（部品）に当たり、怪我をした。

35 11209 3
30～

49

2017 7 14~15

ホーム上でフォークリフトにて、パレット商品の整理中大きな木

製パレットが荷物に立て掛けてあり、それをどかそうとしたとこ

ろバランスを崩して手前側にパレットが倒れてきた。 避けよう

としたが間に合わず右足踝付近にパレットの角が接触し負傷。

66 40301 6
50～

99

2017 7 12~13

ビジネスホテルの客室整備中にてユニットバス清掃後、床面に

あったタオル類に足が乗ってしまい足元が滑った。 その時に転

倒し、右足外側のくるぶしを打った。 その後、作業して帰宅し

たが、翌日、痛みが引かなかった。

63 150101 2
30～

49

2017 7 20~21

厨房の肉鍋前で牛丼の肉を盛り付けしていたところ、注いですぐ

の味噌汁を持った他の従業員がぶつかり、左肩に味噌汁をかぶり

火傷した。

20 140201 11
10～

29

出勤時、合同庁舎の駐輪場で自転車を止めて降りようとしたとき 100～



2017 7 8~9
に、自転車とともに左側に倒れ、腰を打ちつけた。

48 10109 1
299

2017 7 12~13
倉庫で、荷台の片づけ時、緩衝材に足がつまずいて転倒してしま

い、左足関節外果骨折をしてしまった。
51 40301 2

50～

99

2017 7 14~15

レストラン店舗内、フロアにて、バッシングの研修を行っていた

際、バスタブを運んで、棚に置こうとしたら、よろけて、棚に両

足の脛をぶつけて打撲を負った。

23 140201 3
30～

49

2017 7 10~11

当社工場内調理バット洗浄室内に於いて、バットを洗浄する際

に、積んであるバットを取ろうとしたところ、バットの中に予備

洗浄した水が入っていたため重く、落としてしまった時に左足親

指に当たった。

54 10109 4
100～

299

2017 7 18~19

施設内にて、実験室で液体窒素のタンクからサンプルを取り出し

ていたとき、サンプル入のチューブが破裂し、右目と左頬を受傷

した。

34 120109 15

1000

～

9999

2017 7 21~22

定温トッピング室にて製品を番重に入れて積みあげていく作業を

していたところ慣れない作業のため慌ててしまい、腰を痛めてし

まった。

46 10109 19
500～

999

2017 7 17~18

当該事業所において、床にこぼれた油をお湯で流すためにひしゃ

くを使ってカマから食缶にお湯を移していた時に、誤って長靴の

中にこぼしてしまい右足甲を火傷してしまった。

60 80209 11
10～

29

2017 7 16~17

インテリア売場において作業中、什器（棚板約7kg）と受金具

（約1kg）を手に持ち運搬中に後ろから来たお客様に呼び止めら

れた。 その際、進行方向と逆の方向に右足を軸に振り向いた。

（真後ろ）その時に右手に持っていた什器（約8kg）の荷重が右

足に加わったことにより予想以上に体が反転した。 その反転を

止めようとしてさらに右足に力を入れたことが影響し激痛が発生

した。 当日は様子をみていたが、翌日になっても痛みがひかな

かった。

37 80209 19
30～

49



2017 7 3~4

B1階中央エレベーター前に横向きで置かれていたCRBの向きを直

して、エレベーター（2号機）に乗せようと思いきり引っ張って

斜めに移動した際に、横に置かれていたチルドコンテナの存在を

失念していたため、CRBの角とチルドコンテナの角に右手甲を挟

み負傷。 CRBが満載の状態で重く、タイヤの調子が悪かった。

51 110101 7
500～

999

2017 7 15~16

作業中にカゴ車を移動しようとした際に、カゴ車が倒れそうに

なったため、支えようとしたが支えられず、倒れたカゴ車と床面

の間に足が挟まれてしまった。 痛みがあったが作業を再開し

た。 作業終了後、足を引きずっていたので現認者が声をかけて

事象が発覚。 病院行きを勧めたが、大したこと無いと本人が主

張したため、帰宅させた。 その後、痛みが治まらず、打撲と診

断される。

22 40301 4
50～

99

2017 7 13~14
顧客先倉庫へ納品に行った際、トラックの荷台で作業中、立てか

けてあったパレットが足元に倒れ左足の親指に当たり負傷した。
20 40301 5 1～9

2017 7 17~18

惣菜作業場でとんかつを揚げていた時、側にあった番重が崩れそ

うになったため咄嗟に左手で押さえようとしたところ、その反動

で右手がフライヤーに入ってしまった。 当日は発生時間も遅

く、市販の薬を自ら塗り、冷やした。

53 80209 11
100～

299

2017 7 9~10

文化会館3階備品倉庫にて、備品貸し出しのため、倉庫内の長机

（折り畳み式）を移動しようとした際、長机が倒れ右足に当た

り、甲部分に受傷したもの。

45 170209 5
10～

29

2017 7 8~9

鮮魚作業場にて、マグロを包丁で加工中、左手で包丁の先端を押

さえていたが、包丁を握っていた右手を動かした際に包丁が滑

り、左手の平の中央部分を刺してしまった。

34 80209 8
100～

299

2017 7 11~12

保育所の男性更衣室のエアコンのフィルターの掃除をするため机

（120×60×H45）にテーブル（52×52×H34）をのせその上に

椅子（28×30×H30）を置き、その上にのって作業している時、

エアコンのフィルターが床に落ちたので拾おうと降りる際にバラ

60 130201 1
30～

49



ンスを崩して転び左手を畳の所について左手首を骨折した。

2017 7 7~8
練習場小屋の中で机上に乗り、サッシを清掃中にバランスを崩し

右足の踵から地面に落下したため、右踵を負傷した。
70 140301 1

100～

299

2017 7 13~14

当社宿舎の空き部屋を従業員3人で清掃中、後ろ向きのまま後ず

さりをした時、備え付のベッドの角に臀部（肛門部）を打ち尿道

損傷を負った。

36 30102 3
10～

29

2017 7 20~21
店内客席フロアにて、お盆に乗せた土鍋料理を提供する際、お盆

のバランスを崩し、料理が足にかかり負傷した。
19 140201 4

10～

29

2017 7 23~24

飼料製造工程中で、原料の入った2段積み重ねたメッシュコンテ

ナをフォークリフトで運ぶときに、積み重ね状態が少しずれたの

で、手でずれを直そうとして、押したり引いたりして、誤って上

下のメッシュコンテナの間に左手中指を挟んでしまった。 タ

イ、永住者

49 170101 2
300～

499

2017 7 12~13
公用車にて出張先から事務所への移動において、車道走行中に、

走行車線の左側民家の路肩側に衝突した衝撃で負傷したもの。
66 150101 2

50～

99

2017 7 9~10

工場内トナープラント2階に弁当を配達していた際、突然爆発が

起こり火災による熱風、煙、液体を全身に被り自職場へ避難し

た。 その後、目の痛み、気分が悪くなった。

66 30209 2 1～9

2017 7 16~17

保育施設の調理場で、茹でた食材が入っている鍋を持って移動し

たところ、床が油や水で濡れており転倒をした。 これにより、

左腕全体、ひざ、背部・胸部の一部に熱傷を負った。

20 140201 4
30～

49

2017 7 15~16

宴会調理メインキッチンにて、ホテル内各レストランに用意する

味噌汁、コーンスープ、冷やしそばなどを準備していた際、ステ

ンレスの寸胴鍋に20?ほどスープ類が入った20kg前後になるも

の、ステンレスの寸胴鍋に10?ほどスープ類が入った15kg前後に

なるもの、40袋分（1袋230g入り乾麺）のそばを大鍋で茹でる際

のざるなどを床から約1mの作業台や床から約1.2mの高さの台車

31 110101 6

1000

～

9999



に複数回持ち上げたり運んだりすることで背中を痛めた。 当日

は傷みが続いていたが終業時間まで就労した。 翌日は朝は就労

したが痛みがあった。

2017 7 13~14

プリントエリアにて、運搬用のパレットを積み上げようとした

際、積載済みのパレットに引っかかり、バランスを崩した。 そ

の時、パレットが左足に落下し、負傷した。

45 170202 4
300～

499

2017 7 23~24

勤務先である居酒屋で締め作業の一つとして、フライヤーの清掃

を行っていた。 その際、右手の力が抜けてしまいバランスを崩

し、油を浴びた。

21 140201 11
10～

29

2017 7 17~18

当施設（療護園）内の会議室で会議テーブルを片付けていて、そ

のテーブルの脚接続部分が故障していることを知らずに、脚が折

りたたまれたままテーブルを移動しようとテーブル面を持ち上げ

た時に、折りたたんである脚が急に広がり接続部分にあった右手

中指の爪を剥がしてしまった。

26 130201 7
10～

29

2017 7 12~13

1階食品レジにて、精算業務中、隣のレジで精算していたお客様

の子供がついたてを倒す。 左手で押さえようとして、体を捻っ

たとき左側腰から背中を痛める。

36 80209 5
100～

299

2017 7 11~12

パン工房で菓子パンを焼いている時、冷めている天板だと思い、

生地を載せ焼こうと両手（素手）で持ち上げたが、熱い天板だっ

たため、両手掌の親指、人差し指の根本付近を火傷してしまっ

た。

56 130201 11
50～

99

2017 7 15~16

施設の入居者とのお茶の準備を済ませ介護スタッフ用に置かれて

いる丸椅子（パイプ椅子）に座ったが、座った瞬間丸椅子が不安

定となり、後ろにひっくり返り負傷した。 ソファにて休んでい

たが、傷みがひかなかった。

66 130201 2
10～

29

2017 7 9~10

店舗カウンター内で、事務所からカウンター内に移動するとき

に、折りたたみコンテナが倒れてきたのを避けきれず、躓いて転

倒した。

47 80209 4
10～

29



2017 7 9~10

出勤時（タイムカード打刻後）、仕事に入る準備中、当直人の

ベッドの足でつまずき左足膝を打撲、少し切れた状態となり、昼

頃までに大きく腫れた。 痛みがひどいため、昼過ぎに退勤をし

た。

67 80409 2 1～9

2017 7 8~9
1階1-2作業場にて、作業前に作業台の配置換えを行っている際

に、台と台の間に左手人差し指の先端を挟んでしまった。
46 10109 7

100～

299

2017 7 10~11

当社厨房の冷凍室で1m90cm位の棚から冷凍してある食品の箱を

取ろうとして手をかけたところ、3個重ねてあった箱が右足の上

に同時に落ちてきて被災した。

76 140201 4
10～

29

2017 7 16~17
高さ1m位の場所から後ろ向きに転倒して、下にあった鉄板の上

に落下し、頭部及び腰部を強打したもの。
46 150102 1 1～9

2017 7 15~16

病院地下リネン庫にて、2F放射線科分の病衣補充のため庫内に入

り、棚へ向かう際、カゴ（非固定）に立てかけてあった2つ折簡

易ベッドが背後から倒れて来て左足踵を直撃した。

64 130101 5
50～

99

2017 7 20~21

焼成工場加工室にて、マヨネーズの入ったトロ箱を持ち上げよう

とした際、無理な体勢であったため力が入らず、手が滑ってトロ

箱で胸を強打した。 もともと胸を痛めていたため、この事故に

より骨折に至った。

61 10104 3
300～

499

2017 7 17~18

店内にて閉店作業をしている時、はめ込み式の湯煎用の寸胴を洗

浄後、元の場所にはめ込む作業をしていた。 その際に、両手で

左右のひだ部分を持っていたが、手を滑らせ、右手を挟んでし

まった。

68 140201 7
50～

99

2017 7 16~17

園行事（夏まつり）のため、玄関ホールにて作業をしていたとこ

ろ、空になったウォータージャグを給食室に運ぶ際敷いてあった

ブルーシートにつまずき転倒し右肩を骨折した。

78 130201 2
30～

49

2017 7 14~15

宴会洗浄エリアの食器収納棚上に置いてあった番重を、踏み台を

使用せず無理な体勢で取ろうとした際に上部の番重が落下し額に 58 140101 4
500～

999



あたってしまった。

2017 7 0~1

ライン作業終了後、設備上（機械）の清掃をするためにステンレ

ス製の作業台（高さ30cm）を設備横にセット、その上に登っ

た。 その際、ペンキ仕立ての滑らかな床面に作業台が滑り、作

業者は体のバランスを崩し転倒。 転倒した際、左側背中を作業

台に打った。

56 170101 1
300～

499

2017 7 0~1

ライン作業終了後、設備上（機械）の清掃をするためにステンレ

ス製の作業台（高さ30cm）を設備横にセット、その上に登っ

た。 その際、ペンキ仕立ての滑らかな床面に作業台が滑り、作

業者は体のバランスを崩し転倒。 転倒した際、左側背中を作業

台に打った。

56 10109 1
100～

299

2017 7 6~7
当社工場内において、豚枝肉を吊しての解体作業中、誤ってナイ

フが滑り左前腕部に当たり負傷したもの。
35 10101 8

30～

49

2017 7 23~24

原料倉庫場にて、ラック三段目すきまより原料名を調べようとし

たところ、二段目パレット上の原料上に乗った。 ラック上にパ

レットが少ししか片方がかかっていなかったため自分の体重もか

かりパレットが傾き、被災者が下におちた。

22 10805 1
30～

49

2017 7 15~16

第二工場厨房にて熱湯を排水溝に流すため、熱湯を沸かした釜か

らプラスチック製バケツ（70?程度入るもの）に移した。 プラス

チック製バケツはコロがついたキャスターの上に乗っていたのだ

が、バケツを動かそうとした際、床のグリーチングにコロが引っ

かかり、その反動でバケツが倒れそうになった。 バケツは手で

押さえたのだが、熱湯がはね、はねた熱湯が両足の長靴の中に入

り、両足の甲・指に火傷を負った。

38 10109 11
50～

99

2017 7 16~17

原料場において、屋外から屋内に冷凍された原料を送り流す作業

を行っている際に、原料が入っていた空の袋の空気を抜くために

重心をかけた際にバランスをくずし、鉄製のカゴの角に左側の脇

腹を強打してしまい、負傷した。

62 10102 3
100～

299



2017 7 22~23

本社工場向け作業工程にて、リールの交換のため高い位置にあっ

た材料を、片足を上げてバランスをとりながら取ろうとした。

その時に、右側にバランスを崩して、転びそうになったため、体

を捻った時に足元のパレットに右膝をぶつけて負傷した。

62 170101 3
30～

49

2017 7 22~23

本社工場行程にてリール交換のため高い位置にあった材料（リー

ル）を片足を上げてバランスを取りながら取ろうとした。 その

時に右側にバランスを崩して、転びそうになったため体をひねっ

た時に足元のパレットに右膝をぶつけて負傷した。

62 11203 3
50～

99

2017 7 19~20

自家用車にて出勤、事業場敷地内の駐車場に駐車し降車、事業場

店舗に走って向かったところ、事業主が敷地内で飼っている犬を

犬小屋に繋いでいるリードに右足を引っかけ転倒し、左足を負傷

したもの。

47 140201 2 1～9

2017 7 16~17

製剤工場内の錠剤自動選別機切替最終確認で、自動選別機の精度

確認をするため機械の正面に移動しようと体勢を変えた際、自動

選別機とプリンターを繋いでいる配線（コード）に右足が引っか

かり、その場に転倒した。 転倒の際、両手を床についたもの

の、右手に体重が掛かり手首をひねった。

59 10803 2
300～

499

2017 7 17~18

キッチン内にて高温のラーメンスープを冷まそうと、スープの

入った片手鍋を電子調理器に置いておいた。 その調理器の前を

本人が通った時、鍋の取っ手と左腕が当たり鍋がひっくり返り、

高温のスープが本人の足首、右膝、右太肢部にかかり負傷したも

のである。

31 140201 11
50～

99

2017 7 14~15

児童をプールにて遊ばせているのを監視していた際、地面に敷い

てあるビニールシートにて足を滑らせて、しりもちをつき腰を負

傷した。

65 170209 2
10～

29

2017 7 13~14

倉庫から農業用ハウスに肥料を運んでいる時に、通路にひいてあ

るビニールシートが雨で濡れていて、滑って転倒した。 その際

に手をひねりトイレの壁に強くぶつけた。 尚、肥料の重量は約
54 60101 2

10～

29



10kgだった。

2017 7 8~9

倉庫地内に於いて、レッカー車から切り離した被牽引車両の前部

から、連結部品（アタッチメント）を取り外そうとした際、当該

部品が左手親指上に落下し負傷したもの。

45 80202 4
30～

49

2017 7 16~17
トラックの荷台から地面に降りる際地面に置いてあったレバーブ

ロック上に誤って降りたため足をひねり骨折した。
41 40301 3

100～

299

2017 7 18~19

CVT加工ラインでの作業終了時、スポットクーラーに溜まった排

水（ドレン水、ポリタンク18?入）を廃棄した後、作業場に戻ろ

うとした際に足ふきマットが滑り、ポリタンクを持ったまま後方

に転倒した際に右手首を骨折したもの。

53 170101 2
100～

299

2017 7 18~19

CVT加工ラインでの作業終了時、スポットクーラーに溜まった排

水（ドレン水、ポリタンク18?入）を廃棄した後、作業場に戻ろ

うとした際に足ふきマットが滑り、ポリタンクを持ったまま後方

に転倒した際に右手首を骨折したもの。

53 11502 2
100～

299

2017 7 15~16

化粧品製造現場において商品を箱に梱包し、定量を箱に入れてプ

ラスチックパレットへ積む作業をしていた。 パレットに箱を積

んだ後、梱包場所へ戻る際、通路脇に置いてあった別のパレット

の角に右足くるぶしを打撲負傷した。 右足をパレットにぶつけ

た時、右足膝を捻り捻挫負傷した。

38 10899 3
100～

299

2017 7 13~14
工場内にて、団子の生地の入ったタライ（50kg超）を持ちあげ

たところ、腰と背中に痛みを感じた。
28 10104 19

10～

29

2017 7 14~15

ドリンクカウンター内に於いてドリンクを作成中ビール用ガスボ

ンベに接触し、ガスボンベが倒れ、左足小指に当たり、骨折し

た。

22 140201 4
50～

99

2017 7 7~8

倉庫内にて配送商品を車両に積み込み作業中、空パレットをホー

ム上の仮置き場に積み重ねる際、4枚目の空パレットを積み上げ

ようとしたところパレットが上まで持ち上がらず垂直に落下、側
53 40301 4

50～

99



面の角が右足の甲に当たり骨折、及び裂傷となった。

2017 7 11~12

グループホーム内のエアコンのフィルターを外して掃除をし取り

付けるために丸イスに乗り作業をしていたところ、誤って転倒し

床に右ひじを強打する。

59 130201 1
50～

99

2017 7 10~11

ブリュレ（表面をキャラメル状に焼くプリン）をバーナーで焼

き、所定の場所にバーナーを戻したところ、近くにあったプラス

チック製の洗濯干しが僅かのこったバーナーの火で溶けたため、

あわてて右手で持ち上げたところ、溶けたプラスチックが右手首

に落ち火傷をしてしまった。

34 80209 11
10～

29

2017 7 18~19
2段積みされているエアコン室外機（54kg）の上段を一人で持ち

上げた際、パレットの隙間に足をとられて転倒。
31 40301 2

50～

99

2017 7 10~11
厨房において、じゃがいもを包丁にてカット中、左手小指と接触

し、切傷。
63 130201 8

30～

49

2017 7 8~9

当社の倉庫で、今日の作業には特に必要のないロープで固定して

いた建設機械を触っていたとき、突然ロープが切れて機械が落ち

て来たため、頚のうしろにあたり、転倒した。

29 30309 4 1～9

2017 7 13~14

一番大きいサイズのまな板を保管庫から取り出す際に手を滑らせ

落下する前にキャッチした時、まな板の重みで左肩を脱臼。 ま

な板保管庫から、右手で重さ約2.5kg左手で約4.8kgのまな板を片

手で取り出し、保管庫横の調理台にまず右手で持っていたまな板

をのせた。 その後、左手に持っていたまな板を調理台にのせる

ために腕をふり上げた際にまな板の重みで左肩を脱臼。

43 80209 19
10～

29

2017 7 9~10

厨房内の洗浄室において、トレイの洗浄中、洗い用のシンクから

すすぎ用のシンクへトレイを移そうとしたところ、15枚程重ねて

いた別のトレイに当たり、バランスを崩し足の甲に落下し、受傷

した。

72 130101 4
300～

499

構内にて、荷物積込後シート掛けの際、荷物上部で畳んである



2017 7 11~12

シートを広げようと、片側を広げた時に広げた方のシート重みに

より、シートがずり落ちそうになり、足で押さえようとしたが、

止まらず体ごと持って行かれ転落。 落下時にシートを手で掴ん

だ事で足から着地したが、右足踵部を骨折した。

31 40301 1
10～

29

2017 7 10~11
キッチンで玉ねぎを切っている際に誤って左手薬指を切傷したも

の。
17 140201 8

10～

29

2017 7 13~14

当ゴルフ場でのキャディ業務中、17番ホールのグリーン上でお客

様のボールを拭くためしゃがんでいたところ、後続のお客様が16

番ホールから打ったティーショットが大きく右方向に飛び、被災

者の右腕を直撃して負傷した。

49 140301 4
50～

99

2017 7 10~11
工場内において座って加工の作業を行っている最中に、椅子が

滑って転倒し、腰椎及び骨盤を打撲した。
58 10309 2

30～

49

2017 7 10~11

2Fトイレ内で用を足した後、トイレ用スリッパを脱ぎ、体を屈め

てスリッパを揃えた後、立ち上がる際にバランスを崩し転倒し

た。 その際、手洗いの陶器製のシンクに右目をぶつけ負傷し

た。

54 170101 3
100～

299

2017 7 10~11

事業所厨房で焼きそばの調理中に麺の入ったトレイを運ぼうとし

た際、トレイのバランスが崩れたので、倒れないように踏ん張っ

たところ、左足首をひねった。 当日はそのまま帰宅し、翌日も

シフト通り出勤したが、痛みが酷くなったため、早退した。

翌々日になっても痛みがひかなかった。骨折と診断された。

64 140209 19 1～9

2017 7 7~8

製品納入先で、荷卸しが終わり、荷台の上で片づけをしていた

ら、荷台の上に置いていたパレットに気がつかず、パレットに足

がつまずき転倒して、左肘、左脇腹、腰を強打した。

37 40301 2
10～

29

2017 7 14~15
商品管理口で一人で納品を片付けているときに、パレットを倒そ

うとして足の上に落ちた。
32 80209 4

50～

99

厨房に出ていた鍋を洗い場に移動させる際、鍋の取手を持ったと
30～



2017 7 19~20 ころ、片方だけ熱くなっていたので、取っ手を持った左手（人差

し指・中指・薬指）を火傷した。

63 140101 11
49

2017 7 14~15
荷物を搬入作業中に台車を押していたら壁側に立てかけていた樹

脂のパレットに接触して倒れて左足の甲に落ちた。
31 40309 5

10～

29

2017 7 11~12
ベーストレイ2枚重ねをコンベア上を移動させた時に、上下がず

れて小指を枠の間で挟んだ。 治療した。
65 11209 7

10～

29

2017 7 16~17

店の看板の壁掛け設置をしていて、イスに乗って作業していたた

めイスの上でバランスを崩し、看板をかばって床に転落、その際

手をついたため、腕を骨折したもの。 【対策】安易にせず、脚

立等を使い、足場を固定するよう改善する。

58 80209 1 1～9

2017 7 10~11

1階廊下で、外の洗濯機置き場から室内（廊下）に戻ろうとした

ときに幼児用プールがあったため、避けようとしてバランスを崩

し、そばにあったウレタン積み木の角で肘を強打する。 痛みと

肘の凹みがあった。

57 130201 3
30～

49

2017 7 18~19

冷蔵庫棟の庫内で出庫作業の際、高所作業では安全防具を付け作

業するところ、2段目の低い位置に出庫商品があったため、安全

帯を着用しない状態で、フォークリフトでパレットを50cm位の

高さまで上げ、そのパレットの上に乗り、在庫品から商品を掴み

パレットに移そうとしたところ、体勢を崩し落下転倒した。 そ

の際、左足踵から落ち、右腕をパレットで打ったが痛みが小さ

かったため作業を継続した。

43 40301 1
30～

49

2017 7 16~17

施行中、下がってきた器を片付けている時、器が入った重い番重

で指を挟み、紫色に腫れていた。 骨にヒビが入っていると診断

された。

25 140309 7
10～

29

2017 7 12~13

青果加工場において被災者が売店の商品在庫の有無を確認するた

め売場へ移動する際、加工台の横に荷物を積んだコンテナにつま

ずき転倒した。 誤って左肘を床につき、骨折した。

58 80209 2
50～

99



2017 7 17~18

会社の倉庫に置いたトラックの上でパレットを積んでいるとき

に、パレットが何かのはずみで跳ね返り、パレットとパレットの

間に足が挟まり転倒し、左足じん帯を損傷した。 その後の診断

で骨折が判明した。

51 30199 3
10～

29

2017 7 14~15

被災者は、使用済みパレットを第3工場から第1工場へ移動する準

備のため、1枚ずつ積み重ねる作業をしていた。 既に3枚平積み

されたパレットの上に4枚目を重ねようとしており、そのパレッ

ト（縦1100＊横1100＊高さ150mm、重さ24kg）を立て、平積

みの3枚のパレット（高さ450mm）に斜めに立てかけた後、パ

レットの下の部分を持ち上げながら滑らせるように重ねようとし

ていた。 その際、上面にあるくぼみ部分に指をいれて持ち上げ

たところ、指が滑り左足甲に落下させ被災した。

45 10102 4
100～

299

2017 7 13~14

サプライ施設内の調理室にて、回転炒め機を操作中に、蓋を棚か

ら取ろうとした際、蓋が2枚重ねになっているのに気がつかず、

下に重ねてあった蓋がずれて左足の甲に落下し、負傷した。

54 10109 4 ―

2017 7 9~10

就業している工場内において、パレットの移動中に、手を滑らせ

パレットが転倒した。 その際、右足甲がパレットへ接触し、打

撲した。

34 170101 6
100～

299

2017 7 9~10

就業している工場内において、パレットの移動中に、手を滑らせ

パレットが転倒した。 その際、右足甲がパレットへ接触し、打

撲した。

34 10109 4
50～

99

2017 7 10~11

深さ25mの立坑内にある人孔築造工事の現場にて2人で測量中、

被災者も測量作業のために梯子を降り現場に向かっていた。 約

10m地点の4段目踊り場にて、安全帯から安全ブロックを取り外

す際にめまいを起こし、安全ブロックのワイヤーが首に巻き付き

擦れるように外れた。

40 30199 8
10～

29

2017 7 9~10

事業所病院内において、オムツカートを同僚1名と共に押して歩

いていたところ、誤って、カートに足を引っかけて転倒した。 58 130101 2
100～



転倒する際、右足を捻り、右大腿部を負傷した。
299

2017 7 9~10

処分場法面工事場において、吹付前準備作業（スペーサ・水板パ

イプ・目地材設置）の際、親綱にロリップを取り付け、法面（法

長5m）に下りようとした。 法肩から1m位下がった時に親綱が

外れ、墜落した。 腰椎圧迫骨折・骨盤にひびが入った。

34 30199 1
10～

29

2017 7 10~11

豚の放血がきちんとできているかを確認するため、頭落とし作業

をしている従業者の左側（次工程とのスペース）に立ち、頭落と

し後の豚の胸を開いて確認しようとしたところ、被災者の右側で

頭落としをしていた従業者のナイフが被災者の右腕に当たり切創

した。

62 10101 8
50～

99

2017 7 10~11

建物内部でコンクリートの壁をエアカッターでカットする作業

中、後ろに気配を感じて振り向いた際、誤ってエアカッターのハ

ンドルから右手が離れ、左手だけでエアカッターを支える状態と

なった。 このとき、エアカッターの刃が右手首に当たり、受傷

した。

38 30201 8 1～9

2017 7 8～9

出勤して清掃作業に取りかかるため右手でハンディクリーナーを

持ち、階段を上がろうとしたところハンディクリーナーの装着部

分が何らかの形で外れてバッテリーが落下し左足親指の付け根に

落ちた。

72 150101 4
300～

499

2017 7
17～

18

新築工事現場での警備業務中、鉄製の出入口ゲートを閉めていた

時につまずき、ゲートについているＵ字型フックに右上腕内側を

ひっかけ切創受傷し、14針を縫うこととなった。

54 170201 8
10～

29

2017 7 7～8

ほたて桁網漁業操業中において八尺を曳き終えて漁獲物を船上へ

下ろす作業中八尺が振られて抑えようとした際に八尺と船体の間

に左手を挟み痛みと同時にとっさに手を引いたが左手薬指を2㎝

程裂傷した。

26 70201 7
50～

99

車両じゅうたん清掃に使用するポリッシャー（約20㎏）を運搬



2017 7 8～9
中、階段を降りるためヘッド部分を両手で持ち上げた時、腰に痛

みが走ったため、係長へ連絡し係長次長と共に詰所へ戻ったが、

痛みが取れないため整形外科を受診した。

33 150109 19
100～

299

2017 7 7～8

定置網の積み込み作業中、網に右手を取られ捻った状態となり負

傷した。 当初は大したことがないと思っていたが、翌日患部が

腫れ上がり痛みも伴っていたため、病院で診察を受けた。

40 70209 7
10～

29

2017 7
10～

11

加工場内に於いて加工した肉をつかんだ際、下にナイフがあるこ

とに気づかず右手薬指第一関節を切った。
79 10101 8

10～

29

2017 7
17～

18

ゴルフ場東コース8番ホールでお客様がボールを打った際、見通

しが悪く前組のお客様がいないかの確認の為左斜め20m前方で待

機をしていたところ、お客様の打ったボールが逆シャンクし避け

きれずに右肩に当たった。 そのまま勤務を続けシップを貼れば

大丈夫だと思い業務終了後そのまま帰宅した。

49 140301 4
50～

99

2017 7
13～

14

航空コンテナをトラックに積載後、固定作業中、荷台上でラッシ

ングベルトに右足を引っかけ転倒しそうになり、咄嗟にアオリと

コンテナを手で押さえ踏ん張ったところ、転倒は防げたが引っか

けた右足をそのままひねり、右足関節外果不全骨折・右足関節捻

挫を負った。

49 40301 19
50～

99

2017 7 7～8

沖合のホタテガイ養殖施設内で施設のロープを張りなおす作業中

に、船体に固定していたハッカーが外れ、そのハッカー及びロー

プが乗組員二人に直撃し負傷したものである。

54 70201 4 1～9

2017 7
21～

22

カウンター席の後ろを通り料理を運んだ際、扇風機のコードに足

を引っかけ、その足を地面についた際に捻った。
58 140209 3 1～9

2017 7
19～

20

翌日葬儀で使用する会場を準備中、6人掛け折りたたみ円卓を開

く作業をしていたが、声掛けと円卓を開けるタイミングが合わず

円卓が倒れ被災者の左足を強打し、激痛があった。

67 80209 6 1～9

工場の冷凍庫内で肉（10㎏）入りバット（入れ物）を目線高さに



2017 7
16～

17

重ねてあったバットの上に載せようとしたらきちんと載せきれな

くて持ち上げたバットが落ちてきた。 そのバットを受け止めよ

うとしたが、そのバットでバランスを崩し転んだ。 その拍子に

コンクリート床に右手を付いた。

65 10101 4
10～

29

2017 7
19～

20

ホール接客業務中、出来あがったラーメンを運ぼうとした際、2

個同時に持とうとした所、バランスを崩し、ラーメンの汁がこぼ

れて腹部にかかった。 すぐに冷やしたが皮ふは赤くなり水ぶく

れができ、破けてしまった。

68 140201 11 1～9

2017 7
10～

11

冷蔵庫内においてクレートに入ったヨーグルトをパレットの上に

積もうとした時、左足をパレットとパレットの間に挟んでしまい

反動で右肩を積んであるクレートにぶつけ負傷した。 当日はた

いした事はないと思い医療機関にかからなかったが、後日痛みが

酷くなり整骨院に行った。

59 10101 3
30～

49

2017 7
9～

10

工場内から外へ浮子網を運び出す作業中、ブルーシートに足を滑

らせ右膝をつき皿が割れた。 一人当たり5~6mで15㎏の重さであ

る。

80 10309 2
10～

29

2017 7
19～

20

取引先指定場所において、荷積めの作業中、荷積みの為のフック

をしっかりとかけていなかった為外れ、そのはずみでトラックか

らあおむけに転落し、腰、右足を強打し、負傷した。

48 40301 1
10～

29

2017 7
16～

17

倉庫保管の為、ダンボール梱包された製品7箱をパレットに積

み、荷崩れ防止用のラップ巻き作業を行なっていたときに、隣の

パレットと隙間が狭く、パレットの隙間に足を挟み、体勢を崩し

て転倒した。 転倒時に両手でラップの芯を保持していたため、

右手の拳で床をパンチする格好となり、右手中指、薬指を負傷し

た。 倉庫は派遣先2名、派遣元2名の計4名で管理しているもの

で、倉庫の管理は事務所で行っている。

50 11401 2
100～

299

2017 7
12～

トラック荷台をあけて物を載せようとしたときに、シートのゴム

が箒に絡まって、シートを引っ張った際に箒が飛んできて、箒の 32 30202 4 1～9



13
柄の部分が右眼球に当たって負傷した。

2017 7
16～

17

派遣先において、商品が積まれたパレットへのラップ巻き作業

中、最後に製品の上を覆うため隣のパレットとの間を通った際、

パレットの穴（フォークリフトの爪を差す部分）に右足が引っ掛

かり転倒した。 その際、ラップの芯を握ったまま右手から床に

倒れたため、右手中指と環指の第二関節辺りを負傷した。 被災

当日は、痛みが治まると判断し様子を見たが、痛みが悪化した。

50 170101 2
100～

299

2017 7
11～

12

店舗農産作業場から店内売場に入るスイングドア付近において、

売場点検の際、店内に入ろうとしたところ、床に敷いてあるマッ

トの端が浮いていたため、右足つま先がマットに引っ掛かり、右

腕から前方に転倒し、右胸を床に打ち負傷した。

58 80209 2
100～

299

2017 7 5～6

規制撤去終了後、荷降ろし場（現場専用駐車帯）にて、規制材を

ロープで結束しているときにロープの結わきが甘く、引っ張った

ときにロープが解け、そのはずみで尻もちをつき転倒した。

引っ張った際、手が胸に当たり、打撲を負った。

22 170201 2
30～

49

2017 7
9～

10

店のキッチンカウンターで業務をしている際、棚から鍋が落ちて

きて、右手薬指と小指の辺りに当たり負傷した。
50 140309 4

30～

49

2017 7 7～8

派遣先にて、入り口背後から番重をのせる台車が積んであるカー

トを移動させていたところ、入り口の下駄箱付近で長靴に履き替

えようとしていた被災者とすれ違った。 その際、地面に段差が

あったためカートが斜めに傾き、台車が崩れ、被災者の臀部に落

下した。

76 170101 5
300～

499

2017 7
9～

10

顧客先ホテルで、ランドリーバック（使用済のシーツ・タオル、

約15㎏）を台車に積む際、腰を捻った際に軽い痛みがあった。

また、負傷当日に別の顧客先で、作業服置場のハンガーラックの

ハンガーに掛かっている白衣・ズボン（約40着）を横にずらして

空スペースを作ろうと腰を捻ったところ、腰に強い痛みが生じ

47 11703 19
100～

299



た。

2017 7
10～

11

3階宴会クローク入口の作業用テーブルを設置の際、テーブルを

持ち上げて起こすときに、腰を痛めた。
63 140209 19

50～

99

2017 7
13～

14

個人宅新築工事において、脚立の上に足場を組んで天井の下地作

り作業中、エアー釘打機を誤って指に打ち込み負傷した。
47 30202 8

10～

29

2017 7
22～

23

当事業場の厨房内で、フライヤーの締め作業のため、高温の油を

抜いていたとき、その油が入った容器を動かそうとした際に手が

滑り、油が手と顔にはねた。

20 140201 11
10～

29

2017 7
19～

20

店舗内洗い場で、グラスジョッキを洗浄中に、ジョッキをまとめ

て持とうとしたところ、ジョッキが割れて親指付け根を切った。
48 140201 8

10～

29

2017 7
16～

17

女子更衣室の中で立ち上がろうとしたとき、マットがずれて、そ

のマットに躓き転倒し、肩と首を打った。
50 80209 2

50～

99

2017 7
9～

10

自社資材センター内において、ストックヤードに2t車の荷台から

積荷（足場資材）を荷下ろし作業中に、籠パレットの上からバラ

ンスを崩し、転倒しかけて着地した際、全体重が左足にかかり、

左膝の半月板を損傷した。

35 30201 3
10～

29

2017 7
20～

21

機内清掃作業中、ストウェージビンにあったブランケットを回収

しようとした。 しかし手が届かなかったので、座席上に立ち回

収しようとしたところバランスを崩してしまい、着地した際に左

足首付近を捻挫した。

24 150101 19
100～

299

2017 7
10～

11

コンプレッサー等の部品を4tトラックで引き取りに行き、荷台に

コンプレッサー等の部品を積んで帰路の途上、荷締めが悪いこと

に気づき、車を道路に止め細いロープを使用して荷締めをしてい

た。 その際、ロープが何かの角等に触れて切れてしまったた

め、反動で転倒し、左手を地面につき左手首を痛めた。

59 40301 2
10～

29

2017 7
13～

調理場にて玉ネギの芯をペティナイフで切り取る作業中、着けて

いたビニールグローブが濡れている状態にあり、誤って玉ネギを
20 140101 8

300～



14 持っていた右手の親指の根元に左手のナイフが刺さる形となり、

屈筋腱断裂となる。

499

2017 7
10～

11

1番線（下りホーム）で、電動車イスご利用のお客様を列車に乗

車させるため、被災者が乗降用スロープを装着していた。 付き

添いの女性が装着途中のスロープの上に乗ってしまい、左手首と

右四指をスロープとホームの間に挟まれ負傷した。

19 40101 7
100～

299

2017 7
9～

10

マシンルームにてシステム接続試験作業をしようと、コンソール

（コンピュータの制御卓）前に座ろうとし、折りたたみ椅子の用

意をしたが、椅子が完全に開く前に腰掛けてしまい、右手薬指第

一関節を負傷した。（断裂）

27 170202 7
300～

499

2017 7
9～

10

病棟の病室内で患者1名のオムツ交換を終了して動こうとしたと

ころ、その患者のバルーンカテーテルバッグの紐が足首に絡んで

いた。 歩こうとした際に気付いたが転倒し、別の患者のベッド

ボードにぶつかり、床に転倒して左肩を強打した。

53 130101 2
100～

299

2017 7
18～

19

当社調理場で、業務用の大きな缶の蓋を開けようとし、小指を

切ってしまった。
43 140201 8 1～9

2017 7
10～

11

有料老人ホーム居室にて、居室内を歩いて移動しているとき、

ベッドの角に左足薬指をぶつけてしまい、だんだんと腫れてきて

歩行困難となった。

43 130201 3
50～

99

2017 7 8～9

事業所内で、高さ約50～60㎝の折り畳み椅子にのって、棚の上

にあるセロハンテープを取ろうとしたときに足を踏み外し、勢い

よく床に着地し、腰がグキッとなり負傷した。

30 130109 1 1～9

2017 7
16～

17

当社は請負業者であり、本人は請負先（顧客）である支店に警備

庶務員として勤務していた。 銀行最終点検時に、駐車場の

チェーンに躓き、業務災害となったものである。 業務終了後に

病院を受診し、右顔面打撲と診断された。

62 170201 2
500～

999

病院で勤務中に、病室でベッドの位置を調整しているときに、



2017 7
19～

20

ベット頭に掛けてあった酸素ボンベを外し、壁際の床に立てて置

いた。 位置調整を終了し、ボンベを取るため振り向いたとき、

ボンベが左足親指に倒れてきた。

55 170101 6
300～

499

2017 7
12～

13

終業の作業中躓き、鮮魚のネタケースに手をついた際にケースが

割れた。 その際、ガラス片が右手の小指の神経を切断した。
25 140201 3

10～

29

2017 7
10～

11

当社介護付有料老人ホーム1階入浴室にて、派遣従業員が入居者

の入浴介助（中介助）についていたとき、次に入浴する方のため

に浴室用チェアを洗い移動しようとした際、後方部に付いている

金具部分に右足第4指を強打し負傷した。

35 170101 3
100～

299

2017 7
11～

12

客室前で扉を開け、しゃがんでドアストッパーを置いて立ち上が

ろうとした際、閉まって来た扉のドアノブに頭をぶつけ、バラン

スを崩して後方に転倒し、床に右手をつき受傷した。

60 150101 2
100～

299

2017 7
15～

16

昼営業を終え、テーブル（幅90㎝、奥行90㎝、高さ72㎝）を定

位置へ片付けようと両手で持ち上げ運搬していたとき、腰がギ

クッとなり痛めた。

62 140101 19
300～

499

2017 7
11～

12

構内5階職場にてロット確認作業のため、パレットラックの間か

ら反対側へ回り込み、身体を反転したときに、左足がパレット

ラックの隙間に挟まり、バランスを崩して転倒した。

53 40301 2
100～

299

2017 7 8～9

利用者を追いかけていた際、目の前に椅子があったため、中腰で

椅子をどかそうとした際に腰に痛みがはしり、そのまま立てずに

しゃがみこんだ。

45 170101 19
10～

29

2017 7 3～4
店舗バックヤードにて酢を運んでいたとき、床のマットがめくれ

上がっている部分で転倒し、左足の膝に骨折を負った。
63 140201 2

100～

299

2017 7
17～

18

勤務するマンションの敷地内共用施設で、長机（長さ1.8m、高

さ70㎝）1台を1人で運んでいた際、机の脚のキャスターが経年

劣化のため勝手にロックがかかり、机が転倒しそうになり、それ

を防ごうとしたところ、机の角が左脚ふくらはぎを直撃した。
66 150101 6

1000

～

9999



被災日当日は何ともなかったが、日が経過するごとに内出血と腫

れがひどくなった。

2017 7
16～

17

営業所より退勤時、玄関で土足に履き替える際、スノコ（高さ約

4㎝）の端から左足を踏み外し負傷した。
56 40301 19

50～

99

2017 7
15～

16

倉庫出入口にて、宴会場の準備のために90㎝円卓用のワゴンを運

び出していたところ、倉庫のドア部分の段差により、ワゴン内で

円卓が片寄り、ワゴンの取っ手と円卓脚金具の間に右手を挟み負

傷した。

52 140201 7
100～

299

2017 7
16～

17

施設内（厨房外）のグリストラップを掃除中、立て掛けていた鉄

製の蓋が倒れ、指が挟まり骨折した。
32 80209 5 1～9

2017 7
14～

15

工場内において製缶作業中、取付位置確認のために覗き込んだと

き、目の前にある締め付け用バイスのハンドルの片端に左目を打

ちつけ負傷した。 診察の結果、左目に裂傷等があるとのこと

で、出血が止まるまで1週間安静を要することとなった。

43 11209 3
30～

49

2017 7
12～

13

給食を食べるときは、1つの保育室を高月齢と低月齢に分けるた

め棚で仕切りを作っており、入口手前の高月齢担当で、奥の低月

齢側にある水道でおしぼりを濡らし、仕切りとなっている棚の脇

を通ろうとしたところ、棚の底面の角に左足小指をぶつけた。

棚の底以外は子供用のガードが付けてあったが底面にはなく、他

の職員が早くに食べ終った子供の布団を準備するため棚を動かし

ており、通常時より通れる幅が狭くなっていた。

23 130201 3
10～

29

2017 7
9～

10

共選所にて、きゅうりの共選所作業中、箱（5㎏入）3個をパレッ

トから検査台に移す際、後ろ向きに歩いてパレットから下りると

きに、タイミングを誤り、仰向けに転倒した。 後ろに下がった

ためにパレットの端が分からず、右足をコンクリートまで踏み抜

き、その段差でバランスを崩し、仰向けに転倒したものである。

69 80109 2 1～9

2017 7 8～9

出入口の清掃中、場所を移動するため掃除機の電源コードを引き

抜いたとき、足元のコードに絡まり、体勢を崩し転倒し、左足の 55 150101 2
500～



小指を骨折した。
999

2017 7
17～

18

施設内にて苺の栽培ベンチ（約12㎏）を運ぼうとし、持ち上げよ

うとしたとき、持ち上げきれずに落としてしまった。 落ちる際

に右足膝下辺りに当たり、帰宅後、徐々に痺れが出始め、さらに

痛みが酷くなった。

21 60101 4 1～9

2017 7
14～

15

トイレに入ろうとして、スリッパの上で滑り転倒した。 その

後、他の人がトイレに入ろうとしたときに発見し、救急搬送され

た。

56 130201 2
30～

49

2017 7
15～

16

タコ焼きラインの生産が終了し、フライパンを清掃するために2

人で持ち、下に降ろすときに被災者側に落ち、足の甲を負傷し

た。 負傷時は痛みも少なく、終業時間まで通常通りの業務をし

たが、夜から足が腫れ、痛みが強くなった。

61 170209 4
100～

299

2017 7
12～

13

食品製造に関わる作業のため、当初より手袋を着用して業務にあ

たっていたが、仕事を始めてから2週間程経過した頃より、両手

の甲の部分に湿疹が出始めた。 最近になり、症状が進行し広範

囲になったため、休業に至った。

47 170101 90
30～

49

2017 7
16～

17

支店内倉庫において、通常業務である商品の整頓作業を行ってい

た。 商品が入った2㎏程のダンボール箱を持ち出すときに、勢い

よく運んでしまい、商品を持っていたため足元が見えづらかった

ことと、靴のかかとを踏んで履いていたこともあり、所定位置に

30㎝程度積み重ねていた空きパレット2段に躓き、足元がぐらつ

き転倒した。 その際、パレットの角で右太もも付け根を打った

ことにより、右大腿骨頸部を骨折した。

36 80109 2
50～

99

2017 7
10～

11

製品グループ作業場で、返品されたフィルム残紙が残った鉄芯の

フィルムを、架台上でカッターナイフを使用して切っていたと

き、誤って左手親指の付け根を切創し、腱を損傷した。

40 10802 8
300～

499

23～
厨房内洗い場で洗い物をしている最中、シンクの水に浸かってい

30～



2017 7
24

たスープの碗を手に取り、スープ碗の縁を指で触ったときにスー

プ碗が割れ、右手親指を切傷した。

47 140201 8
49

2017 7
16～

17

鮮魚売場にて、バックヤードから店内に出たとき、床に敷いて

あったマットに躓き転倒した。 その際、両手に商品を持ってい

たため、左足と顔面左側を打ちつけた。

64 80209 2
50～

99

2017 7
14～

15

本社冷蔵庫荷捌場にて、冷凍魚の選別作業中、同僚に呼ばれたた

め移動しようと、手鉤を持った右手を振ったとき、付近に置いて

あった鉄製のパレットの突起物に右手をこすって負傷した。

34 80109 8
30～

49

2017 7 4～5

バイクで朝刊配達中、新聞をポストに入れ、バイクに戻るときに

ステンレスの鎖（チェーン）を跨いだつもりが、右足に引っ掛か

り、絡んで負傷した。

56 80205 2
100～

299

2017 7
15～

16

スライサーで食材をスライス中、スライサーの刃で右手中指の甲

側を切った。
64 140101 8

50～

99

2017 7
14～

15

作業場洗いシンクで、13枚重なっている状態のオーブン用鉄板を

持ち上げようとしたとき、上7段目辺りでうまく重ならず、指が

入る隙間ができ、右手中指を挟んでしまい、指先を打撲し、指神

経創傷を負った。

32 80201 7
300～

499

2017 7
11～

12

トラック荷台の荷物の傾きを直そうとしたとき、誤って右手中指

を挟んでしまい負傷した。
57 30202 7 1～9

2017 7
17～

18

従業員駐車場からバックルームに入る外の通路で、カゴ車留めの

チェーンを跨ごうとして、チェーンに足が引っかかって転び、右

膝を打った。

65 80209 2
100～

299

2017 7
15～

16

病院屋上の洗濯物干し場で、洗濯物を取り込む際、強風にあおら

れた大判タオルに右足が引っ掛かり転倒し、右足小指を骨折し

た。

60 170101 2
100～

299

2017 7
15～

16

病院屋上の洗濯物干し場で、洗濯物を取り込む際、強風にあおら

れた大判タオルに右足が引っ掛かり転倒し、右足小指を骨折し 60 170209 2
50～

99



た。

2017 7
16～

17

チルド庫ピック・トゥ・パレット出庫口から出てきた空パレット

1枚を、手で引き立てようと持ち上げたとき、手を滑らせパレッ

トが落下し、足先が挟まれてしまった。

39 50101 4
100～

299

2017 7
14～

15

精肉惣菜加工室前の通路にて、原料入りクレートを運搬中に扉

ガードに躓き、バランスが崩れて倒れて来たクレートと壁の間に

挟まれ、右手を負傷した。

49 10101 7
100～

299

2017 7
16～

17

作業場にて、かぼちゃカッターの汚れをふき取ろうとしたとき、

刃に触れ、右手人差し指を深く切った。
58 80201 8

300～

499

2017 7
10～

11

園児がFRP製のプールに入っていたとき、滑ってバランスを崩し

倒れそうになったので、助けようと手を伸ばしたときに、自分も

バランスを崩してプールの枠に脇が当たり、肋骨辺りを強打し

た。

59 120109 3
30～

49

2017 7
15～

16

成形機の段取作業中、コードが当該機械に引っ掛かっていること

に気が付いた。 そこで空箱の上に乗って手で除去しようとした

ところ、空箱がひっくり返り、転倒して負傷した。

47 10805 1
30～

49

2017 7
14～

15

網揚げ作業中、ロープが本来通過する場所をはずれ、その反動に

より、ロープが右肩を強打した。 1m程飛ばされたあとも、首に

ロープが接触したまま、しばらく網揚げが続いてしまったため、

首も負傷した。 帰港後、直ちに病院へ行き検査したところ、左

手首の怪我も判明した。

51 70201 6 1～9

2017 7
18～

19

店内キッチンで、ナスをスライス中に手を滑らし、右手中指を

カットしてしまい受傷した。
25 140201 8

10～

29

2017 7
22～

23

片付け作業のため、手前の食器が置いてあるテーブルの先のホテ

ルパン（2段に積まれており、その中にスクレイパーが入ってい

た）を取ろうと左腕を伸ばしたとき、ホテルパンが隣の餃子機に

引っ掛かり、その勢いでスクレイパーが飛び出し、左手中指と薬

21 140201 8 1～9



指の間に刺さり、裂傷を負った。

2017 7
13～

14

工場の西側食堂から作業場につながる通路にて、食事休憩終了

後、通路を歩行中に本人の不注意により、タイムカード設置台

（鉄製70×30×30㎝）の角に右太もも外側を打撲した。

36 11402 3
50～

99

2017 7
11～

12

工場内において、壁面に設置したクーラーを高さ1mの机上に上

り、清掃作業後、床上に下りるときに足を滑らせて落下転倒し、

右腰部を打撲負傷した。

65 10309 2
10～

29

2017 7
14～

15

会社内において、金型移動作業中、金型（350×270×350）の上

に乗り、他の金型を移動させようとしたときに右足を滑らせ、金

型で右膝を強打し負傷した。

75 10805 3
10～

29

2017 7
16～

17

会社倉庫内での作業時に、倉庫奥側の電気（蛍光灯）を点けよう

とスイッチの場所へ行く際、荷物の置いてあるパレットの端に気

付かず、それに足を引っ掛けて転倒した。 その際、左足の膝を

床に強く打ち、膝の皿を骨折した。

60 170209 2
30～

49

2017 7
11～

12

配達先構内で、4tトラックからパレット積みのケースを降ろす準

備中、ストレッチフィルムを外し、風で飛ばないようにパレット

下（トラック荷台とパレットの隙間）へ挟んだときに、フィルム

と一緒に右手中指先端を挟んだ。

66 40301 7
10～

29

2017 7
18～

19

ビールサーバーで生ビールを入れるときに、ビールサーバーの注

ぎ口がゆるみ、ビールが吹き出し、顔に真正面からかかった。

びっくりしてビールグラスが倒れ、それを受けとめようとして手

を出したとき、ビールグラスが割れ、割れたビールグラスが左手

薬指（小指と薬指の間）に刺さって切れた。

58 140201 8 1～9

2017 7
10～

11

作業場にて、ぶどうバサミを使用し、ぶどうの不良の取り除き作

業をしようとした際、ぶどうバサミで左手人差指を切った。
18 80201 8

300～

499

2017 7 8～9

倉庫にてダンプに仮枠（木）を乗せて、基礎工事に向かうため、

ロープで固定しようと引っぱったときにロープが切れ、尻もちを 28 170209 2 1～9



つき負傷した。

2017 7
19～

20

厨房内洗い場で、皿をスポンジでこすっているとき、皿が突然

真っ二つに割れ、割れた破片が指に当たり、右手親指付け根を切

傷した。

44 140201 8
30～

49

2017 7
22～

23

店外に設置してあるお客様が利用する椅子を片付けているとき

に、椅子が手から滑落して足元へ落下し、その際に右足親指を骨

折した。

25 140201 4
10～

29

2017 7
15～

16

集荷先構内にて、パレット積の荷物をストレッチフィルムで梱包

中、躓いて転倒し負傷した。
30 40301 2

50～

99

2017 7
14～

15

改造工事現場で、学校の備品（スライド式テーブル）を移動し設

置するとき、スライドしたテーブル天板が落下し、右足の指を骨

折した。

52 30209 4 1～9

2017 7
13～

14

売店の閉店準備中、ポットの残り湯を店内の手洗い場に捨てよう

と、ポットを持ち上げ蓋を開けた。 その際、蓋はポット本体に

付けたままであったが、半分程度湯を捨てたところで湯気で手が

滑り、バランスを崩したと同時に蓋が本体から外れたため、一気

に湯がこぼれ、両足にかかってしまった。

63 80209 11
10～

29

2017 7
13～

14

工場内を歩行中、鋼材を跨いだときに、鋼材の下に置いてあるリ

ン木を踏んで、左足を捻り負傷した。
44 11209 19

10～

29

2017 7 1～2

スライサーを洗浄するため、ステンレス製の部品（重さ4㎏）を

外して洗浄後、元に戻すときに手が滑り、その部品が左足に落下

し、親指を負傷した。

35 10109 4
100～

299

2017 7
15～

16

トラックにて配送後、給油のため倉庫の給油場へ行き、トラック

に給油した。 回収材を積んでいたロープのゆるみが気になり、

増し締めするためロープを引っ張ったところ、ロープが外れて後

ろへ転倒し、その際に右手を地面についた。 右手に痛みはあっ

たが、しばらく通常の配送を実施した。 その後も手の痛みがひ

32 40301 2
50～

99



かないため病院に行ったところ、骨折が判明した。

2017 7
12～

13

勤務場所1階の食堂で、利用者の食事介助中に、利用者の箸がな

いことに気付き、慌てて小走りで取りに行こうとして、テーブル

の角に右膝をぶつけた。

31 130201 3
100～

299

2017 7
15～

16

1階倉庫出荷ホームにて、商品をパレットに積み替え作業中、パ

レットに足を掛けたところ、パレットに足が掛からず、踏み出し

た足を挫いて転倒した。

39 80109 2
100～

299

2017 7
10～

11

トラックにて配送中、空バッカンの回収作業をしていた際に、

誤ってトラックの荷台に左肘をぶつけて骨折した。
42 40301 3

50～

99

2017 7
14～

15

0歳児保育室で、0、1歳児が合同で午睡中に監視をしていた。 目

覚めた0歳男児を抱いてあやしているとき、もう1人目覚めた1歳

児が大声で泣いたので、慌てて抱きかかえ、両腕に二人を抱く形

となった。 その形で立ち上がったときに、床（フローリング）

に敷いている畳（3畳分）の縁に踵が躓き、尻もちをついた。

58 130201 2
10～

29

2017 7
9～

10

洗浄室で食器洗浄作業中、食器を運ぶ等で移動していた。 食器

を入れるためのカゴを4～5段積み上げている横で、足がもつれて

バランスを崩し、勢いよくカゴに倒れ込み、左脇腹を強打して転

倒した。

59 80209 3
10～

29

2017 7
15～

16

配送先の組合員宅玄関前で、空の保冷箱（45W×30D×22H）を

回収するため、立ったまま膝を曲げず、腰だけを曲げて持ち上げ

た際に、腰に痛みを感じた。

22 80209 19
50～

99

2017 7
10～

11

宅老所にて調理中、鍋を持っているときに転んで、煮汁が足にか

かり、右足の甲を火傷した。
48 130201 11 1～9

2017 7 8～9

産廃コンテナに木製の箱台車をフォークリフトにて投入し、ゴミ

を出し、台車を回収するためにフォークリフトの爪上に台車を持

ち上げて降ろすとき、リフトの爪と台車の底面の間に手を挟ん

だ。

41 10503 7
30～

49



2017 7
10～

11

派遣先にて商品の仕分け作業中、パレットの奥にダンボールを置

き、後ろ向きのままパレットから降りようとしたとき、左足つま

先をパレットの隙間に引っ掛けてバランスを崩してしまい、右膝

をパレットに打ちつけて痛めた。

37 170101 2
100～

299

2017 7
10～

11

草刈り作業の依頼を受けた現場で、作業中に誤って鎌で左手を

切ってしまった。
53 30309 8 1～9

2017 7
14～

15

デイサービスセンター内のステージで、認知予防行事として、ホ

ワイトボードを利用して利用者に説明していたとき、ボードの

フック部分に足が引っ掛かり転倒し、腰を床に強打した。

59 130201 2
30～

49

2017 7
9～

10

特別養護老人ホーム食堂において、エプロンを畳むためパイプ椅

子に座った瞬間、椅子が振れ、そのまま後ろに倒れ後頭部を強打

し、吐き気があり起き上がれない状態になった。 脳に異常はな

かったが、脊椎を損傷しており、入院することになった。

56 130201 2
50～

99

2017 7
16～

17

現場南東部分の外部階段周辺で、作業用の仮設足場の組立作業中

に、仮置きしてあった状態の仮設足場資材（鋼製布板）が下方へ

落下し、被災者の両肩に直撃した。

15 30201 4 1～9

2017 7
13～

14

沖で空生簀を曳航し、係留するために100径ブイに近づけた。 そ

の際に、2名が係留ロープを取るため泳いでブイに近づいたと

き、船長が注意を促し、1名はブイを離れたが、1名は聞こえずそ

の場に留まったため、船長が危険と思いエンジンの回転を下げた

と同時に、100径ブイの耳に掛かっていたロープが跳ねて、被災

者の側頭部を強打した。

22 10102 6
100～

299

2017 7
14～

15

育成舎で、空になった豚房の水洗いをしていた。 餌箱の中を洗

うため、豚房の壁に立て掛けようとしたが、壁に届かず、左足甲

に倒れてきて負傷した。

61 70101 4
100～

299

2017 9
16～

クレーンのリモコンを両手で持ちながら、H鋼からトロッコに移

動しようと片足を乗っけた際、結束用のチェーンを踏んでしまっ

た。 それと同時に他の作業員がまわりの状況を確認せずにその 45 11204 2
30～



17
チェーンを引っ張ったため、チェーンと一緒に片足が引っ張られ

転び、左大腿二頭筋を損傷した。

49

2017 9
11～

12

船上でホタテの分散作業中であったが、他の労働者が荷物を移動

するのを体を避けて持っていたが、その際不注意で桁（ロープ）

をつかんでしまった。 波の揺れで船が動いたことからローラー

とロープの間に左手指を挟み負傷したもの。

38 70209 7
10～

29

2017 9
15～

16

工場内に入るため、エアーシャワーを出て足洗い槽にて長靴を洗

浄し、槽から出る際に槽の縁に躓き転倒し、右肩を強打した。
66 10103 2

10～

29

2017 9
10～

11

職場の厨房で、包丁を食洗機のカゴに入れようとした時に、誤っ

て包丁を左手に落としてしまい、その際、左母指に包丁が深く刺

さり、左母指伸筋腱を損傷した。

53 130201 8
50～

99

2017 9
18～

19

店舗内倉庫商品搬入口において、商品整理を行う為、積み上げて

いたオリコン27段（高さ217cm）を下ろそうとしたが手が届かな

かった為、すぐ横の4段積みのオリコンを踏み台代わりに使用、

乗ったところバランスを崩して横に滑り転倒した際に、肩を打ち

負傷した。

42 80201 1
50～

99

2017 9
17～

18

当社敷地内のホタテ工場洗い場にて、床に縦に置かれていた洗浄

済みのパレット（縦130cm×横130cm×高さ13cm・重さ27kg）

を横に置こうとして掴んだところ、手を滑らせて右足甲の上に落

としてしまい、骨折したものである。

58 10102 19
100～

299

2017 9
12～

13

患者さんの点滴抜去後、点滴スタンドの足につまずき、その後、

そばにあった踏台に体をねじった状態で転倒し、負傷した。
71 130102 2

10～

29

2017 9
11～

12

店舗において、下げ膳作業をしていた際、分別ダストに使用後の

おしぼりを捨てようとしたところ、吊り下げフックに右手薬指小

指の間をぶつけ負傷した。

50 140201 3 1～9

2階リネン庫において在庫整理中、棚最上段へ荷物を上げるため

コンテナに上がって作業していた。 その際、コンテナより落下 1000



2017 9
15～

16
した。 落下の際、左手の甲から床につき左手首を負傷した。 コ

ンテナのふちに上がってバランスが悪かったことと、コンテナそ

のものが不安定だったことが原因と思われる。

68 150101 1 ～

9999

2017 9
16～

17

店内キッチンにて、フライヤー内のカス取り作業を行っていた

際、フライヤー上部の部品が落ちてきたため、その部品を右手で

抑えようとした際に、高温の油が入っているフライヤー内に右手

が入ってしまい、右手指から前腕にかけて火傷を負った。

27 140201 11
30～

49

2017 9 5～6
朝の作業中、利用者用のお茶を沸かしていて、それを移動させよ

うと持ち上げた際に誤って足にお湯をこぼしてしまった。
61 10109 11 1～9

2017 9 6～7

ガスコンロから高さ2.5cm差がある作業台に9分目まで熱い汁物

が入った鍋を移すとき、鍋が作業台にひっかかり、中身が右腕に

かかり負傷した。

67 130201 11
100～

299

2017 9
14～

15

店舗にて品出しの為、重量物を載せたカゴ車を運搬中、カゴ車を

止めようとしたが止まらず、ラックの柱とカゴ車に右手首を挟み

負傷した。

30 80209 7 1～9

2017 9
16～

17

倉庫内にてピッキング作業中、パレットの段差で右足を捻り捻挫

した。
36 50101 19

100～

299

2017 9
13～

14

2台積み重なっていたギフター木平台を下に下ろし、手を滑らせ

自分の右足に落としてしまった。 １人で作業をしていて、持ち

上げた際に不安定であった。

41 80209 4
100～

299

2017 9
9～

10

セールスエリア内において、コーヒーマシンの入れ物を左手で

取った所、横にあったデカンタが落ちそうなので右手で押し込ん

だ際、左手も前に行ってしまい、その左手に熱湯がかかり、火傷

をした。

18 80209 11
10～

29

2017 9 3～4

D2ラインにて切断し、警報が鳴らなかった為スリープチップに

生地（ガラス）がたまり、それを除去する為にカキ棒にて引き出

す作業で、カキ棒がガラスから外れた為後部に倒れた時に、隣の
52 10902 3

100～

299



AT#1号マシンの変速機ハンドルに右脇腹を打ち負傷した。

2017 9 7～8

ルート販売営業の為、毎朝品揃えをし、荷を積み出発します。

事故当日の朝も同じ様に作業をしていた。 カゴ台車に積んで

あった商品（餃子の皮等）を搬出口より出したところ、出口部分

がスロープになっている為、カゴ台車がバランスを崩し傾斜側に

転倒した。 傾側でカゴ台車を引っ張っていたため、そのまま下

敷きになり身動きが出来なくなった。 それを製造員が発見し、

他の人も呼び3名でカゴ台車を起こし救出した。

47 10109 6
30～

49

2017 9
13～

14

6番ティーグランドにて、お客様のショット終了後、カートに乗

せて発進した際、左膝をぶつけ骨折した。
72 140301 3

100～

299

2017 9
13～

14

タッカー（針で固定する工具）を使用して、ベッドの枠付け作業

をしていたところ、タッカーで右手人差し指を貫通した。
36 170101 4

100～

299

2017 9
13～

14

病院2階の洗濯場から台車にタオルを積んで運ぶ際に、足が台車

にひっかかり、躓いて転倒、その際に右手を床について右手首を

痛めた。

67 130101 2
100～

299

2017 9
10～

11

全身に衣装を装着し、ステージショーに出演中、袖から歩いて登

場する時、客席を見ながら歩いていた為、大道具との距離感がつ

かめておらず、大道具の階段端に右足を引っ掛け、転倒し、右足

甲を痛めた。 直ぐに立ち上がり、出演を継続。 公演後にコン

ディショニングルームを利用し、社内救護所を受診、病院を受診

した。

39 140302 2
10000

～

2017 9
18～

19

リビングにおいて、椅子に座って利用者の対応をしていたとこ

ろ、利用者から押されて椅子ごと転倒し腰を打撲した。
67 130201 2 1～9

2017 9
18～

19

店舗キッチン内で、スープの入っている寸胴（高さ30cm、スー

プ12?入）を移動させている時に、床に置いてあった炭の箱につ

まずき、波打ったスープが右首から右腕全体に飛びあびてしまう

火傷を負う。

49 140201 11
30～

49



2017 9
14～

15

作業場内において、焼きたてのパンがのっている天板（約

1.5kg）を右後方のラックから前方のテーブル（高さ80cm）へ移

す際、天板を長く（5秒～7秒くらい）持ってしまったため軍手の

上から熱が伝わり、熱いと思い手を放し勢いよく手を引いた所に

右後方の高さ170cm×縦55cm×横47cmのアルミ製のラックの13

段あるうちの9段目あたり（床下130cm）に自身の右肘を強打す

るに至った。

22 80209 3
50～

99

2017 9
10～

11

店内、朝の清掃後、販売スペースでお客様からの質問に対応しよ

うと思いお客様に近づこうとした際、店内のラグマット上で滑

り、転倒した。 清掃直後でラグマットが滑りやすくなっていた

のが原因だと思われる。

53 140201 2
10～

29

2017 9 7～8

車販準備室で、コーヒーポットにホットコーヒーを抽出後、ポッ

トを床に置こうとして、ポットの取っ手を右手で持ち、左手は

ポットの底に添えた。 そして、ポットを持ち上げた際、ポット

の底についている茶色のカバーが外れそうになったため、カバー

を押さえようとして右手を取っ手から外してしまいポットが落

下、右足の親指に落下した、コーヒーポットが当たり負傷した。

31 80209 4
300～

499

2017 9 4～5

15個の空バケットを回収してパレットに乗せる作業中、バケット

の乗せ方が不十分だった為、バケットが手前に倒れてきた。 左

側へよけた時に左足をパレットの角に引っ掛けてしまった、左斜

め後ろへ倒れそうになったので左手で床を強く突いてしまった。

55 11709 5
100～

299

2017 9
16～

17

病室内にて看護師業務を行っていた、車椅子乗車中の患者さん

に、クッションを当てようと、室内手摺りに干していたので取り

にいった。 患者さんの元に行こうとした際、ベットのストッ

パーに右足をひっかけてしまい、左手を下にして横向きに転倒し

て受傷した。

70 130101 2
300～

499

当社請負改修工事現場の小学校において、現場作業車が校庭を通

過するために敷設した敷鉄板の隙間に埋めていた木の板が湿気等



2017 9
15～

16

で反ってしまい、敷鉄板の片側に重りがかかると反対側が浮いて

しまう状態にあったところ、改修工事に従事するため徒歩で現場

に向かう際、その浮いた木に足を引っかけて転んだ際に手をつき

骨折に至った。

44 30203 2 1～9

2017 9 5～6
店内後方にて、パレ搬入中、曲がる際、壁とパレに右手首を挟み

受傷した。
43 80201 7

10～

29

2017 9
10～

11

客室のベッドメイク中、シーツを引っ張った際、後ろにしりもち

をついた時に腰付近を打った。
50 150101 2

500～

999

2017 9
9～

10

病院の厨房において、野菜を切っていたところ、誤って左手の人

差し指の爪の辺りを包丁で切った。
23 130101 8

100～

299

2017 9 2～3

被災者は就業先である、営業内でトラックの荷台に荷物の積み込

み作業を行っていた、荷台の中央に荷物の敷居としてパレットを

立てて作業を行っていたところ、突然の強風に煽られ、パレット

が被災者の方向に倒れてきた際に、左手甲を挟んで負傷した。

原因は本人の不注意によるものと思われる。

50 40301 5
10～

29

2017 9
11～

12

新築工事現場でコンクリート打設前で配筋が完了した所で、ス

リーブ取付状況及び記録写真を撮影している際に配筋上を歩いた

際に、鉄筋上から左足を踏み外し足首をひねった。（実際は歩行

中であった）

46 130201 2
30～

49

2017 9
10～

11

店舗内調理場にてラーメンのスープを濾す為に鍋をかたむけ持っ

ていたところ、手元が滑り鍋の中のスープがこぼれ、左足太もも

裏とふくらはぎから指先まで、右足ふくらはぎにかかり熱傷し

た。

30 140201 11
10～

29

2017 9
12～

13
狙った方向から逸れたお客様の打球が、左手甲に当たった。 48 140301 4

100～

299

2017 9
19～

20

シャーシ固定作業中、ホースを抜き台より下りる際、チェーンの

上に乗ってしまい足を強打し捻って、左第5趾中足骨骨折した。
45 50202 3 1～9



2017 9
14～

15

開梱室入口付近で直進中に、正面から運ばれてきた番重に軽く衝

突し、その場で立ち止まったところ、右側に置いてあったパレッ

トに別の作業者がぶつかり、パレットが倒れてきて右足を打撲し

た。

55 10109 5
500～

999

2017 9
18～

19

被災労働者は、取引先で積み込みを行う為パレット上の商品が動

かないよう固定するためラップを巻く作業を行っていた。 作業

スペースが少なかったため作業をパレット上で行っていたが、作

業の途中でそのパレットから降りようとした際に足を滑らせ転倒

し左側背中をパレットに強打し負傷した。

52 40301 2
10～

29

2017 9
17～

18

自動車の整備、分解作業をする取材場で取り出したセカンドシー

トを裏返し（シート背面を下に）に置き作業をしていた時、シー

ト車体下の部位を覗き込もうとした際に、右ヒザ内側がシート車

体への取り付け部位に接触。 対象部位が金属の角だったため受

傷した。

30 80409 3
100～

299

2017 9
10～

11

駐車場にて、2tトラックの荷台に乗り込み、荷おろし作業の手伝

いをしていた。 崩れかけた箱をとっさに支えようとした際にバ

ランスを崩し、足場の台から落下し、右肘を強く打った。

43 80209 1
10～

29

2017 9
20～

21

店舗内パントリーにて、下げ物を片付け中、誤ってグラスを落と

してしまい、グラスを受け止めようとしたところ、割れてしまっ

たグラスに手を刺してしまった。

16 140201 8
10～

29

2017 9
13～

14

店内キッチンにて調理していた際、電磁調理器の電源が入ってい

るのを知らず、上にあったボールに触れてしまい、左手拇指・示

指・中指付近に火傷を負った。

22 140201 11
30～

49

2017 9
12～

13

店内にて、カウンター前ディスプレイウォーミングキャビネット

で、デリバリーの電話を取りながら、パック途中のパッキングの

引き継ぎ中に、セロテープのテープカッターが、従業員同士の交

差時で接触を回避しようとした際に、被災者の右前腕に接触し受

傷した。

19 140201 8
30～

49



2017 9
13～

14

コンバインの刃を新しいものに取り替えるために、コンバインか

らカッターを外し地面に置いて、新しい刃をインパクトドライ

バーで締める際、その刃を左手で押さえていたが少し緩み左手の

甲を切傷した。

70 11701 8
10～

29

2017 9
13～

14

コンバインの刃を新しいものに取り替える為に、コンバインから

カッターを外し地面に置いて、新しい刃をインパクトレンチで

ナットを締める際に、その刃を左手で押さえていたが、少し緩み

左手の甲を切傷した。

70 170101 8
300～

499

2017 9
9～

10

朝出勤し全館管理室に事務所の鍵をとりに行くため非常口の入口

へ向かって歩いていた。 会議所は、外壁の工事中であり入口

は、水道の移設工事中だった。 入口付近において誤って工事の

黄色い配線につまずき転んでしまった。

37 120109 2 1～9

2017 9
11～

12

部品を探すために積み重ねたパレットに上がり探していた時、つ

まずいて3メートルの高さから落ち、パレットの横に置いてある

鋳物の製品と製品の間に左足を打撲し挟まれ、左足を骨折した。

47 170101 1
50～

99

2017 9 4～5

バイクにて朝刊配達中、南へ向かって走行し、国道沿い左手にあ

るガソリンスタンドへ新聞投函のためバイクで進入しようとした

ところ、間口20m程の入口に張ってあったトラロープに気付かず

進行、ロープが首に引っ掛かり、バイクごと転倒。 その際にヘ

ルメットが脱げ、地面に頭と左胸を打ち付け負傷した。 毎日配

達している場所ではあったが、今までロープを張っていたことは

なく、又、辺りが暗かったため、ロープに気付かなかった。

65 80205 2
50～

99

2017 9
10～

11

ライスセンターにおいて、米袋を搬送する為に荷崩れ防止器具を

外そうと米袋7段積パレット（高さ約1.5m）の上にのぼり器具を

外した後、降りようとして飛び降り、着地時の衝撃により右足首

を負傷したものである。

69 170209 3 1～9

2017 9
14～

私有林にて搬出間伐作業中に、使用していない控えワイヤーを回

収し、中腰で引き寄せる作業をしていたところ、腰に激痛が走り 35 60201 19
10～



15
負傷した。

29

2017 9
9～

10

肘付き椅子を利用し、収納庫の上に上り、壁に設けてある、月、

日、曜日の札をその日の分に取り替え作業で、取り替えを終え、

収納庫の上から後向きで降りようと、右足を椅子にかけたが、か

けそこねて転落、右背中を椅子の肘で強打し骨折した。

47 130101 1
300～

499

2017 9
19～

20

当社の倉庫において製品（パチンコのセル板）をおろそうとパ

レットの上から（高さ1.5m）製品を持ったまま降りた際に着地

に失敗し負傷した。（持っていた製品は10kgくらい）

34 80409 3
10～

29

2017 9
11～

12

車庫構内にて、コンクリート杭の荷役作業をしていた。 コンク

リート杭の置場にあるバタ角の上に足をのせたら、雨で濡れてい

て安全靴を履いていたが、滑ってしまい、左足首を捻った。

36 170101 19 1～9

2017 9
20～

21

店舗内、お客様買い物精算時レジ周囲にて、レジ精算したお客様

買い物カゴを荷入台まで運ぶ際、収納してある精算後グレー色カ

ゴ回収台車（縦36cm、横50cm、高さ25cm）内のカゴの中に、

誤って右足を入れ、そのままの状態で前進し、荷物を両手で持っ

たまま開脚状態であった。

68 80209 19
100～

299

2017 9
15～

16

ミキサーボールを洗浄の為、台車に載せ右手で台車を押しながら

左手でミキサーボールを押さえていたが、台車の車輪が床の穴に

はまり、横にあった別の台車で体を支えようとしたところ、転倒

した。 その際、ミキサーボールと台車の間に左手親指が挟まり

骨折したものである。

61 10104 2
100～

299

2017 9
11～

12

調理場洗浄棟内で排水溝にたまったゴミを取るため、グレーチン

グを両手で持ち上げて横に置こうとした、床から高さ5cm位の位

置で両手を離した際、左手中指が抜け切らず、床とグレーチング

の間に挟んでしまった。 その時は痛みを感じただけだったが、

業務終了後、しばらくしてから青黒く腫れてきたことと痛みが強

くなってきた。

38 80209 7
30～

49



2017 9
10～

11

レストランにおいてテーブル上にある箸箱を回収してワゴンに集

めていた際、箸箱がワゴンから落下し、右足の甲に落ちたもので

ある。

44 140101 4
50～

99

2017 9
23～

24

バスバーAssy目止め作業中に、接着剤が通常より出が悪いと感じ

た為、接着剤が入っているアルミ製カートリッジホルダーの予備

を予熱炉（120℃）にて温め、約15分後交換しようと予熱炉から

カートリッジホルダーを取り出した際、カートリッジホルダーと

腕が接触したものである。

38 11403 11
30～

49

2017 9
23～

24

電子・電装機器製造部電装機器製造課にて、DC/DCコンバータの

製造過程の部品を接着させる作業中、SX720という接着剤を出し

やすくするために接着剤の筒を120℃の硬化炉で15分温めた後、

右手で取り出す際にカートリッジホルダーと、高温になった接着

剤が同腕に接触し熱傷を負った。

38 170101 11
300～

499

2017 9
16～

17

集荷先にて、商品の積み込みを行うため、トラック荷台のウイン

グを開け、荷台上に置いてあったコンパネ

（900mm×1800mm×12mm、約10kg）数枚をトラック後方の

扉（閉まっている）に立てかけ、うち数枚を斜めにして転倒防止

策を取った上で、1枚を持ち、トラック前方に持っていこうとト

ラック前方を向いた際に立ててあったコンパネが倒れ、自身の右

足踵部に当たったものである。

26 40301 5
30～

49

2017 9
16～

17

A4ライン仕上げ室で乾燥トンネルの動力モーターが停止した

為、トンネル内の製品を取り出す作業を行っている最中にトンネ

ル内で温められていた製品が破裂し、製品が頚部に当たり負傷し

た。

38 10899 15
300～

499

2017 9
9～

10

当施設の脱衣場にて入所者を入浴させるため準備をしていたとこ

ろ、脱衣場に敷いてあったマットにつま先が引っ掛かり、近くに

置いてあった車いすに倒れかかるように転倒した。

73 130201 2
100～

299

患者用の浴室脱衣所で、入浴後にベッド上で仰臥位になっている



2017 9
13～

14

患者をタオルで乾かしている時に、患者の足下にあるタオルに対

して、ベッドの位置が高い状態があり、タオルを取り除こうと手

を伸ばした時に腰から背中にかけて激痛が走った。

33 130101 19
300～

499

2017 9
9～

10

営業所構内にて勤務中、荷物のフォークリフトの出荷準備のため

リフト本体にツメを取り付けようとしたところ、取り付け部の

引っかかりが浅かったためツメをスライドさせた際に、ツメが右

足甲に落下し負傷したものである。

46 40301 4
30～

49

2017 9
21～

22

デリカ作業場にて、作業台上のラックからペーパータオルが落ち

てきた為、両手を伸ばして手で取ろうと体を左へ傾けたら、右足

のつま先が作業台下にあるダストカートに引っ掛かり、床に転倒

した。

55 80209 2
100～

299

2017 9
13～

14

現場構内で、ダンプにユンボを乗せるために、30kgある歩板を

架ける際に重さにたえきれず歩板と地面の間に右手の甲をはさ

み、右中指末節骨開放骨折したものである。

52 30106 7
10～

29

2017 9
10～

11

レジカウンター内で使用済み買い物かごを避けようとしたがバラ

ンスを崩し転倒、転倒時に右膝から転倒し半月板が割れた。
55 80209 2 1～9

2017 9
9～

10

本社工場にて重量10kg程の万力を別場所に移動しようとした時

にバランスを崩して、万力を落下させてしまい直接左手に落下

し、打撲骨折したものである。

42 11301 4
10～

29

2017 9
16～

17

コンクリートポンプ車、車庫にてポンプ車下部洗浄ボックス水抜

き穴より水を抜く為トロ箱を置き作業し、トロ箱を下部より（水

が少々入っていた）左手で引き出そうとした時、トロ箱が引っか

かって出なかったので押し引きを繰り返し行っていた時、左肩に

痛みがはしり負傷した。

57 30209 19
10～

29

2017 9
12～

13

岸壁警備にあたっていた際、作業員の方が船舶が離岸する際の網

の調整作業をしていた、強風で船があおられ、岸に近づいていて

たるんでいた網が急に引っ張られ、近くに居た本人の顎に当た

り、その勢いで倒れ頭部を打ち、流血した為、救急車で運ばれ

39 170201 6
100～

299



た。

2017 9
11～

12

店内の冷凍庫（大フリーザー）前で、入荷品の整理をしている時

に、入荷したクレープ生地のケースを冷凍庫に入れる際、誤って

指を挟んだ、徐々に腫れや痛みがひどくなり、指も曲がらなかっ

た為、勤務終了後に病院を受診し、左第二指末節骨骨折と診断さ

れた。

28 140201 7
10～

29

2017 9
14～

15

牛肉の脂を取る作業中に、脂身が硬く肉を押さえている左手人差

し指に包丁が跳ねてあたり、腱を傷つけ、10針縫う。
60 80201 8

300～

499

2017 9 5～6

1階宴会場グランプリモの厨房にて、朝食バイキングを準備して

いる際に、温蔵庫にある陶器のお皿を右手で取り出し床へ落と

す。 そのお皿が割れて破片が跳ね返り右手薬指を損傷。

29 140101 4
100～

299

2017 9 4～5

検品作業をしているベアリングが乗ったプラスチックケースが

レーンに流れてきて押し出されるが、先に出ていたケースと出て

きたケースの間に左手人差し指を挟み受傷した。

26 170101 7

1000

～

9999

2017 9
13～

14

布団をかかえて上がり口へ移動しているとき、床に置いてある

ケースにつまずきよろめいた、足を置いた所にビニールに包まれ

たシーツがあり、そのビニールで滑って、前にあったサンテナー

に顔をぶつけた。

57 11703 3 ―

2017 9 8～9

当社営業所にて、トラックコンテナ内に立てかけておいた荷積み

用のパレットが荷物を降ろす際の揺れで不安定になり倒れ、当該

社員の左下腿（ふくらはぎ）に当たり打撲したものである。

57 40301 5 1～9

2017 9
10～

11

砕石場にて、火薬を用いた性能試験を行っている時、電気信号を

受け取ると発火する火薬デバイスに電気信号を送るためのコネク

タを取り付けた時に、電気信号を送るためのコネクタよりも配線

で上流側には、安全を考慮して無暗に電流を流さないための中間

スイッチが付いていた、この中間スイッチは、無線信号を受信し

て初めて電流をコネクタ側に流す回路となっていた、コネクタを 27 10902 90
500～

999



取り付ける直前に、電流が流れていないことを当事者が確認した

上でコネクタを取り付けたが、無線送信機から意図しない無線信

号が出たことでコネクタ側に電流が流れてしまった、そして電流

の流れているコネクタを取り付けたことにより、火薬が発火し

た。

2017 9
9～

10

ガス導管敷設工事の現場で、規制帯設置後、4tダンプトラックを

規制帯に入場させ、定位置につけた後、運転手が4tダンプトラッ

クから降車しようとして、ドア付近にあったカラーコーンに気付

かず、つまずき転倒した。

40 30199 2
50～

99

2017 9
10～

11

第二工場PNTS溶解作業所で設備機器の塗装を行うため保管して

いる塗料を取りに行った時、缶の中の塗料が乾いていないか人指

し指で押して確認しようとして右手のひらが缶の切り口に当たり

びくっとして右手を引っ込めた時に、切り口の鋭利な出っ張りで

右手のひらを切った。 缶切りで切り取った跡の鋭利の出っ張り

がある状態の缶を使用していたことと、素手で塗料缶に手を入れ

たことで、このような災害が発生した。

33 10801 8
50～

99

2017 9
15～

16

民家駐車場工事現場で、梁角パイプの位置決め固定中に角パイプ

を固定する万力が不完全に固定された状態で荷締機で引張って微

調整をしていたため、万力が外れて反動で移動した角パイプが腕

に当たり、左前腕を骨折した。

59 30309 6
10～

29

2017 9
20～

21

病院内西館3階廊下にて患者に用いる容器（ガーグルベースン）

を輸送中に躓き転倒、負傷する。
59 130101 2

300～

499

2017 9
10～

11

第2工場加工室において、作業台の樹脂製のまな板（大きさ約横

90センチ×縦180センチ、重さ約80kg）を使い、次に作業台を使

おうとまな板を一人で動かしていたとき、誤って落としてしま

い、左足を負傷した。

24 10101 4
10～

29

2017 9
12～

地域交流ホームにて、施設行事、運動会が開催され、大なわとび

競技に参加した時、縄に引っ掛かり転倒した際に、左足かかとを 65 130201 2
10～



13
強打した時に骨折した。

29

2017 9
15～

16

工場のNロールにて、ジャンボックスを1人でひっくり返す時

に、右膝に接触し打撲する（通常2人で行う動作を1人でやってし

まった）。

62 11703 6
100～

299

2017 9
14～

15

冷凍庫内で、カゴ台車を反転させる際、カゴ台車が倒れ下敷きに

なり足に荷重が掛かったことで骨折した、カゴ台車が倒れた原因

は後輪が水平になったことと、動かす際上側を持って作業を行っ

たことで、「てこの原理」で反転してしまったことが原因とな

る。

44 10104 5
100～

299

2017 9
13～

14

当社工場で作業中、使用後の籠を洗う準備をしていた（と思われ

る）、その際に、洗うためのお湯（60度に設定）をバルブからバ

ケツに汲み、それを桶に移す際、誤って右長靴の中にお湯が入り

負傷したものである。 尚、本人は知的障害者で意思の疎通が難

しい状況にあり、事故発生当時一人で作業をしていたため、作業

の目的は不確かなままである。

52 10101 11
10～

29

2017 9
11～

12

ハート1F場内にて資材の運搬をしていて、死角にあったパレット

につまずき前面にたおれた、その時、右手左足と顔を打ちつけ

た。

50 10104 2
100～

299

2017 9
14～

15

一般病棟ナースステーションで机に向かって立ち、右手に電話子

機、左手に電話番号一覧を持ち番号を確認していた時に、少し右

斜め後ろで移動したところ、丸椅子の足に右足が引っかかり後ろ

向きに転倒した、床で臀部を打撲した、その後、仙骨骨折と診断

を受けた。

52 130101 2
100～

299

2017 9
11～

12

営業所でオリコンを6段積んだキャリーを荷台からホームまで運

搬をしている時、荷台床の溝にキャリーの車輪がハマリ、オリコ

ンが倒れそうになったところ、左手で抑えて負傷した。

35 40301 3
50～

99

中央卸売市場において、活魚水槽に海水を入れるため汲み場に行



2017 9 7～8
き、ホースが絡まっていたので、その絡みをとろうとホースを

持って下がったとき、地面にあるホースに躓き、仰向けに転倒

し、後頭部を打ち負傷した。

71 80109 2 1～9

2017 9
12～

13

センターで、トラックに廃プラスチックを積み込んで荷締め作業

中、トラックの横に立ちロープを積んだ荷に掛けた後、強く引い

て締めているときに、手が滑ったため勢い余って後方に倒れ込

み、背中、腰、頭を強打し被災した。

58 150103 2 1～9

2017 9
10～

11

店舗出入口付近にて買い物カゴを4～5個持って出口側にあるカゴ

置場に置こうと移動していたところ、床にあるマットでつまずく

ような感じで転びそうになったのを踏ん張ったところ、右足首か

ら「ブチッ」という音がして腫れてきた。 捻挫だと思い湿布を

貼って数日様子をみたが足首が2倍に腫れてきたので、受診した

ところ、右足首を骨折していると診断された。

65 80209 19
50～

99

2017 9
10～

11

小学校校舎改修電気設備工事の工事現場で、ケーブルグリップ

（アミソ）とロープ及びケーブルウィンチを使用して、電気ハン

ドホール内の不要ケーブルの撤去作業時に、ケーブルウィンチの

引っ張りによりロープが張り詰めて切れそうな状況となり、中止

を指示しようとした矢先にケーブルグリップ（アミソ）が撤去作

業中のケーブルより抜けて、伸びきったロープが縮んで、ケーブ

ルグリップが被害者の左すねに直撃した。

37 30301 6 1～9

2017 10 8～9

被災者は当社工場内に於いて豚ばら肉の整形中、豚肉を抑えてい

た左手親指第一関節に、ナイフ（刃渡り約20cm）が当たり負傷

したもの。

46 10101 8
10～

29

2017 10
10～

11

物流センター事務所内で段ボール箱に書類を梱包する作業中、箱

の上面をカッターで切ったところ、誤って自身の左手親指付け根

を切ってしまった。

22 80202 8 1～9

倉庫内で仕分け作業中、持っていた商品をパレットの上に載せよ

うとした際、パレットの角の破損に気づかずに足をのせて踏み外 100～



2017 10 1～2
し、股関節を負傷。 痛みで力が抜けて左肩と右膝を床に強打し

負傷。

49 40301 19
299

2017 10 7～8

定置網の点検時、ボンベタンクに網が絡まりナイフで取ろうとし

た時に、自分のレギュレーターホースを切ってしまい、エアーが

漏れた。

55 170209 10
30～

49

2017 10
20～

21

店舗用ホールワーク中、パチンコ出玉交換対応時に、二箱持った

際に腰に痛みが走った。 痛みがずっとあったが様子をみながら

仕事を続けていた。

22 140309 19
10～

29

2017 10
10～

11

集荷場にて商品チェックの作業を完了し、次の業務へ移る際に振

り返ったところ、後方に置いてあったカートに気付かず足首を

カートに引っ掛け転倒。 （膝→腰→右肩→背中→右手首の順に

倒れ最後、後方に置いてあった飲料ケースに頭部を打つ。） 当

日は痛みを堪え作業を続けたが、翌日迄痛みが残った。

46 170101 2
300～

499

2017 10
12～

13

事務所の休憩室内で、お昼休憩中に9.5?のジャグポットを本人が

移動した際に、テーブルからバランスを崩して、左足の指に落下

させ、その後痛みがあった。

59 130201 4
30～

49

2017 10
14～

15

給食室で洗浄作業後の側溝掃除で、外したグレーチングを横に置

いた際に下のグレーチングとの間に指を挟み骨折した。
39 10109 7

30～

49

2017 10
10～

11

店舗内で土足禁止野部屋の掃除時に、テーブルをどかすために立

てようとしたところ、床に落ちていたシャープペンの芯が左足の

親指つけ根にささってしまった。

19 140309 8 1～9

2017 10
16～

17

工業団地の荷積場で、被災労働者がトラックの荷台で荷物を積み

込み中、車輌荷台の後部から前方へパレットがフォークリフトで

押され、被災労働者の足首にパレットが当たり、ケガをした。

フォークリフトの運転者がパレットを前方に押し込む際に声掛け

を怠ったため、被災労働者が立っている位置を把握せず押し込ん

でしまった。

44 40301 7
10～

29



2017 10
13～

14

工場内、洗浄機中央部にてオリコンを裏返しにする作業中、高温

水漏れ状態のオリコンを、ゴム手袋を装着せずに作業した為、左

右の指が熱傷となった。

52 170209 11
30～

49

2017 10
13～

14

3000m/m×650m/mの欅丸太を100m/mに挽き落ろしの作業中、

製材機の台車に落下防止の矢を入れて挽き割りしていたが、最後

の盤の挽き割り中、２ヶ所の内１ヶ所にしか矢を入れず、左足親

指に落下させてしまい骨折した。

39 10401 4 1～9

2017 10
9～

10

運搬船上でクレーンの合図中、後方に下がった際、ロープにつま

ずき転倒し、右殿筋内血腫、右臀部挫傷した。
38 30111 2

10～

29

2017 10
14～

15

お客様の納品スペースにて、トラックより製品2パレット内、奥

パレットを引き出す際、けん引棒がパレットへきちんと引っか

かってなかった為に、けん引棒が外れてしまい後ろへ転倒。 当

日途中まで作業できていたが、夜中に激痛と腫れがあり、骨折し

ていた。

59 10805 2
10～

29

2017 10
20～

21

宴会場において、神前式の設営を行うため、壁の高いところに御

簾を取り付ける作業を行う際、会議用の長テーブルの上に乗り作

業を行っていたものの、会議用テーブルの脚が老朽化によって突

然折りたたまれ、バランスを崩し落下。 右足首を負傷した。

46 140101 1
50～

99

2017 10
13～

14

当社工場内にて、金属製品の板金、塗装作業中、研磨作業を終え

て、脚立から降り、後ろ向きのまま数歩下がった時、パレッタに

足を引っ掛けてつまずき、背中より転倒した。 転倒の際、両手

をついたため両手首を負傷した。

66 11401 2
30～

49

2017 10
17～

18

プレスの機械で抜き作業が終わり、不良を数える為、製品をテー

ブルの上に置き、抜き向けたとき、踏み台を踏み外し、約40cm

下に頭から落ち、右足踵、骨折した。

54 10805 3
50～

99

2017 10
13～

14

食堂の外に設置していたテントを公用車に乗せ倉庫まで片付ける

途中、他の荷物を同じ公用車に乗せるために、場所を浴室裏に移

動し、公用車のスライドドアを開けたところ、テントの重りが右
37 130201 4 ―



足に落下した。

2017 10 7～8

店舗内鮮魚作業場に入る際、掃除道具の水切りとモップが倒れて

いるのに気付かず、柄の部分につまずき右ひじより転倒し、床に

強く打ちつけた。

65 80209 2
30～

49

2017 10
22～

23

当社が経営する飲食店で接客中、代行タクシーが到着したので、

お客さんを見送ろうと立ち上がり歩きはじめたところ、後ろから

歩いてきたお客さんが酔っていたため、テーブルの脚に躓き、前

を歩いていた被災者を押してしまい被災者は倒れ、ソファーの角

に脇の下をぶつけ負傷した。

44 140309 3 1～9

2017 10
19～

20

店舗用の厨房で厨房の床掃除中（デッキブラシ掛け中）に、床に

置いてあったラックに足を引っ掛けてしまい床に転倒し、その際

に左足首を捻ってしまった。

20 140201 2
10～

29

2017 10
14～

15

工事現場に於いて、ポリ管にビニールテープを貼っていて、テー

プをパイプカッターで切ろうとしたところ、なかなか切れなかっ

た為、力強くテープを切った時に、テープを持っていた左手の薬

指も一緒に切ってしまった。

37 30309 8
10～

29

2017 10
9～

10

工場内において、製品の積み込み段取り作業中、フォークリフト

用の延長フォーク（重さ45kg）をフォークリフト用の延長

フォーク（重さ45kg）をフォークリフトにセットする際、手で

抱えて床に置こうとしたところ、床と延長フォークとの間に指を

挟んでしまい負傷した。

65 10901 7
30～

49

2017 10
15～

16

当社営業所敷地内に於いて、トラックの後ろの扉に立てかけて

あったコンパネ（90×180、約5kg、1枚）が扉を開けたために倒

れ、頭と肩を負傷したもの。

41 40301 5
30～

49

2017 10
22～

23

第二工場、製函室にて、ダンボールを組み立てて、ベルトコンベ

アに流す作業中、ダンボールを置いていたパレットが空いたの

で、手で持ち上げて片付けようとしたところ、手が滑り左足の上
53 10805 4

300～

499



に落としてしまった。

2017 10 8～9

当日、事務所周りの掃除中、入口付近に落ちていたゴミを拾おう

としたとき、足もとにあった板門標用土台（高さ30cm、重さ

30kg）に躓き転倒、その際、左肩を強打し脱臼したものであ

る。

63 80409 2
10～

29

2017 10 4～5

郵便小包を区分し輸送容器（パレット）に積み込み中、小包を上

段奥へ積み込むために、中板1枚を収納しようとした時に、中板

収納部に左手を添えていた事を失念したまま中板を勢いよく収納

したため、中板収納部の金属と収納した中板の間に左手薬指を挟

んでしまい負傷した。 【輸送容器（パレット）について】 パ

レットは容器を上段下段に分ける中板があり、その中板は手前、

奥で2枚に分かれている。 また手前の1枚はパレット右側に収納

部があり、収納できる構造になっている。

24 110101 7
500～

999

2017 10 8～9

工場内で一日中（実労働時間6時間45分）Yシャツのスリーブ作

業を行ったところ、右手人差し指の付け根から親指の付け根、手

首の筋にかけて痛みはじめた。 さほど痛みが強くなかったもの

の、翌朝起きたら痛みが増し、腫れていたため病院へ行ったとこ

ろ、炎症していると診断されたもの。

58 11703 19
50～

99

2017 10
16～

17

工場1階加工室内にて作業終了後の清掃作業中に、ギャラクシー

とミンチラインの隙間を通った際に、清掃中で床が水で濡れ滑り

やすくなっており、又、接続配線コードに足が掛かり前向きに転

倒した。 転倒した際、右手、右肘を床についた為、右肩を脱臼

し、その弾みで額を床に打ちつけて切傷した。

67 10101 2
100～

299

2017 10
12～

13

倉庫内にてピッキング作業中、オリコンで左手小指を突き指し、

骨折した。
62 50101 3

100～

299

2017 10
17～

18

事業所内にて、カルテをバックヤードへ移動中、通路端の足元に

あった踏み台に躓き転倒した。 転倒した際、側にあった尿排水

シンクに右上腕部を強打し負傷した。

73 130102 2 1～9



2017 10
15～

16

事業場調理場で、夕飯調理準備中、コンロの上の鍋を火が付いて

いないことを確認の上、把手をつかみ、移動させようとしたとこ

ろ、把手部分がはずれかかり、とっさに右手で鍋底を支えたが、

鍋の底が熱くなっており、右手中指、人差指に火傷を負う。

31 130201 11
10～

29

2017 10
11～

12

作業場で包丁を使用し鶏肉を切っていた際、肉を押さえていた左

手が滑って左手薬指を切った。
43 80209 8

300～

499

2017 10
13～

14

自社事務所にて、蛍光灯の取り換え作業の為机に乗り降りる際、

転倒し床に左膝を強打し胴部を負傷し救急搬送された。
56 30309 1 1～9

2017 10
10～

11

被災者は派遣先においてワインのピッキング作業に従事してい

た。昼食後に喫煙室に向かおうと長椅子から立ち上がって歩き始

めた際、長椅子の脚（座席部分から15㎝程脚が飛び出ている形

状）に左足を引っ掛けて転倒し、負傷した。なお、長椅子は背中

側に壁、正面にテーブルが置かれた場所に配置されており、甲は

身動きしづらい状態だった。

51 170101 2 1～9

2017 10
17～

18

宴会準備中、ステージに継ぎ足してあるダックステーブルに乗っ

てしまい、バランスを崩しテーブルごと転倒、首・右腕を打撲し

た。

38 140101 2

1000

～

9999

2017 10 8～9

洗浄室にて移動式シンクにホースでお湯をためていた。 ため終

わった後にホースをしまわず作業を続けようとしてそのホースに

つまずき転倒、シンクで左肩を打ってしまった。 （脱臼骨折の

診断を受ける。）

68 140201 2
10～

29

2017 10
12～

13

ロープによる窓硝子清掃作業中、9階の屋上より2本のロープを吊

して身体を固定し、清掃していた際、3階付近でメインロープが

ほどけ落ち、その後補助ロープが切れて、地面に落下し負傷し

た。

37 150101 1
30～

49

2017 10
15～

1階雑貨売場にて、商品展開時の演出のため、ダンボールを切っ

ていた時に、カッターを仕切板に当てて直線に切ろうとしたが、
26 80209 8

100～



16 仕切板を押さえていた左手側にカッターが滑り、左手親指を切創

した。

299

2017 10
18～

19

出航予定の船の、出港作業のため、24ビットでもや（緊船ロー

プ）を外す作業中、T－7バース着岸船船首側のもや2本と、T－6

バースの本船もや4本が24ビットで合もや（両方のもやが掛かっ

ている状態）になっており、本船もや4本中3本が緩み、本船出港

スタンバイとなったため、被災者と他1名にて作業に入り、他者

が緩んだもやを引っ張り手繰り、被災者がビットからもやを外し

ていたところ、1本目を外し2本目を外すときT－7の船のもや

（直径約10センチ）が跳ね上がり被災者の左足頸に当たり受傷し

た。

37 170209 6
10～

29

2017 10
17～

18

被災者は派遣先において、仕分け業務に従事していた。 現場担

当者の指示により、商品棚のボルト締め作業中、足場にしていた

パレット（商品棚にのせて足場にしていた）が、ズレてしまった

ため、不安定になった足場でバランスを崩し、転落（1.5m）し

て負傷した。 原因は、現場担当者と被災者の危険予知が不充分

だったことによる。

28 11409 1
10～

29

2017 10
14～

15

センター内洗浄室にてコンテナを移動させようとした際に、立て

かけてあったステンレス製の板（配送車とフロアーの隙間を塞ぐ

為の渡し板）に接触してしまい、倒れ掛かってきたので押さえよ

うとしたが、重い為支えきれずに右足甲に倒れてしまい打撲傷を

負った。後日骨折と診断される。

30 10109 5
100～

299

2017 10
10～

11

病院で病室内にある床頭台を動かそうとした時、床頭台下部に足

が引っ掛かり転倒し、左手をついた。
55 150101 2

500～

999

2017 10
16～

17

作業終了後、折りたたみテーブルの上でタオルをたたみ終わり、

テーブルをたたもうとしたところ、テーブルが倒れて足の指に当

たった。

47 150101 6
500～

999

会社敷地内駐車場において、トラックの修理完了後、鍵をトラッ



2017 10
15～

16

クの荷台の中に入れようとした際、両方の観音扉を同時に開けた

ところ、立て掛けられていたベニア板、パレット、ラッシング

バーが荷台から落ち、避けきれずベニア板、パレット、ラッシン

グバーが右足に当たり、右足の脛と甲を受傷した。 なお、当日

は様子をみていたが、だんだん痛みが増した。

42 40301 4
50～

99

2017 10 4～5
トラックの荷台の中で荷物の積替作業中に、高さ10㎝のパレット

の上を歩行中、右足をパレットから踏み外して足首を骨折。
40 40301 2

50～

99

2017 10
11～

12

当社工場内に於いて高さ1.8mの棚上の荷物を降ろす作業中、

フォークリフトで棚の高さ近くに上げたパレットCの上に2人で荷

物を移動していた際、棚上のパレットBに乗っていた被災者が、

隣のパレットAに片足を乗せた時パレットAがずれ、バランスを

崩した被災者がリフトで上げたパレットCの縁を掴んだところ

に、パレットAが落下して、その間に左手を挟まれ骨折した。棚

上のパレットAは少し斜めになっていた為、不安定な状態だっ

た。 パレットA（鉄製）＝1.5m×1.2m、荷物＝操作パネル

（1.4m×0.4m）。

64 11109 2
30～

49

2017 10
12～

13

配達、集荷をし帰社後荷卸し時、トラック荷台のタイヤ（ホイル

付）を卸そうとしたところ、手を滑らせタイヤが落下。 はずん

だタイヤが右胸に当たり負傷したもの。

61 40301 6
50～

99

2017 10 7～8
事業所で液化窒素タンクに液化窒素を充てん終了後、充てんホー

スを車両格納箱に格納した際、左肩腱盤を部分断裂した。
62 40301 19

30～

49

2017 10
14～

15

配送先構内にて、フォークリフトでの荷下ろし作業中、網パレッ

ト内の容器が偏ってしまい、慌ててリフトを下げたところ、網か

ごの脚を損傷させてしまった。 フォークリフトを降り、偏った

容器を直そうと、しゃがんだ状態で網パレット左側ストッパーを

外したところ、開いた網枠が右前額部に当たり裂傷を負う。

54 40301 6
10～

29

16～

当社工場内において、荷造りをしたカートン（30×30×20㎝・

重さ15㎏）を、パレットに積み上げる時パレットに乗った足を踏



2017 10
17 み外し荷物を持ったまま転倒したその際、左手甲と胸を強打し負

傷したもの。

57 10903 2 1～9

2017 10
15～

16

台風通過後の強風時に事業場内の1F南の大扉前で、干したタオル

を回収し、両手に抱えて建物内に戻る途中、足元に置いてあった

園芸用のネットが強風にあおられ足に絡まり、前のめりで転倒し

負傷した。

59 10805 2
50～

99

2017 10
11～

12

デイサービス施設の浴室とホールの間にて、利用者を迎えに行こ

うとホールに出た時にスリッパが濡れていた事で後方へ転倒し

た。

49 130201 2
10～

29

2017 10
11～

12

パレットを片付ける時に、手が滑り、左足にパレットが落下し負

傷した。
34 10109 5

10～

29

2017 10
19～

20

派遣先において、作業中に穴明機前から高周波焼入工程へ移動す

るときの事故。 足元に敷いてあったマットで滑り、バランスを

崩し転倒したとき、仕掛品が入っているポリ容器に背中を強打し

た。

37 170101 2
300～

499

2017 10
12～

13

グリーン上でボールマークを直していた際、右下方向から打った

プレーヤーのボールがおでこに直撃した。
40 140301 4

50～

99

2017 10
15～

16

本社工場において、側溝の蓋を取り、側溝内にあるゴミかごを清

掃後、側溝の蓋を閉める際専用の棒を使って持ち上げるところ、

棒を使わず、手で蓋を閉めようとしたときに右手中指を挟み骨折

したものである。

27 10109 7
50～

99

2017 10
15～

16

ラベル貼り付け作業中、商品（天むす）の入ったサンテナの下段

のズレを直そうとした時に、上の段のサンテナが左手中指に当た

り痛みを感じた。 その後痛みがなかなか取れなかった。左手中

指の第一関節が骨折していることが判明した。

44 10109 7
100～

299

倉庫内で朝礼を行う場所へ集まる途中に床にあったエアーホース

に足を引っ掛け左手を床についた。 その後2時間程作業を続けた



2017 10 8～9

が左肘に痛みがあった。 病院では過去に左肘に骨折の跡があ

り、その箇所を痛め、左肘関節捻挫を負ったと診断された。 被

災者は派遣元へ報告し、その後派遣元より派遣先である当社への

報告により発覚した。 この災害に現論者はおらず被災者の証言

によるものであり事実か否かの確証は無く状況原因は派遣元から

の報告に基づき記載した。

46 50101 19
10～

29

2017 10
15～

16

勤務店の5階にある当社の婦人服ブランド売場にて勤務中、売場

の床の凹凸部分（電気配線）に足をとられて尻もちをつく格好で

転倒した。

64 170209 2 ―

2017 10
11～

12

当工場ミンチ部作業場にて、他の作業員がハンドリフトにてパ

レットを作業場内に移動させていた。 通常パレットを床面に下

ろす時は声かけを行うが、今回は声かけと下ろす動作が同時で

あったため、原料パレットを下ろした際、近くで作業中の本人の

右足薬指がパレットに挟まれた。

27 10101 7
100～

299

2017 10 0～1

当社居酒屋店舗内厨房で、調理のため揚げ物のフライヤーに油を

補充していた時、誤って手が滑り、油が勢いよく注がれたはずみ

で中の高温の油が跳ね、身体にかかり負傷した。

24 140201 11
30～

49

2017 10
21～

22

営業所にて荷役台の積み上げ作業中に、重ねた荷役台に足を挟ん

でしまい後ろ向きに転倒した。 手をついた際に左手親指の付け

根あたりを骨折（ひび）してしまった。

54 170209 1
100～

299

2017 10
16～

17

会社の品物置場兼駐車場にて荷積みを固定する作業中、品物をト

ラックに積み込み荷締めするため、車上にある道具箱からレバー

ブロックを取り出す時、蓋のストッパーを使用していなかったた

め、蓋が閉まり右指を負傷した。

31 11209 7 1～9

2017 10
23～

24

釜で煮物を煮ている間に次の準備をしようと、野菜のカゴをのせ

ている台車を移動させた。 その際台車の動きが悪く力まかせに

動かしたため、台車に勢いがつき、IH調理機前にあるハカリを置

いている台に右手を強くぶつけた。

44 10109 19
100～

299



2017 10 8～9

ヘルプ先の寮にて、5階トイレ用モップを洗っている時、モップ

の糸に釣り針が絡まっているのに気付かず、ゴム手袋の上から釣

り針が刺さり右手人差し指先を負傷した。

63 170209 8
10～

29

2017 10
17～

18

店舗バックヤードにて、連絡ノートを確認している際に、誤って

パイプ椅子に足を引っ掛けて転倒し左肩を強打して骨折を負っ

た。

68 140201 2
50～

99

2017 10
13～

14

修理工場倉庫屋上で、ドラム缶をロープで固定する作業中にロー

プが切れ階段に背中から落ち、骨折した。
64 40102 1

10～

29

2017 10
11～

12

事業所精米施設内で、エアーコンプレッサーからの圧縮空気ホー

スの差し替えをしていたとき、空気圧が下がりきってなかったた

め、ホースが跳ねとび、右目に当たった。

64 60101 6
10～

29

2017 10
11～

12

検査作業現場にて、廃棄物の分別を行っていた際、納品があり受

取確認に向かう途中、疲労軽減用マットに躓き転倒した。 転倒

した際に左肘で着地したため、衝撃により、左肘関節脱臼骨折の

怪我を負った。

57 11402 2
100～

299

2017 10
14～

15

施設内併設のボーリング場にて、毎週金曜日にスタッフとお客様

が対戦するイベントを開催しているが、当日参加可能なスタッフ

がおらず、代わりに参加したが（業務として業務時間中）、投球

時、足を地面についた直後、ブチッと音がして肉離れをおこし負

傷した。

47 140101 19
100～

299

2017 10
18～

19

食器を洗浄中、トレーを足元に落としてしまい左足親指に当たり

負傷した。
66 10109 4

10～

29

2017 10
11～

12

2階作業場において、ゲーム用ソフトのシール貼り、製品の補充

が終わり、次にキャラメル包装を行うため、キャラメル包装工程

に向かって移動しようとしたが、足元近くに置いてあったパレッ

トに蹴躓いて、転倒し左足のすねを骨折した。

57 11403 2
50～

99

4階従業員用女性トイレを清掃作業中、下駄ばきスリッパへ履き



2017 10
10～

11

替え、履き替え用すのこを、洗面台側から個室側へ斜めに乗り越

えようとした。 その際、清掃用具が入っているプラスチック製

のカゴを左手に持ったまま左足がすのこの角に引っ掛かり、左手

から転倒した。 カゴと身体の間に左手を挟み、カゴ・左手を下

敷きにした状態で体重がかかり、カゴの縁で左の掌側面を長さ

5cm程切り出血した。

60 140101 2
500～

999

2017 10
22～

23

キッチンにてグラスを洗っているときにグラスが割れ、割れたグ

ラスを右手で洗い、右手の薬指の神経と腱を切断した。
30 140201 8 1～9

2017 10
10～

11

工場内で作業中、高い所の物を取ろうと上にのぼった時に左ひざ

を捻った。 左ひざが炎症を起こし水が溜まり、痛み止めロキソ

ニンとシップで治療と安静。

63 10602 19 1～9

2017 10
9～

10

厨房内で青梗菜をカットしている時に、誤って手が滑り、左手人

差指を切った。
23 10109 8 1～9

2017 10
14～

15

就業場所のキッチン内で玉葱を切っている時に、左手の親指に包

丁が刺さり、腱が切断された。
21 140201 8

50～

99

2017 10
13～

14

店内にて、従食室で休憩終了後エアコンを消そうと手を伸ばし、

椅子から立ち上がろうとした時、椅子が滑り、お尻から床に落

ち、右大腿部を受傷した。

60 140201 1
30～

49

2017 10
9～

10

工場にてロアーフレームライン空箱置き場でパレット空箱が積み

きれない状態になっていたため、被災者はハンドミックで空パ

レットを運搬し、手で持ち上げ所定の置き場に移動させようとし

て、腰を痛めた。 作業姿勢は基本通りのスクワット姿勢でパ

レット（重量 12kg）を持ち上げようとした。 病院の診断結果は

「ぎっくり腰全治1週間」だった。

52 11502 19
100～

299

2017 10
15～

16

小包集荷のため役所に入ろうとしたところ、入り口前の泥除け

マットのたわみに右足をひっかけ、バランスを崩し、左足の方か

ら転倒した。 その際、左足の膝部を入り口前階段の1段目の角に

激突させた。

31 110101 2
100～

299



2017 10
19～

20

洗浄室にて夕食後の洗浄作業中に、持ち場から移動しようとした

とき、床に前置きしていたホースにつまずき転倒した。
60 10109 2

30～

49

2017 10
18～

19

店舗厨房内で、鶏肉のカット作業中に、手を滑らせ左手人差し指

を切り、受傷した。
27 170209 3

10～

29

2017 10
15～

16

厨房の上の物を取ろうとしたところ、イスから滑って転落し、両

手を厨房にぶつけた。 近くの病院に行きレントゲンを撮り、全

身打撲で病院に通い赤外線と首のけん引をしていた。 右手首に

違和感があったため、MRI画像を撮ったところ手首に異常が見ら

れた。

56 140201 1
10～

29

2017 10
11～

12

デイサービスフロア内で、トイレ使用後の利用者様を介助しよう

と、カウンターから出てトイレ前に移動中に、椅子に座っていた

利用者様が坐面を臀部につけた状態で椅子を持ち上げ、その椅子

を降ろす際に左下腿に椅子の足が着地し受傷した。

42 130201 6
30～

49

2017 10
9～

10

工場内で片付けをしていた際、補機関と発電機をつなぐフライホ

イルが左足の甲の上に倒れたため、複雑骨折した。
36 11301 6 1～9

2017 10
15～

16

作業現場でサンテナを3つ重ねて台車で運んでいるときにサンテ

ナが崩れ落ちそうになり、支えようとしたときに足を捻った。
49 170101 19

300～

499

2017 10
16～

17

クラウンの溶接が終了し、約15kgの溶接治具を外そうとしたと

ころ、溶接治具がクラウンに引っ掛かり、手が滑って足の甲に落

下した。

38 11209 4
10～

29

2017 10
15～

16

当社フローズンセンター構内において、パレットを整理している

時に、別のパレットに足をとられ転倒した際、ポールガードに左

脇腹を強打した。 左脇腹肋骨骨折と診断された。

62 40301 2
100～

299

2017 10 5～6

番重に入れられた商品の焼きおにぎりを冷却するために真空冷却

機に入れようと台車を押した。 その時、キャスターが進行方向

に対して直角になり、前方に重心がかかり番重が倒れそうになっ

た。 転倒を防ごうと番重を支えたが支えきれず、肩に当たり負

54 10109 4
300～

499



傷したものと思われる。

2017 10
13～

14

店内サービスエリアの洗い場前にて下げ物をしていた時、床に置

いてあるマットで滑り転倒し、右肘の上下2ヶ所に骨挫傷を負っ

た。

42 140201 2
30～

49

2017 10
16～

17

集荷先に到着。 車両内にて集配機器のプリンター用紙を入れ替

え降車しようとした時にプリンターホルダーからプリンターが落

下。 その上に乗ってしまい、転倒して骨折した。

47 40301 2
10～

29

2017 10
9～

10

梱包作業場でダンボールをカッターナイフで切断作業中、はずみ

で定規よりはみ出し、左親指の爪部分を切傷した。
20 10409 8 1～9

2017 10 8～9

ベッド上の寝たきりの患者の体を他の看護師と2人介助で、自分

の位置より奥へ移動させる時、自分側にあったベッド柵に右胸を

強打した。

52 130101 3
300～

499

2017 10
13～

14

店内サービスカウンター内で作業をするためカウンターへ入ろう

としたところ、カウンター横のレジ前に設置していた精算済みカ

ゴを置くための台に足をひっかけ転倒した。 右手首に痛み腫れ

が生じ、右手首3ヶ所複雑骨折と診断される。

63 80209 2
30～

49

2017 10 6～7

自社工場1階作業場で、水槽に異物が浮いていないか点検作業を

しようとしているとき、床においてある掃除用のホースにうっか

りつまずいてころび、左足のくるぶし上部を打って骨折した。

58 80209 2 1～9

2017 10
11～

12

正面玄関にて、カゴをいつもの倍を片付けていたところ、突然、

腰に痛みがきて、早退した。
44 80209 19

50～

99

2017 10
22～

23

自動車オークションの広い駐車場にて商品車の積みこみ作業を

行っていた。 1台目の車輌を載せ、次を取りに行こうと荷台から

降りるため後方に向かって歩き、道板に左足がかかるところで右

足が滑った。 雨が降っていた状況ではないが霧がでていたこと

もあり転倒する勢いのまま左足が足元の隙間に挟まった状態で倒

れ込んだために負傷した。

45 40301 2
50～

99



2017 10
16～

17

派遣先の二連梱包ラインにてパレットを動かそうと持ち上げ、ず

らしていたところ誤って右足の上に落としてしまい受傷した。
21 170101 4

100～

299

2017 10
16～

17

二連梱包ラインにて、パレットを動かそうと持ち上げずらしてい

たところ、誤って右足の上に落としてしまい受傷した。
21 10103 4

100～

299

2017 10
15～

16

作業場にてブロック大組作業中、部材を正規位置に合わせるた

め、油圧ジャッキを用いて加圧した際に、ジャッキと使用治具が

外れ、被災者の左手に当たり受傷した。

22 11501 4 1～9

2017 10 1～2

派遣先の直接雇用の男性スタッフが、台車の上に積んであった番

重を洗浄室に運搬しようとしてバランスを崩し番重が倒壊した。

倒れた番重は米入れ作業中だった被災者の右足太ももから足首に

かけてぶつかり落下した。 勤務終了しそのまま帰宅したが、帰

宅後痛みを感じた。 翌日痛みが引かず、右下腿打撲傷および右

足関節捻挫のため2週間の療養を要するとの診断だった。

41 170101 4
50～

99

2017 10
12～

13

厨房内にて、うどんを圧力釜で茹でていた時、いつもと違う変な

音が圧力釜からしたため、気になり蓋を開けてしまった。 その

際、圧力釜の圧が抜けていなかったため、湯が噴きだして火傷し

てしまった。

50 140201 11
30～

49

2017 10
16～

17

2F加食エリア内にて、パレットに乗っていた商品を補充するため

に、パレットに上がって作業したところ、足を踏み外し転んでし

まった。 その際に右手で体をかばい右肩を痛めてしまった。

67 40301 1
50～

99

2017 10
15～

16

当該事業所において、お湯であたためたかぼちゃを切っていたと

ころ、かぼちゃを滑らせて、左手を包丁で切った。
42 80209 8 1～9

2017 10
12～

13

職場において業務遂行中ロッキングをしようとして、ロケに向

かっている時、ロケ後方に置いてある折りたたみコンテナにつま

ずいて転倒した。 左右のひざを床に強く打ち右ひじ下を軽くす

りむいた。

64 80109 2
300～

499

2017 10
13～ 養殖の漁場において、生け簀の網を上げる作業中ロープを機械で

58 70209 4 1～9



14 巻く際にロープが外れ、顔面に直撃した。

2017 10 5～6

フライヤークリーンの油替えをしようと、油缶の切り口を内側に

折り曲げようとしている際に、切り口を押さえていたカウンター

クロスが滑って、缶の切り口で左手薬指を切ってしまったもので

ある。

62 140201 8
10～

29

2017 10
9～

10

エアコン定期清掃のため、事前に病室に入る旨を伝えるため、病

室の患者さんに声をかけた後病室を退室する際にベッドの角につ

まずき転倒。 体の左側を強打した。 MRIを撮ったところ、腰に

骨折の箇所があった。

72 150101 2
10～

29

2017 10 4～5

お客様宅にて訪問介護中、台所の床にこぼれているものを踏んで

しまい、確認のためにしゃがんで立ち上がった際にガスコンロに

かけてあった沸騰したお湯が入ったヤカンに手が当たり、ヤカン

を落とし、熱湯で両足の甲を火傷した。 さらに慌ててヤカンを

拾おうとして、右手でヤカンに触れてしまい右手手首から手のひ

らにかけて火傷した。

54 130201 11
10～

29

2017 10
15～

16

家の建築現場で、配管のじゃまになっている仮設トイレを移動さ

せるためにロープをかけて引っ張っていたら、ロープがはずれ後

にころびそうになったので、咄嗟にかばい、膝と脇腹を打った。

52 30202 2 1～9

2017 10 8～9

湾内の漁場で台風で避難していた生け簀を引き出す作業中に生け

簀をつないでいるロープをほどこうとして、力強く引っ張った時

に、腰に痛みが走り、そのまま動けなくなった。

40 70209 19
10～

29

2017 10
18～

19

商品到着口にて到着口の整理のため、置いてあったパレットを立

てて移動する際壁面の突起にパレットがひっかかり持っていた手

から離れてしまい、持ち上げたパレットが自分の足の上に落ち右

足の指を負傷した。

43 80201 4
100～

299

2017 10
15～

16

当社工場内にて、ヤードクレーンバケット吊り具を反転しようと

両手で捕まえて持ち上げた際、吊り上げ治具とワイヤーロープを

連結するボルトナット抜け防止用の割ピンに右手薬指の第2・3関
36 10109 8

50～

99



節が接触し裂傷した。

2017 11
18～

19

製品説明会を開催するため、病院駐車場に営業車を駐車し、右手

にプロジェクター、左手に営業資材を持ち、周囲が暗い中、駐車

場を歩行していたところ、足元のロープに気付かず足を引っ掛け

転倒した。 転倒の際、地面に右肘と右腰部を強打した。 説明会

後、痛みが増したので夜間急病センターを受診し骨折と判明し

た。

40 80109 2 1～9

2017 11
18～

19

キャスター付のデスクチェアを踏み台にして壁掛けカレンダーを

取ろうとしたところ、不安定な足場のためバランスを崩して仰向

けに転倒し、背面を強く床に打った。

52 130201 1
30～

49

2017 11
15～

16

自社、土場整理の為、コンパネを片付けていたが、足元を滑らせ

コンパネの角に胸を打ちつけた。 胸が激しく痛んだが、休憩

後、作業を続けた。 2日間は胸が痛んだが、出勤し仕事をした。

その後、腕が上がらなくなり、胸の痛みもあったので、仕事を休

んだ。

69 30199 3
30～

49

2017 11
10～

11

洗浄室にて、使用した調理器具を洗浄機に流している最中、ワゴ

ンに乗って洗浄室に流れてきた器具を焦って取ろうとしたため、

右膝を作業台にぶつけ打撲を負った。 3日間の療養後、本人の判

断で復帰したが、膝の腫れが悪化したため再度受診し、安静にす

るよう指示が出た為、再度休みを取った。

57 10109 3
30～

49

2017 11
10～

11

厨房で、揚げてから網で油をきっておいたフライ魚をホテルパン

（料理を盛って提供する四角い容器）に盛り付けようと思い、IH

ヒーター上に積んであったホテルパンから1枚を抜き出した。 と

ころが、電源が切れていなかったのか、ホテルパンが加熱されて

いて、触った左手の人差し指・中指・薬指・小指を火傷した。

50 80209 11
10～

29

2017 11
9～

10

南瓜を包丁でカット加工作業中、誤って左手人差し指を切ってし

まった。
63 80209 8

50～

99



2017 11 6～7

店舗納品口付近の路上で、カゴ車（キャスター付き）を押してい

たところ、凍結路面に足元を取られてしまい、弾みで押さえてい

たカゴ車が倒れて来て、上から覆い被さる形となった。

45 40301 6
100～

299

2017 11
9～

10

洗い場で食器洗浄作業中、食器洗浄機への食器投入前に、洗浄機

の前の場所に番重を置き、温度設定（47度）の湯を流しながら番

重に入れる作業をいつも通りにしていた。 右手にひりひりとし

た痛みを感じた為、受診した。

55 80209 11
30～

49

2017 11
16～

17

本社工場において、ドライ洗濯機の溶剤を補充している際に、床

に設置してあるドレン配管の保護モールに躓き、両手及び顔面か

ら前のめりに転倒した。 顔面に切傷等があったため、皮膚科へ

当日通院し、整形外科へは様子を見てから、翌日通院することと

した。 両腕の骨には異常はなく、左手首を固定するギブスを装

着された。

64 11703 2
100～

299

2017 11
9～

10

ご利用者様居室の掃除の際、家具に右足をぶつけ、右足の薬指を

骨折した。
57 130201 3

50～

99

2017 11 2～3

加熱室のニーダーからお湯をバケツで汲もうとした時、手が滑

り、バケツが落下した。 その際、バケツのお湯が跳ね上がり、

顔に掛かり火傷をした。

32 10109 11
500～

999

2017 11
9～

10

厨房で鍋を冷蔵庫に持って行く途中、下に置いてある洗箱を誤っ

て踏んだ為、鍋を持ったまま転んでしまった。
63 140201 2

10～

29

2017 11
13～

14

Bラインで、塗装製品（金属製の棒など4、5本）を約3m上方の

レールに設置してあるハンガー（長さ180㎝×幅10㎝×厚さ5㎝

／滑車＋塗装製品の重さ40～50㎏）に吊るしてスライド移動す

る作業中、進行方向レールの切替操作を行った際、レールが正し

くつながる前にハンガーを移動させてしまい、吊るした製品が

レールのつなぎ目からハンガーごと落下した。 咄嗟に落下した

ハンガーを避けようとしたが間に合わず頭をかばって覆った手の

甲に当たり、右手甲部位と、同時に、その衝撃で頸椎を痛めて受

52 11401 4
100～

299



傷したものである。

2017 11
15～

16

バックヤードで、ティッシュペーパーの在庫整理をしている時に

踏み台として、牛乳のボトルコンテナを使用していたが、誤って

バランスを崩して、腰から落ちてしまい、強く打った。 その時

に右大腿骨上部を骨折してしまった。

61 80201 1
10～

29

2017 11
13～

14

通行止めで立哨していた際、幼稚園バスが来たので迂回案内をし

ようと急ぎ足でカラーコーンの前に出ようとして、カラーコーン

に躓き、転倒した。 その際、肩から落ちた為、右肩を強打し

た。

54 170201 2
10～

29

2017 11
11～

12

米倉庫内にて歩いていてパレットが重なっている所の角に頭をぶ

つけて怪我をし5針縫う。
65 10109 3

30～

49

2017 11
17～

18

工場棟1階ラベル貼り作業場で、6Lペール缶充填の準備作業とし

て、ペール缶にラベルを貼り付ける作業を行っていた。 作業者A

がカゴ付きパレットに積んである無地ペール缶を作業台に運んで

来た時、別のペール缶（高さ約1.3m、14缶）に当たり、斜め前

方に倒れ、ラベル貼りをしていた被災者の左足に当たり負傷し

た。

56 10808 5
50～

99

2017 11
21～

22

工場内のウレタン製品の製品接着エリアにて接着作業中に足元を

這っていた延長コードを踏んだところ、コードが床を滑ったため

転倒した。 その際、作業台の角に右脇腹が当たった。 翌週、一

日は出勤したが痛みがあったため、二日間は休み、その後の二日

間は出勤した。 痛みが引かないため、後日に受診したところ、

肋骨を骨折していた。

52 11709 2
100～

299

2017 11 7～8

製品（鉄の切板150㎏）を納入した工場において、トラック荷台

からの荷おろし作業中に、天井クレーンで製品をのせた木製パ

レットを吊り上げた際（60㎝）パレットが破損して製品（鉄の切

板）が左足の脛に当たり裂傷し、さらに左右両足の甲に落ち、打

撲を受けた。

68 40301 4 1～9



2017 11
10～

11

大型トラック（ウイング車）荷台の上で、パレットで運ばれた荷

物を荷台に移し替えている時、片方の足をパレットに掛けていて

バランスを崩し、荷台より飛び降りたようになった。 着地が左

側かかとから落ちたため、踵の骨を骨折した。

43 40301 3
10～

29

2017 11 8～9

店舗内青果バックルーム冷蔵庫前にて、冷蔵庫入室時に左側ス

ウィングドアに躓きよろけた。 体勢を立て直そうとした時に、

左足親指を近くにあったコンテナに躓き、左膝から転倒した。

47 40301 1
30～

49

2017 11 7～8

納品の際、商品をパレットに積む為、パレットを荷台の高さに合

わせ複数枚重ねて荷降ろしていた。 車体の反対側に移動しよう

とパレットからはみ出していた損紙の敷紙に足を乗せてしまい、

支えのなかった敷紙が崩れ、背中より落下した。 頭を守ろうと

反射的に手をつき、両手首を骨折した。

50 40301 6
10～

29

2017 11 1～2

スーパーやドラッグストアへの食品配送業務に従事していた。

各店舗へ配送をしている中で、事故現場近くの店舗への配送が終

了し、次の店舗へ向かう途中、前の店舗への卸し忘れがあったよ

うな気がした。 不安に思い、路上に停車し荷台へ商品の確認に

行ったところ、卸し忘れが発覚し、急いで前の店舗へ戻ろうとト

ラック荷台の扉を閉め、運転席へ戻ろうと車道側に出たところ、

対向車と接触し左足を轢かれた。

62 11502 4
100～

299

2017 11
10～

11

工場内6Bシール機移動式水槽にて、とうふパック詰め作業中に水

槽の底板が移動中に引っ掛かり、通常電源を切りエアー圧をゼロ

にして対処するところ電源を切らずに手で板を触って動かそうと

した為、板が急に動き、右手中指指先を切ってしまった。

48 10109 11
50～

99

2017 11
19～

20

客先で荷を降ろそうと荷台に乗り、作業を開始しようとした際、

足を滑らせてしまい、被災者の不注意により、荷台から転落し、

腰、背中、首を打撲し負傷した。

60 130201 19
50～

99

2017 11 5～6
納品先ホームにて荷下ろし終了後、トラック荷台より飛び降りた

51 40301 2
50～



ところ、左足首を痛めた。 99

2017 11
22～

23

構内において、トラックに荷物を積み終え事務所とトイレに行

き、車両に戻る時に、作業ホームの階段の所で体のバランスを崩

し車両と階段の間に（地面とホームの高さ約105㎝位）から転落

した。

19 50101 6
100～

299

2017 11
11～

12

はぜ折機を搬入の際、台車にのせ設置場所まで運び機械を持ち上

げた際バランスを崩し、咄嗟に倒れないよう手を添えたところ、

誤って機械のレバーに触れてしまい折り曲げ部分の刃が左手親指

に接触し負傷したものである。

61 30209 3
10～

29

2017 11
15～

16

老健棟1階更衣室付近の流し台は清掃担当者が清掃で使用するポ

リッシャーを洗浄する場所となっている。 事故発生日も流し台

でポリッシャーの洗浄を行ったが、洗浄の際に周囲に水が飛び

散ったことに気付かず拭き取りを行っていなかった。 そこへ、

業務終了後、更衣室に向かって歩いていた被災者が流し台を通り

かかった際、水で濡れた床で足を滑らせ左膝を強打した。

23 170101 5
30～

49

2017 11
13～

14

トラックの納車先にて、運転席から降りるところ、革靴を履いて

いたためステップに足を滑らせてしまい、腰から地面へ落ちてし

まう。 数日経っても痛みが引かない状況が継続し、翌月中旬に

なっても同様の症状の為、会社へその旨報告した。

55 40301 1
10～

29

2017 11
20～

21

店舗敷地内駐車場にて、電話をしようと携帯を見ながら歩いてい

たら、車止めの縁石に躓き転倒し、右足第3趾にひびが入った。
39 40301 3

30～

49

2017 11
11～

12

工場で作業中、組み立て後のH型鋼門形（横202㎝、縦179.5㎝、

コ型、重さ400㎏）を本溶接するためにクレーンで吊り上げた。

その際、少し回ったため手で押さえようと近づき、誤ってH型鋼

門形の下に足を入れたため鋼材が安全靴の上に乗ってしまい、挟

まれ負傷した。

48 130201 3
10～

29

2017 11 6～7

工場内のバンバリーミキサーによる混練作業後、排出時のドアに

挟まっている物を取り除く際、指が触れ、右手中指・薬指の爪上 58 40302 19
10～



部より裂傷した。
29

2017 11
11～

12

荷下ろしをしている時にパレット上にある荷物（長辺465㎜×短

辺250㎜×高さ183㎜、重さ11.2㎏、40ケース）をハンドリフト

を使用して運ぶ際に、荷物を引いた時に1m下に転落し左足のみ

で着地した為踵骨を損傷した。

53 10104 1
100～

299

2017 11 8～9

潜水器漁をしている最中に窓の視界が悪くなった為、左前方のへ

りに乗って前方の窓を拭き取ろうとした時に、足を滑らせて転倒

してしまった。

44 10109 1
100～

299

2017 11 8～9

業務依頼元である第二工場内にて、荷物の積込作業中に自社10t

トラックの荷台（運転席側中央付近）より地面に腰から落下し、

同時に肩と頭部を打った。 その場で救急車にて搬送され同日に

入院した。

43 10109 8
50～

99

2017 11
11～

12

研修室で下処理の洗い物をしていた。 忙しくトイレの上にあっ

たはさみが水槽に落ちたのに気付かず洗いを続けたため、はさみ

の刃が右手薬指に当たってしまった。

41 10106 8
10～

29

2017 11
10～

11

店舗内青果作業場において、ラップをかける作業をするために収

納場所からラップを取り出そうとした際に、手元から滑り落ちた

ラップが左足の上に落下し、左第五趾末節骨骨折を負った。

52 80209 4
50～

99

2017 11
16～

17

当社従業員が店内で、資材の運搬中に鉄製ラックに右足の脛を強

打した。 当日は気に留めなかったが、日が経つうちに腫れ、か

さぶたが剥けた後、さらに腫れて痛みが増し、受診したところ、

入院治療となった。

49 140201 3
10～

29

2017 11
11～

12

ジェットオーブンから料理をクックアウトする際に、誤ってIH上

で加熱されたやっとこ（鍋つかみ）を手で握ってしまい、右手の

ひらを火傷してしまった。 IH上に加熱する危険性のあるものは

置かない、使用したものは元の位置に戻す、を徹底するように指

導していく。

41 140201 11
10～

29



2017 11
22～

23

食品売場で、加工食品部の陳列応援が終了しバックルームへ戻る

時、商品を陳列した平台に足を引っ掛け転倒し、床に左足膝を強

打した。

62 80201 2
300～

499

2017 11
16～

17

店舗内において、移動中に店内のポールに頭部をぶつけそうに

なったため避けたところ身体のバランスを崩して転倒した際、床

面に着いた左手手首部を負傷した。

71 11703 2 1～9

2017 11
16～

17

被災者は、お客様に提供するラーメンの調理業務中、被災者の背

後で寸胴（直径約40㎝、高さ約38㎝）でラーメンスープを沸か

していた。 その寸胴はコンロの中心からずれた不安定な位置に

置かれており、被災者及び他のスタッフが触れるなどしていない

にも関わらず突然バランスが崩れて被災者の方に倒れた。 寸胴

には約20リットル分の沸騰したスープが入っており、そのスープ

が両足のふくらはぎ及び右足の甲にかかり負傷した。

19 140201 11
10～

29

2017 11
14～

15

銀行ロビーにて、お客様のご案内に向かった際に、別のお客様の

持っていたカバンの紐に足を引っ掛けてしまい、転倒した。 両

膝を強打し、その後顔面を床に強打し、口の中も切れたものであ

る。

51 90101 2
50～

99

2017 11
11～

12

調理室で、パン箱移動中、トースト成型している時、大型パン箱

を移動の際に、パン箱を積み重ね過ぎてしまい前方がよく見えな

くなって、調理台車とパン箱に左手薬指を挟んだ。 左手薬指を

挟んだ際に、関節捻挫の怪我を負った。 当日は平気だったが、

翌日以降に悪化したため、後日に通院した。

33 80209 7
10～

29

2017 11 1～2

弊社営業所倉庫にて、被災者は、製品を荷降ろし後、トラック荷

台にあるパレットを手作業で整理していたところ、コンパネの代

用として立ててあったパレットが倒れ、左手薬指を挟んだ。

61 40301 5
50～

99

2017 11
16～

17

駅前リノベーション計画分譲マンションA棟新築工事で、スラブ

張り作業をしていたところ、スラブの精度を求める為地中梁鉄筋

から2m単管パイプでスラブの小口を合わせようとしていた。 鉄
43 30201 2 ―



筋からパイプが外れて勢いの余り転倒して、右手首を負傷した。

2017 11
15～

16

製造作業中に、金具を左手に持った状態で歩行中、通路に置いて

あったプラパレットの上を歩き、降りる時にプラパレットが滑り

バランスを崩して転倒した。 転んだ際に金具を持っていた左手

を床について金具が手のひらに刺さった。

44 170101 2
100～

299

2017 11
11～

12

番重洗浄室にて番重を洗浄機に投入する作業を行っていたとこ

ろ、番重をローラーの上に置いた際に番重の押し込みが弱く戻っ

てきてしまった。 番重が洗浄機に入ったか確認せず違う作業に

移ってしまったため、番重が戻ってきていることに気付かず左足

に落下し左足小指を骨折してしまった。

64 10109 4
500～

999

2017 11
11～

12

作業場においてかぼちゃカッターの清掃作業中、カッターの刃を

上げた状態の時に誤って右手中指を刃にぶつけてしまい創傷を

負った。 すぐに病院を受診し、そのまま早退した。

57 80201 8
50～

99

2017 11
9～

10

自社墓石展示場内において、展示場内の墓石の組替え作業中、石

材クランプで石を吊り上げ終わり、石からクランプを外そうとし

た時、安全フックが外れてしまいクランプが急に閉じようとした

ため、石に当たるといけないと思い手でクランプを押さえた際、

クランプに左手を挟み負傷したものである。

50 30199 7 1～9

2017 11
22～

23

コンサート会場で公演終了後、ロビーの原状復帰作業中に常設ベ

ンチ（2ｍ×2m）を4名で移動しようとした際に、差し入れた左

手を壁とベンチの間に挟み左手親指部分を裂傷した。

21 170209 7
50～

99

2017 11
15～

16

ホテル3F中華厨房内において、仕込み作業中に立場上部下である

方に仕事の事で注意をしたところ、逆上し、首の右後に片手鍋を

投げつけてきた。 痛みとめまいにより、その場に倒れ込む形に

なり、1日様子をみたが変わらず緊急で受診した。

30 140101 6
100～

299

2017 11
14～

15

ワッシャーΦ1620×厚み20㎜を大型予備槽に入れる時に、ワッ

シャーが傾きIボルトが破断し転落した。 被災者は転落の際、

ワッシャーと予備槽の間に右手首を挟まれ負傷した。

25 11204 1
30～

49



2017 11
14～

15

工場内1階サンド機で作業中、生地が入ったセイロが正常に重

なっていないことに気が付き、直そうとセイロを持とうとした際

に、右手人差し指をセイロと台の間に挟んでしまった。 右手人

差し指を亀裂骨折してしまった。

45 10104 7
100～

299

2017 11
15～

16

ユニフォームのたたみ作業中に連続した隣の作業台に移動したと

ころ、作業台に前後の段差があり出っ張っていた側の作業台の脚

に左足膝をぶつけ脱臼した。

27 11703 3
100～

299

2017 11
17～

18

館内9階にあるお食事処のパントリーにて、沸騰した味噌汁を入

れた鍋（やかん）の蓋が左手に滑り落ちてきたため火傷を負っ

た。

25 140101 11
50～

99

2017 11
11～

12

2F、2B病棟清掃用具用ロッカーに、使用済みモップを片付けて

いたところ、立て掛けたはずのモップが倒れて来て、右目に当

たった。

52 130101 6
100～

299

2017 11
15～

16

工場内の食品ラインで、パレットから空の重箱をラインに乗せる

作業中に、休憩から戻った時に、重箱入りのパレットが溜まって

しまっていたので作業を急いだ際に、重箱入りのパレットが通路

に飛び出していたために足を躓き転倒し、右膝挫傷・関節血腫及

び背部挫傷となった。

49 170101 2
300～

499

2017 11
15～

16

工場洋菓子製造2課冷凍ケーキラインにおいて、被災者が番重供

給作業中、トラブルが発生したためそこを直そうとその場に向

かって歩いていたところ、途中に置いてあったパレットに躓き転

倒し負傷した。

49 10104 2

1000

～

9999

2017 11
16～

17

事業所内の食品仕分け作業場所の2階において、プラスチック製

の箱を手前に引き寄せた時に、下に敷いてあるパレットに躓いて

バランスを崩し階段の手すりに左腕をぶつけた際に骨折した。

61 80401 2
50～

99

2017 11
16～

倉庫1階プレス機作業場にてソフトトレイをプレス機に投入して

いた際、足場（高さ26㎝のパレット）から右足を踏み外しバラン
30 170209 1

30～



17 スを崩して右腹部をプレス機本体に強打する。 診断の結果、右

肋骨にヒビが入っていた。

49

2017 11
10～

11

就業場所事務所にてPOPの作成のため用紙をカッターを使用して

切断していたところ、指の側面を誤って一緒に切ってしまい負傷

した。

47 80101 8
10～

29

2017 11
21～

22

店舗にて、ディッシュウォッシャー作業中、プレートに付いてい

た汚れを洗い落とそうとスポンジで擦り洗いをしていた際、皿に

ひびが入っていた為、皿が割れ、割れた皿が右手母指から背部に

掛けて当たり負傷したものである。

20 140201 8
10～

29

2017 11
10～

11

発泡スチロール製品梱包作業工場（コンクリート床面）で、スチ

ロール製品をビニール袋に梱包作業中、ビニール袋を掛けてある

自立ハンガー式の治具を移動する際、引っ張ったところビニール

袋とハンガーの重さで逆にハンガーが前に倒れ一緒に体ごと前に

倒れた。 ハンガーの前に手をついて体を支えたが、ハンガーの

足部で脛を打ち痛みがあったが、様子を見ながら3日間作業を

行ったが、胸の痛みがあり診察してもらった。

68 11709 5
50～

99

2017 11
9～

10

組立第一工場にて、MB46Vラムを前日に立てておいたが、転倒

防止のジャッキを取り付けることを忘れていた。 事故当日、

ジャッキを確認しないまま作業を開始し、タップ部清掃作業の

際、ラムのバランスが崩れ、咄嗟に手を出してしまい、近くに

あった鉄製の測定用台と右手を挟まれてしまった。

24 11301 7
50～

99

2017 11
12～

13

魚を降ろし、船が出港しようとした際、外したロープの輪の中に

左足が入っていて、巻き付き受傷した。
41 70201 7

10～

29

2017 11
12～

13

納品入庫ゲートにてトラックの荷台から納品のテナーを下ろして

いる際にテナーにロックがかかっていなかったため動き出し、ま

たバックヤードのストッパーが外れかけておりストッパーとして

機能しておらず転落しそうになった。 落ちそうになったテナー

を引っ張り上げる処置をとったが、勢い余ってトナーと地面に左

47 40301 7
50～

99



足の左踝を挟んでしまった。

2017 11
11～

12

店舗厨房の作業台の上で小さい寸胴鍋に8分目位まで入れた魚介

スープを卓上電熱器で温めていた。 後方の冷蔵庫から卵を出し

た際に沸騰状態（沸騰し過ぎて）となった鍋が突然転倒して、高

温のスープがかかり、腰の後側～太股の後側～足首にかけ火傷を

負った。

30 140201 11
10～

29

2017 11
10～

11

入浴介助時ストレッチャーからベッドへ移動の際、患者様が点滴

をしていたため2人で患者様を担ぎ上げ被災者が点滴を持ちベッ

ド移動をしていたところ、酸素のルートが足に絡み長靴を履いて

いたため酸素のルートが足に絡んでいるのに気付かず転んでしま

い、右膝を骨折した。

49 130101 2
100～

299

2017 11
10～

11

経管栄養のイリゲーター消毒用の大きなバケツにホースから水を

入れていたところ、電話が鳴ったので急いで出ようとしてホース

に足が引っ掛かり勢いよく転倒し、左膝左手を打った。

64 130201 2
100～

299

2017 11
21～

22

店の売場において、約2ｍの位置にPOPを設置する際、POP設置

部分の上に設置されたポスターを少し手前に動かし、棚板にPOP

を取り付けた後、ステップツールを下りていたところ、突然ポス

ター（75㎝×120㎝）が落下した。 ポスターフレームが頭部に衝

突後、右手にも接触した。 その際、頭部、右拇指の付け根を負

傷した。

24 80209 4
10～

29

2017 11
11～

12

会社の食堂で昼食の準備をしている時に、みそ汁の容器（密閉さ

れていた）が火にかかっているため蓋を開けようとしたら、圧力

爆発して沸騰したみそ汁が身にかかる。 体は服で大丈夫であっ

たが、右手と両足膝にかかり、特に膝はストッキングが癒着し

て、皮が剥がれた。

40 10602 11
30～

49

2017 11
15～

16

知的障害者の施設において所属部署の申し送りに参加する為、廊

下を走っていたところ上履きのつま先が引っ掛かって転倒してし

まった。

60 130201 2
50～

99



2017 11
10～

11

施設内での展示会の搬入（机など会議用長机）を設置の時長机を

持ち上げた時、足先の上に誤って縦に真っ直ぐ落とした。
46 80109 4

50～

99

2017 11
9～

10

店舗内にある机置き場にて、開店準備のためテーブル置き場に入

ろうと入り口の襖を開けたところ、置き場に保管されていた台に

置かれ立て掛けてあったテーブルが倒れ、テーブルの脚が頭部額

側にぶつかり額から出血した。 数針縫った。

34 140201 6 1～9

2017 11 1～2

被災者は、営業所倉庫にてトラック荷台に積んである製品を荷降

ろし後、トラック荷台にあったパレットを手作業で整理していた

ところ、立ててあったパレットが倒れ左手薬指とパレットに挟ま

れ、受傷した。

61 170101 5
100～

299

2017 11
11～

12

受入部品保管場所から部品（1m×50㎝×40㎝）を台車に載せて

塗装ブースに2人で運搬中、台車と部品の間に誤って右手人差し

指を挟んでしまい切れた。

27 11301 7
10～

29

2017 11
15～

16

工場製品置場にて、仕分け作業をしている際に、リフトが近付い

てきたので避けようとしたところ、近くにあったパレットに躓き

転倒した。 転倒の際、左手首を地面についた。 手首の痺れを感

じたので30分程様子を見たが、痛みが強くなったので診察を受け

たところ骨折が判明した。

73 11204 2
100～

299

2017 11
14～

15

クリニックの2階から緩降機スローダン125を用いた避難訓練を

実施していた。 被災者が消防設備士による立会と使用説明を受

け、着用具（ベルト）を脇の下に巻き、地上に降下したところ、

そのベルトが胸の辺りを強く締め付け右7、8肋骨が骨折した。

39 130102 7
30～

49

2017 11
14～

15

工場内あしらい場にて、あしらい中に湯道を左足に落とした。

結果左足中指を簡易骨折してギブスをすることになった。
31 11502 4

10～

29

2017 11
9～

10

同僚が運転するリフトがバック走行していた際に、パレットに接

触しその衝撃でパレットが動き、作業中の被災者に当たり左膝を

負傷したものである。

39 11209 6
100～

299



2017 11
14～

15

法人の敷地内の地域交流センターにて、長机を片付ける作業をし

ていたところ、長机のレバーを引いて天板を寝かせようとしたつ

もりが、不注意でレバーを引ききれておらず、長机が倒れてき

て、足を負傷したものである。 すぐに強い痛みが出て当日に受

診した。

42 130201 6
100～

299

2017 11
13～

14

食器等の下げ物を持って洗い場へ持って行く途中に、段差に躓き

スチール製のラックに手をつき、ラックの角で指先を切る。
29 140201 19

50～

99

2017 11
12～

13

店内にて、レジにてフードのヒーティング作業中、オーブンシー

トを交換中、シートに付着していたチーズが左手の掌につき受傷

した。 当日は勤務終了後、病院へ行った。

22 80209 11
30～

49

2017 11
11～

12

茶製造工場内で茶葉を詰めた袋（約10㎏）をパレットに運ぶ際バ

ランスを崩し、近くに設置されていたステンレス製の茶葉を受け

る台にぶつかりそうになり、避けようとしたが避けきれず接触

し、左手首、肋骨を骨折した。

54 10109 3
50～

99

2017 11
19～

20

夜礼の為、第3工場出入口を出て、構内を徒歩で移動中、建物横

に2段積みされた木製パレットが置いてあったが、辺りが暗かっ

た為に気が付かず、躓き転倒した。 両手から着地し、負傷し

た。

52 170101 2
50～

99

2017 11 8～9

洗浄業務の受託先事業場内の社員食堂フロアにて、掃除機を使用

して床の清掃作業をしている際、掃除機のコードに足を引っ掛け

てしまい転倒した。 （痛みはあったものの大事に至ってないも

のと思い）すぐに作業を中断し帰宅したが、帰宅後痛みが激しく

なり同日病院で治療を受けたところ、左大腿骨を骨折していた。

65 150101 2
30～

49

2017 11
16～

17

厨房にて鍋をコンロで温めていた時、脱水症状と、高血圧の薬を

服用し、低血圧になっていた為、意識が朦朧としてきて体を支え

ようと、思わず鍋の取っ手を素手で握った。 その結果、両手の

ひら、指を火傷した。

69 10109 11
10～

29

店内で従業員用トイレを使用する為にトイレ用スリッパに履き替



2017 11
16～

17
えようとしたが、右足を乗せた時にバランスを崩し右足をひねっ

て右足甲を骨折した。

51 80209 19
100～

299

2017 11 8～9

店舗内ホールにて、鉄板付客席テーブル（横幅3ｍ高さ1m）の上

方にあるダクトの油汚れを清掃する為、ビール瓶の空きケースを

踏み台にし、鉄板の上に靴で上がり雑巾を使って掃除をしていた

ところ、ダクトの汚れが余りにも強力で簡単には除去できず、ダ

クトに集中して力を込めて掃除していたので足元をよく見ておら

ず、テーブルから足を踏み外して背中から転落した際に受傷し

た。

55 140201 1
10～

29

2017 11 6～7
施設内の厨房を開錠するために階段を駆け上がったところ、ドア

付近に置かれていた食品パレットに躓き、転倒した。
68 130201 2

50～

99

2017 11
17～

18

バックヤードで天板を拭いていた時、天板の重さに耐えられず、

右手の筋を捻挫した。
57 80201 19

100～

299

2017 11
17～

18

派遣先の9階にあるお食事処のパントリーにて、沸騰した味噌汁

を入れた鍋（やかん）の蓋が左手に滑り落ちてきたため火傷を

負った。

25 170101 11
300～

499

2017 11
9～

10

1階のフロア上にて体育館の養生シートを台車から下ろす作業を

している際、2人で運んでいた養生シートを誤って右足の甲に落

として負傷した。

26 170209 4
30～

49

2017 11
9～

10

作業場で、使用後の出刃包丁を保管庫に片付ける際、きちんと掛

かっていなかったため落下して手に当たり、左手親指に切創を

負った。

42 80201 4
300～

499

2017 11
14～

15

施設内リビングにて、車椅子に乗った男性利用者が落ち着きがな

く見守り中、他の利用者から話しかけられて、目を離した間に車

椅子ごと転倒しそうになった為、体で防ごうとして車椅子の下敷

きになり負傷したものである。

26 130201 7
30～

49

倉庫内で商品のピッキング作業中、2段目のパレット上に商品を



2017 11
10～

11

抜き取った後、1段目の商品も必要なため、空のパレットを手で

移動していた。 その際、パレットを途中で離してしまい自分の

足に落下させてしまう。 痛みがひかない為、病院で診察を受け

た。

56 40301 4
30～

49

2017 11
18～

19

当該事業所において、45㎝×65㎝の配膳用のお盆を洗浄し、乾

燥させるため右手に持ち作業台上のスタンドに立て掛けようとし

たところ、作業台と体の前に台車があり、バランスを崩した。

その際に持っていたお盆を手から離してしまい、作業台に置いて

いた左手指の上に落ち打撲した。

63 80209 4
50～

99

2017 11
18～

19

屋外にある洗浄用の水槽をスプレーガンを使用し清掃作業中、他

の作業者に協力を依頼されたため水槽そばを移動したことから水

道ホースに躓き転倒し、右膝を地面で強打した。

67 10103 2
100～

299

2017 11
11～

12

ホテル内事務所にてエアコン清掃作業の際、椅子に乗ってエアコ

ンフィルターを取り外す時、バランスを崩して転倒した。 お尻

から落下のため、地面に強打し、損傷した模様である。

26 140101 1
30～

49

2017 11
11～

12

労働者派遣先である会社において開梱作業が終わり段ボールが

乗っていた樹脂パレットを片付ける際、パレットを持ち上げる時

に上面から手を入れ（通常はリフトの爪を挿入する2ヶ所に手を

入れる）立ち上げる最中に床に面している下辺が滑ったため、

とっさに押さえようとしたところ右膝と左手小指を打ちつけ負傷

した。

52 170101 4
100～

299

2017 11
11～

12

2階製造の 調味粉投入室で、開梱が終わり段ボールが乗っていた

樹脂パレットを片付ける時に、パレットの上面から手を入れ（通

常はリフトの爪を挿入する2ヶ所に手を入れる）持ち上げパレッ

トを立ち上げている最中に、床に面している下辺が滑ったため、

とっさに押さえようとしたところ右膝と左手小指を打ちつけて負

傷した。

52 10109 4
100～

299

当社倉庫敷地内にて、ミックスタイヤからスタッドレスタイヤへ



2017 11
11～

12

交換作業終了後、保管のためタイヤ積み上げ作業中に足元のプラ

スチック製パレットがずれ、積み上げようとしていたタイヤが落

下した。 それを避けようとした際に、左手をつき転倒し被災し

た。

54 40301 2
100～

299

2017 11
12～

13

勤務先の営業部で机の上で仕事をしていて、来店対応の為、応接

間に行こうとして、左側に置いてあったカバンの紐に足を引っ掛

けて、転倒し、左膝の骨折、左肩骨折となったものである。

59 90103 2
10～

29

2017 11
18～

19

台が水で濡れていた為まな板が滑り、右足の上に落ちた。 （当

日、痛みを我慢していたが酷くなった為、翌日受診）
22 80209 4

300～

499

2017 11
17～

18

個人宅新築工事の現場で、片付けた荷物を、トラックの荷台に積

み込み、ロープで固定する作業中、ロープを強く引っ張ったとこ

ろ、ロープが切れ反動で、後方に尻もちをついた時、とっさに右

手をつき、手首を負傷した。

57 30201 3 1～9

2017 11
13～

14

接客時にカウンターの上の配線ダクトに付いている9㎝の筒状の

スポットが落ちた為、接客後、高さ85㎝のカウンターに上り、そ

のスポットを取り付けようとした時、足を滑らせ、その際、右足

から落ち倒れ右足が動かない中、何とか起き上がり店長に電話連

絡（休憩の為店外にいた）し店に帰ってもらい、状況を説明し

た。 その後、ご主人に迎えに来てもらい家から一番近い病院に

行き治療を受け、右足踵の骨折と診断された。 医師から市民病

院に行くよう指示され、後日行き、手術し入院となった。

69 80209 1
100～

299

2017 11
20～

21

2便発送作業中、クール室内投入口付近にてクールボックスを回

送中、投入作業後クール作業員が回送していたクールボックスに

左手甲が衝突。 当日は報告後、退勤し、帰宅後、腫れがひどく

なってきた。

29 40301 3
100～

299

2017 11
17～

18

倉庫内で米袋を並べるための木製パレット（135㎝×180㎝×13

㎝、約60㎏）を立てて2人で両側を持っていた。 ゴミ等を払うた

め片側を30㎝程度持ち上げては落とす作業を交互に行っていたと
38 80101 4 1～9



ころ、誤って自分の足の上に落とし、右足親指を骨折した。

2017 11
14～

15

冷凍庫内で作業中、商品を抱えパレットに移動している際に、抱

えている商品で前方が見えずパレットに足が引っ掛かり転倒し

た。

47 50101 2
50～

99

2017 11
12～

13

調理場内のスライサー機を置いている所で、スライサーの二枚刃

円盤を刃物の消毒庫にしまって手を引いた時に、刃の先端部分に

左手小指の第一関節上部が当たり怪我をした。

31 10109 8
30～

49

2017 11
16～

17

伐採現場にて伐採作業中に、ワイヤーが右足に掛かり転倒し右足

を骨折した。
76 60201 2 1～9

2017 11
11～

12

建設工業の自社資材置場で、材料の片付け作業中、材木をのせて

いるうまに躓き、地面に倒れた。 その際に地面に置いていた角

材（4角・2m）に身体の右側を強打して負傷した。 （段々と痛

みが強くなったので、夕方病院へ行った。）

44 30209 2 1～9

2017 11
16～

17

作業員が1人で、材料を入れた1m四方のプラスチック製の箱の上

に上って2段に重ねている上の箱の中を確認する作業をしていて

バランスを崩し、後向きに落下し右股関節、尾てい骨を右股関節

寛骨臼骨折した。

42 40301 1
50～

99

2017 11
12～

13

スタート室前、ポーター業務中ポーターである被災者（アルバイ

ト）がハーフ終了のお客様のクラブを清掃し、カート備付水バケ

ツの水を変えようとした時、シューズクリーナーのエアーガンノ

ズルが収納されておらず、しゃがんだ時、左眼頭にエアーガンノ

ズルが突き刺さり出血した。

67 140301 8
50～

99

2017 11
16～

17

事務所倉庫の整理の為、古い資材を解体していたところ、木材か

ら出ている釘を左足で踏んだ。
57 30309 9

10～

29

2017 12 11~12

フライヤーで揚げた若鶏の唐揚を大きいバットに入れて（約8～

10㎏）、それを持って、鉄板側作業台へ運んでいるとき、値付機

のあたりで、胸に痛みを感じた。

61 80209 19
100～

299



2017 12 14~15

当社は浴場業を営んでおり、当日は、レストラン厨房にて食洗機

を使用して食器を洗う作業を行っていた。 洗い物が終わり、調

理台の方へ向かう途中、通常テーブルに立て掛けている食洗機の

空カゴが、その時たまたま倒れていて、それに気付かなかったた

め、カゴに躓いて転倒してしまった。 転倒の際に咄嗟に手をつ

いたところ、指がカゴの中に入ってしまい、手が不自然な格好の

まま強い力が加わったため、右手を骨折してしまった。

56 130301 2
50～

99

2017 12 3~4

起床時の体位交換を行うため居室に訪室し、体位交換を行う際、

入所者と職員との体格差があるため、ベッド上にあがっての体位

交換を行い、業務終了後、次の業務に移ろうとベッドから降りる

際に布団に足を滑らせ床に右足から転落した。

50 130201 1
50～

99

2017 12 10~11

勤務先にて、店舗内清掃実施後、ゴミ回収袋と清掃用具を持って

店舗後方の集積所に向かう際、手にぶら下げていたモップ棒の糸

に足を乗せてしまい、はずみで転んでしまった。 その際に左足

首を強打し、しばらくして痛みが和らいだので業務を継続した。

翌日も勤務したが、終了後に痛みを感じたので受診した。

64 150101 2
100～

299

2017 12 0~1
雪見パトロール時に降雪状況の写真撮影のため、黒板を持ってい

た所、黒板が風にあおられ、左足にあたり転倒した。
42 30199 2

30～

49

2017 12 8~9
駐車場内でパイロンを設置している際に腰に痛みが走り作業を中

止した。
31 140309 19

10～

29

2017 12 15~16
庫内作業中、置いてあるパレットに足が掛かり体勢を崩した。

体勢を戻そうと左足で踏んばったところ左足を痛めた。
30 40301 19

50～

99

2017 12 10~11

厨房内にて、お客様より注文のあった茶碗蒸しを作成後、熱く

なっている蒸し器の取っ手を掴んでしまった。 取っ手を掴んだ

際に、右手の親指、人差し指、薬指、小指を火傷し、水ぶくれに

なった為、病院にて治療を受けた。

40 140201 11
10～

29

売場にて、銘店コーナーから通路に出ようとした際に、出口横に

置かれていた、清算済の空の買物カゴを積むセルフカゴキャリア 50～



2017 12 16~17
に足を引っ掛けてしまい転倒し、売り場床に後頭部を打ちつけ

た。

46 80209 2
99

2017 12 17~18

勤務終了後、日報にサインをもらい、現場事務所の階段を下り、

地面に足を着く時に泥よけマットの角を踏み、足に痛みがあっ

た。

58 170201 19
10～

29

2017 12 7~8
市場の駐車場でトラックに荷物を載せた後、荷台から降りる時に

足を滑らせてパレットへ飛び降り、右足首を捻挫した。
31 80109 3

10～

29

2017 12 11~12 ボールを片付ける作業中に誤って転倒し、左ひざを強打した。 21 140309 2
30～

49

2017 12 9~10

シート包餡成型機（手巻きおにぎりの機械）が作業動不良をおこ

したため、機械と機械の間の狭い通路を進み急いでスイッチを切

ろうと思い、バットにぶつかり転倒し、左膝を打撲してしまっ

た。

42 10109 3
100～

299

2017 12 11~12

加工場内、第1グループ梱包室にて箱詰め作業を行っていた際、

床に落ちていた氷を踏み、誤って足を滑らせ加熱用カゴの角部分

に脇腹をぶつけた。

49 170101 3
100～

299

2017 12 10~11

機械修理を依頼した業者をコンテナ洗浄工場北側の洗浄機械ま

で、工場のドアを抜けて案内する間に、作業用カゴに臀部をぶつ

け、右尻のポケットに入れていた携帯電話の角が尾てい骨右側に

当たり軽い痛みを感じた。 気にする程ではないと思い、修理作

業を終え、工場内の清掃をしていたが歩き回っているうちに右臀

部が腫れ痛みで歩行困難になった。

57 170101 3
100～

299

2017 12 16~17

構内作業場に於いて、鮭フィレ製造の為の魚体洗い作業を終え、

清掃作業に入って、魚体洗い装置コンベアの解体洗浄中に、部品

を跨いで移動しようとした際に、着用していたゴム製エプロンが

体に密着して動きを妨げた結果、左前方に転倒し左ひざを強打し

負傷した。

59 10102 2
30～

49



2017 12 7~8

会社敷地内のテント倉庫の中で、家具の荷卸し終了後、靴を履き

かえるときに畳のふちの段差でバランスを崩し転倒し、右足首を

ひねり、右足のくるぶしを骨折した。

58 40301 2
50～

99

2017 12 15~16

1階資材、自動倉庫前エリアで、対象となる資材（紙類）の入っ

たコンテナを作業台車から両手で持ち上げ、自動倉庫に入庫に行

く際、パレットと作業台車の間を歩行中、足をパレットに引っ掛

けてしまい、コンテナを持ったまま転倒し、左腕を床面に強打し

た。

63 11709 2
500～

999

2017 12 11~12
厨房内にてキャベツの仕込み中、誤って包丁で左手小指を切創し

た。
39 140209 8 1～9

2017 12 8~9

1F内部で吊クレーンレール（Iビーム）の取り付け作業を行って

いるとき、台車上に2本のIビーム（H450×W175×L5,750、重量

523.3㎏）が乗せてあり、ミニクローラークレーン（4.9t）で台

車上のIビーム（1本）を吊り上げ、残った台車上のIビームを2人

がかりで手押しで移動していた。 台車上のIビームが元々2本乗せ

だったので、1本になった際に、台車芯に乗っておらず重心のバ

ランスが不安全な状態にあって、台車がひっくり返り、鉄骨（I

ビーム）が転倒し、右足が挟まれた。

49 30209 7
10～

29

2017 12 14~15

当ゴルフ場インコース10番ホールでプレーヤーが打った打球が右

側のクリーク（川）に入ってしまった。 そのボールをボール

ピック（伸び縮みするボール取り棒）でコンクリート上で屈んで

取ろうとしたときにボールピックの伸縮を完全に固定しなかった

ために縮んでしまい、体が前のめりにクリークに落ち、左足首か

ら膝をコンクリートに打ち打撲し、体勢を立て直そうとしたとき

に腰を捻り負傷した。

60 140301 19
50～

99

2017 12 14~15

利用者の午後の娯楽でボール蹴りゲームを行い、椅子から立ち上

がりながら右足でボールを蹴ろうとして、足が滑り尻餅と同時に

右手を着いたことにより、右橈骨遠位端を骨折した。

62 130201 2
50～

99



2017 12 16~17

工場内において、もやしの袋を詰める包装機のフィルムを交換す

る際に、フィルムの筒の中に入れる芯（重さ約2.5㎏）を誤って

左足親指の爪部分に落としてしまった。

34 10109 4
10～

29

2017 12 14~15

雑品室室内において、ビニール袋の解体積み下ろし作業時に、ビ

ニール袋が積んであるスノコに右足の半分を乗せ作業を行ってい

た所、バランスを崩し、スノコに乗せていなかった方の右足半分

が、高さ50㎜のスノコ上から落ち骨折した。

59 10803 1
100～

299

2017 12 14~15

売場で、携帯電話を使用しながらメモ用紙がある場所に移動した

際、ハンガーラックに躓き転倒し、床で打って顎を打撲し、左上

腕骨頚部を骨折した。

67 80201 2
300～

499

2017 12 18~19

発送梱包作業をするエリア内で、2冊のアルバムを両手に持ち移

動中、スタンドタイプのホワイトボードの脚につまずき、抱えて

いたアルバムで受け身が取れずに両膝から床に転倒し、左膝蓋骨

を骨折した。

51 11709 2
50～

99

2017 12 18~19

高圧容器製作所にて、50㎏容器をパレットに載せかえる作業中、

空いたパレットを本来はフォークリフトによって移動する決まり

となっているものを、忙しさにおわれ、本人の判断で、手作業で

パレットを持ち上げ移動したところ足がもつれ、尻餅をついた際

にパレットが本人の右足に落ちて受傷した。

39 170101 4
50～

99

2017 12 18~19

高圧容器製作所にて、50㎏容器をパレットに載せかえる作業中、

空いたパレットを本来はフォークリフトによって移動する決まり

となっているものを、忙しさにおわれ、本人の判断で、手作業で

パレットを持ち上げ移動したところ足がもつれ、尻餅をついた際

にパレットが本人の右足に落ちて受傷した。

39 11209 4
100～

299

2017 12 16~17

当社工場内にてプラスチックでできた空き箱を1ｍ程度の距離に

対して手で投げて移動させていた際に、後ろに人がいることに気

付かず、投げた空き箱が被災者の頭部左側に接触してしまった。

被災者は接触した箇所を押さえながら一瞬その場に蹲り、しばら
50 170101 6

1000

～



くして立ち上がったものの仕事を中断して帰宅した。 2日後、最

寄りの病院に行ったところ脳震盪との診断を受けた。

9999

2017 12 14~15

キッチン内の通路を移動中、床においてあった油槽洗浄用の熱い

油の入った容器につまずき、その際に油が左足足首から下部分に

かかり火傷した。

18 140201 11
10～

29

2017 12 2~3

2Fパンニング室仮置庫内で、庫内の整頓中、冷生地の入ったプラ

コンが積まれている台車がずれていて、台車前方から番重と台車

の間に手を入れて引っ張ろうとして、左手中指を挟んだ。

56 10104 7
300～

499

2017 12 15~16

店舗にて、盛り込み室から休憩に向かう途中、前方にあったエプ

ロン掛けの足に気付かずつまずき、エプロン掛けの支柱の突起物

に掴まったところ、左手親指付け根を3針縫う裂傷を負った。

70 10109 8
100～

299

2017 12 14~15
作業台横に設置しているエアホースに足を引っ掛けてしまい転倒

し、骨折した。
52 10805 2

50～

99

2017 12 14~15

1階ケース商品仕分けエリア（C棟）内に於いて作業中、パレット

から商品を運ぼうとしたところ、誤ってパレットの角に右足小指

をぶつけ、転倒の際に負傷した。

57 50101 3
50～

99

2017 12 16~17

年末の挨拶とお歳暮とカレンダー配布のため、お客様企業を訪問

した際、お客様が不在だったので、お歳暮とカレンダーを置かせ

てもらう為、事務所に向かって歩いていたところ、ホースに気付

かず、ホースに左足が引っかかり、バランスを崩して左側に転倒

し、左肘と左腕を地面に強打した（左肘脱臼骨折、左膝痛みあ

り）。

51 90103 2
500～

999

2017 12 10~11

販売するチキン調理の為、バックカウンター内にある電子レンジ

にシリコンスチーマーに入れた4本のチキンを入れ、それを3分

50秒加熱して取り出した際に、スチーマー本体が歪んで蓋が開

き、蒸気が持っていた手にかかり、「熱い」と思った瞬間に持っ

ていた右手を離してしまい、中に入っていた水分と油がこぼれて

21 80209 11
10～

29



右太ももとひざに掛かり被災した。

2017 12 10~11

サウス4番ティーでお客様が打てる状況になるまで待っている

時、サウス1番ティーから打ったお客様の打球が右足に当たり負

傷した。

60 140301 6
100～

299

2017 12 10~11

2階居室に清掃に入る際、掃除機のコードに足を引っかけ左側に

転倒した。 左足（股関節）に痛みがあり、屈曲伸展ができなく

なった。

59 130201 2
50～

99

2017 12 5~6
荷主センターにて積み込み作業中、立て掛けていたパレットが倒

れてきて足に当たり、右下腿後面の皮膚をえぐった。
50 40301 5

10～

29

2017 12 15~16

コンテナ内で荷降ろし作業をしていた際、作業も終盤に入り、ダ

ンボールを2箱持ちコンテナ後部の搬出口の所で、フォークリフ

トの爪で上げていたパレットにダンボールを置こうとした所、パ

レットとコンテナとの間にすき間があることに気づかず、その間

に転落し、腰部を打撲した。

41 50101 1
30～

49

2017 12 13~14

売場でサッカー台（高さ70㎝）に上がりレジの時計を修正した

際、サッカー台から着地したところ、左膝を脱臼して転倒した。

転倒した際に頭をぶつけ、脳震盪を起こした。

43 80209 2
50～

99

2017 12 19~20

トラックをホームに着庫し荷卸し作業をする為、運転席から下り

た際、地面に角材が落ちているのに気付かず、右足が角材の上に

乗り、右足首をひねり負傷した。

51 40301 2
10～

29

2017 12 23~24

倉庫敷地内において積み込み作業中、後部におかれた左側パレッ

トの上から荷物を取ろうとしたところ、左足がパレットにあた

り、コンテナ内に転倒して左足首ねんざ及び左足小指から中指ま

でを打撲した。

48 40301 2
30～

49

2017 12 22~23

厨房内にて皿洗いの業務をしているとき、足場付近に立てかけて

あった鉄板に足をひっかけてしまい、そのまま転倒し、膝を強打

した。

21 140201 2
30～

49



2017 12 13~14

店舗調理場で調理中に、パスタをゆでる為のお湯が入った寸胴

（およそ20㎏）を持ち上げた時に腰に痛みがはしった。 その

後、痛みがあったが我慢できるほどの痛みだった為、病院へは行

かず仕事を続けた。 しばらくして歩けない程の痛みに変わり、

急患で病院へ行った。

21 140201 8
10～

29

2017 12 8~9

請負現場にて、本人が整理した書類を運搬中に、床にあるカゴに

足をとれられ、転倒し両手を床についた際、右手小指を骨折し

た。

63 170209 2
100～

299

2017 12 7~8
開店作業中、ミニキャリーに載せて店外へマテハン類を運搬し、

店内に戻った際、マットに躓いて転倒し、左腕を骨折した。
56 80209 2

10～

29

2017 12 15~16

現場4Fで型枠組立作業中、型枠材に穴を開けようと墨壺を使用し

ていた際、墨壺の先端（カルコ部）の差しが甘く、先端部が抜

け、その反動により抜けた先端部が左目に刺さり負傷した。

66 30201 4 1～9

2017 12 11~12

大学付属病院本館9階の病院室内にて、2人1組にて行う退院ベッ

ド清掃作業終了後、ベッドをフラットにする最中、背上げ部分を

下げている最中に柵に左手を置いていた為、挟んでしまい手を引

き抜こうとして柵と背板部分横マットレス止めの間で左手を挟み

負傷したものである。

60 11703 7
10～

29

2017 12 16~17
調理場で調理中にアルミ製のバットの3枚束になっている物を手

を滑らせて落としてしまい、足に当たり右足小指を骨折した。
35 80409 4

10～

29

2017 12 6~7

宅配ホームでの仕分け作業中、2本並んでいる引き込みローラー

の向こう側を仕分けるため、ローラーの上に乗って渡ろうとした

ところ、足を滑らせ転倒し、ローラーの縁に右足内側のくるぶし

をぶつけてしまったものである。

65 50101 2
30～

49

2017 12 15~16

住宅建設現場にて、歩行者を誘導案内するために適した場所へ移

動しようとしたところ、歩道と工事帯を区別するための資機材に

足を取られ、両手両膝をついた形で転倒した。

69 170201 2
50～

99



2017 12 11~12

店舗休憩室において、業務に入る前にシフト等の確認を行ってい

た。 ロッカーの上においていた飯台が落下し、眉間から左こめ

かみにかけて当たり負傷したものである。

38 140201 4
10～

29

2017 12 15~16

資材置場のトラックの荷台において、使用済みのドラム缶の上で

6～7㎏の一斗缶6個を束にした積荷を降ろすため移動しようとし

た時、ドラム缶の上面が少し濡れていたため足元が滑り転倒し、

右脇腹をトラックの荷台の鉄製枠に打ち付け負傷した。

37 80109 3 1～9

2017 12 10~11

本社で大掃除の作業中、給湯室の棚を整理していて、高い所を掃

除する際に、キャスター付きのイスに乗って作業を行い、バラン

スを崩して椅子から落ち、右大腿部を床に強打して負傷した。

62 150101 1
10～

29

2017 12 20~21

事業所内洗浄コーナーで洗浄後のトレーをかごに立てて入れ、食

器乾燥機の奥にいれようとした際、トレーが倒れてかごとトレー

の間に右手の薬指の第一関節が挟まってしまった。

63 80209 5
10～

29

2017 12 8~9

当社工場内にて、始業にあたり作業所に移動する時、コンプレッ

サーのコードにつまずき転倒し、その際、左膝をついてしまい骨

折した。

53 11305 2 1～9

2017 12 15~16

勤務終了後、退社の際、急いでいたため従業員駐車場の敷地区切

の黄黒ロープ（高さ60㎝程）を跨いで入ろうとした時、足が引っ

掛かり前方に転倒した。 荷物を持っていたため肘から落ち骨折

した。

61 80209 2
30～

49

2017 12 14~15

道路パトロールの業務中、主要地方道の集水枡につまった草木を

除去する為に枡蓋を取り外す際に蓋とアスファルトの間に指をは

さみ負傷した。

32 30199 7 ―

2017 12 19~20

ホテル客室の掃除をしている時、テーブルとソファーの間があい

ていたので手前に引いたところ、重いテーブルだったので力を入

れて引っぱった際、足の親指にあたって爪がはがれた。

64 140101 6
10～

29

本社1階仕込み室において、左手に翌日使う冷凍食材を持ち、右



2017 12 11~12
手の包丁（刃渡り18㎝）で袋を切ったあと、左手の食材を置いて

次の作業に移る際、誤って包丁の刃先が左手親指部分に触れ負傷

した。

29 80209 8
30～

49

2017 12 12~13

作業場の出入口付近の作業台でミニクロワッサンの袋詰め作業を

していた際に、売場の商品出しを終えた従業員（パートタイ

マー）が品出し用トレーを持って小走りで作業場に戻ってきて、

被災労働者に衝突した。 加害者が持っていたトレーが被災労働

者の左わき腹に強く当たった。 当日は大丈夫だと思っていた

が、翌日に痛みが強くなってきたため、病院で受診した。

26 80209 6
50～

99

2017 12 11~12

年末大清掃にて、分析室内の天井に付いているエアコンのフィル

ターを清掃する為、椅子を用いて高さ3m程度の所に有るエアコ

ンに手を伸ばして作業をしていた。 その時、椅子がぐらつき、

床に落下して頭部を強打した。 直後に鼻血が出たものの、大し

た事はないと思い、その事を誰にも言わずに帰宅したが、夕方に

痛みが出た為、救急外来で受診し、即入院となった。

53 11204 1
30～

49

2017 12 9~10

当社資材置き場において、重機を洗浄後、重機のキャタピラ部分

から下に飛び降りたところ、近くに敷いてあった鉄板の上の水分

が一部凍っていたため、滑ってひねり左足を負傷した。

46 30309 3
10～

29

2017 12 10~11

当日、9階にある浴室脱衣場を清掃のため、踏み台を使って鏡を

拭く作業をしていたところ、踏み台から降りる際に足を踏み外し

て転倒し、そのとき右手をついて負傷した。

76 150101 1
30～

49

2017 12 9~10

ホールで、利用者に朝のお茶を提供しているとき、椅子に掛けて

いた利用者の杖があることに気づかず足を引っ掛け、そのまま転

倒した。

61 130201 2
10～

29

2017 12 14~15
出社し更衣室で服を着替え、休憩室に立ち寄った。 勤務に入る

ため売店へ向かう際、休憩室の椅子に躓き転倒し、負傷した。
55 140209 2

30～

49

2017 12 9~10

倉庫内の商品エリアで、ピッキング作業のため箱（縦30㎝、横

45㎝、高さ18㎝）を持って歩行中、パレットに躓き転倒した。 58 40301 2
30～



その際、両膝・両手・右胸を打撲し負傷した。
49

2017 12 9~10

派遣先事業所の倉庫現場内にて、作業開始直前に倉庫内の床面に

設置してあるパレットに足が引っ掛かり転倒した。 ピッキング

作業用のプラスチック箱を片手で持ったまま転んだため、胸部と

腕を打撲した。

58 170101 2
300～

499

2017 12 12~13

当社第2工場内にて現場片付け中に、平型カッターボディを両手

で2個持った状態で、床で足を滑らせ転倒した。 その際に平型

カッターボディと床に左手小指を挟み、左手小指を負傷した。

45 10102 2
30～

49

2017 12 17~18
事業場工場内にて、パン製造成型台を手に持つ形で洗浄作業を行

い、誤って手を滑らせ、成型台を足の上に落下させた。
28 10104 4

30～

49

2017 12 6~7

クール室内でクールボックスを移動中、右側より動いてきたクー

ルボックスと移動中のクールボックスとの間に右前腕を挟んで、

怪我を負った。

52 50101 7
300～

499

2017 12 16~17

派遣先である中央センター内にて、食品のピッキング作業に従事

中、通路を移動する際に、製品の袋を7袋（合計約2.5㎏）抱きか

かえるように持っていたため、足元が死角になり、棚から10㎝程

はみ出していた段ボール箱に躓いて転倒し、右膝を負傷した。

51 170101 2
100～

299

2017 12 9~10

東4番ティーグラウンドにて、同伴者の球の行方を確認していた

際、右側にいたお客様が突然素振りをしたため、避けることがで

きず、右顔面にクラブヘッドが当たった。

20 140301 6
100～

299

2017 12 7~8

浄水場B1Fの階段室で、夜勤の朝の巡回点検を終え、下駄箱の内

履きに履き替え、控室に戻ろうとした際に、床に敷いてあるスノ

コの隅に右足を引っ掛けて足を捻り、右足の小指辺りを損傷（骨

折）した。

52 150101 3
300～

499

2017 12 4~5

仕分作業中、鉄骨（高さ30㎝）に右足を乗せて乗り越え、左足か

ら空パレットに着地した際、パレットの天面の窪みに躓いて左足

首を捻り、左肘と左手首、そのあと左側頭部を床にぶつけた。

46 40301 1
100～

299



2017 12 8~9

青果作業場のカット部屋で、パイナップルの芯ぬき作業の準備

中、芯ぬきを清掃しようと押さえを上下した際、間に手を入れて

しまい、下の刃で右手親指の付け根を切って、4針縫合した。

57 80201 8
100～

299

2017 12 14~15

第一工場の大掃除中、受入場から塗料庫前の置き場へ社内用パ

レット（約15㎏）を持ち上げて運搬していた。 その際、運搬経

路の足元にパレットが置いてあったことに気づかず、躓いて転倒

した。

44 11209 2
100～

299

2017 12 15~16

惣菜バックヤードで商品を運搬中、清掃していた従業員の横を

通った際、清掃に使用していた水切りに足を引っ掛けて転倒し

た。

71 80209 2
100～

299

2017 12 12~13

店舗バックにて、白だし作成のためIH調理台でお湯を沸かそうと

大鍋の蓋を取った際、その蓋が大鍋の横に置いてあった5000cc

のメジャーカップに当たり、中のかけだしが右足甲に掛かり、火

傷を負った。

50 140201 11
10～

29

2017 12 17~18

惣菜バックヤード内のフライヤー前において、清掃と片付け作業

中、グレーチングの上を歩いたとき、足を滑らせて転倒しそうに

なった際、誤ってフライヤーの中に両手を滑らせ肘付近まで入

り、両手・両腕に火傷を負った。

60 80209 11
50～

99

2017 12 21~22

展望レストラン厨房にて、シンクで洗い物作業中、横で別の係員

が100?寸胴の中のお湯を側溝へ流そうと寸胴を勢いよく持ち上げ

た。 中のお湯が勢いよく飛び出し、そのお湯が左足外側にかか

り、火傷を負った。

22 140201 11
300～

499

2017 12 17~18

工場内において、業務終了後にエアーシャワー室から出たとこ

ろ、床に敷いてあるマットで滑り、転倒した。 その際、後頭部

をかばおうと床に手をついたところ、左手首を骨折した。

61 60101 2
50～

99

移動式シェルフにて運んできた大きめ3個のザルとボール（直径

約50㎝）を洗い場の奥に運ぼうとした際、躓いて転倒した。 通

常は床に設置しているマットが、大型洗浄機の修理のため、2つ 300～



2017 12 15~16
に折った状態で置かれていて、持っていたボール等が死角にな

り、マットに気づかず転倒した。 その際に前方へ倒れ、右足を

強打した。

73 140101 2
499

2017 12 11~12

リネン交換・洗濯業務を請け負っている介護施設において、ベッ

ドのシーツ交換中に、中腰の状態で上半身を捻じったときに、腰

から背にかけて強い痛みが生じた。 背骨両側の筋肉が捻じれた

状態で、後日にMRI検査を行った結果、骨折もしていたことが分

かり、コルセット装着のうえ、自宅療養となった。

73 150109 19
100～

299

2017 12 23~24

仕事が終わり更衣室に向かう途中、惣菜売場の前の通路が油っぽ

く滑り易くなっていた。 その通路に黒いマットが敷いてあり、

マットの上を少し急ぎ足で歩いていたところ、マットごと右側に

滑るように転倒し、右足の甲を強打した。

44 80209 2 1～9

2017 12 11~12

事業所建屋外の洗濯機置き場で手袋等の洗濯中、足元の散水用

ホースのたわみに足が引っかかり、前のめりに転倒した。 その

際、咄嗟に右手で体をかばったが、右手小指を強打し骨折した。

66 11403 2
50～

99

2017 12 8~9
作業場で、白菜鍋加工のため白菜を包丁でカットする際、不注意

で柄と刃を逆に持ってカットしたため、左手人差指を切傷した。
23 10109 8

500～

999

2017 12 10~11

工場の用水処理場において、2名でスチームトラップ取り替え作

業のため、ボルト（フランジ用）を緩めようとしたが緩まなかっ

た。 そのため被災者が応援に入り、ソケットレンチの柄にパイ

プ（長さ1m）を差し込み体重を掛けたところ、レンチの根元

（ヒンジ箇所）で破断し、体勢が崩れて右足首を捻って転倒し

た。

56 10109 2

1000

～

9999

2017 12 10~11

鮮魚売場前で冷ケースの棚間調整中に、棚受けに棚を掛ける際、

棚が手から滑り落ち、その際に隣に掛けていた棚と滑り落ちた棚

の間に左手小指を挟まれ、爪が割れ、骨折した。

35 80209 7
50～

99

利用者宅で圧力鍋を使って筑前煮を作っていて、出来上がり、蒸
10～



2017 12 13~14 気を抜いて蓋を開けようとしたときに爆発し、両内腿を火傷し

た。

46 130201 11
29

2017 12 18~19

厨房内の事務室から洗浄シンクへデイサービス用のお茶給水器を

運搬中、段差で体のバランスを崩し、洗浄シンクのヘリ（縁）に

左脇腹を強打した。 痛みが治まらないため翌日に受診したとこ

ろ、左肋骨3本の骨折とその衝撃による肺挫傷と診断された。

64 10109 3
10～

29

2017 12 17~18

当社の食肉加工場内で、原料肉（牛バラ1枚4～5㎏）を作業台に

置き、立って検品・異物除去作業を行っていた。 異物を発見し

たので包丁で除去しようと冷凍肉に包丁を入れたところ、左手親

指付け根に触れ、包丁で創傷し負傷した。

68 10109 8
10～

29

2017 12 20~21

夜勤の際、正月の準備のため、3階フロアにて丸椅子の上に立

ち、一人で装飾の紙などを壁に貼っていたところ、上ばかりを向

いていたためか体がふらついた。 咄嗟にしゃがんだが椅子から

落ち、床に尻もちをつき、その際に右足を捻った。

71 130201 1
10～

29

2017 12 14~15
客室清掃作業中に、ベッドに広げたシーツの折り込み部分が足に

引っかかり、空気清浄機に胸をぶつけて、転倒した。
66 150101 2

10～

29

2017 12 15~16
客宅で風呂場の掃除をしていたとき、二つ折りのスノコを設置す

るときに、手を挟んで出血し、骨折した。
54 130201 7

30～

49

2017 12 14~15
連泊している客室のベッドメイク中に、ベッド足元の加湿器に気

がつかず、足を引っかけて転倒した。
55 140101 2

30～

49

2017 12 12~13

発生当日は事業所内の駐車場で誘導係として勤務していた。 勤

務時間が終わって交代するとき、駐車場内のロープに足を引っか

け転倒した。 退勤後に病院を受診したところ、左橈骨遠位端骨

折との診断を受けた。

62 130201 2 ―

2017 12 12~13

客先にて、日常清掃作業を行っていた。 左手に清掃用具の入っ

たカゴ（縦横30～40㎝、重量1～2㎏）を持ち、トイレのチェッ

クに向かうために5階見学者用通路（カーペット敷）を歩いてい
58 170209 2

50～



た。 その際、靴を新しくしたためか靴紐を上手く結べておら

ず、解けた靴紐に足をとられて前向きに転倒し、右肩・右胸・左

膝が地面と接触して負傷した。

99

2017 12 11~12
ゴルフ場内の中コース7番ホールで、マーシャル業務中、お客様

が打ったティショットが被災者の左眼付近に当たり、受傷した。
65 140301 4

100～

299

2017 12 7~8
電車と徒歩で通勤し、ロープを跨いで事業場の駐車場敷地内へ入

ろうとした際、誤って足を引っ掛けて転倒し、負傷した。
65 80302 2 1～9

2017 12 16~17

梱包場所にて、パレットに積まれていた梱包前の商材をパレット

ごと動かそうとした際、近くにあった空のパレットに差してあっ

たハンドリフトを使おうとした。 ハンドリフトが抜けなかった

ため、他の作業者が代わりに抜こうと、被災者にパレットに乗っ

て足で押えてもらっていたとき、ハンドリフトを引いた反動でバ

ランスを崩し転倒した。 その際、右手を着いたことにより、今

回の傷病に至った。

59 50101 2
50～

99

2017 12 16~17

作業現場にて、パレットに積まれていた梱包前の商材をパレット

ごと動かそうとした際に、近くにあった空のパレットに差して

あったハンドリフトを使おうとした。 抜けなかったために他の

作業員が代わり抜こうとし、本人にパレットの上に乗って押さえ

てもらっていたとき、ハンドリフトを引いた反動でバランスを崩

し、右手をついて転倒した。

59 170101 2
100～

299

2017 12 9~10

アクティビティに使用している紫外線カット成分と肌ざわり成分

を混ぜるための瓶を洗っていたところ、瓶が割れ、右手小指を受

傷した。 出血が多かったため受診し、3針縫合した。

16 140309 2

1000

～

9999

2017 12 15~16

倉庫内において、鉄製チェーンと金具のパレット（縦1.1m×横

1.1m×高さ15㎝、荷物の高さ60㎝）を梱包作業中、移動しよう

として歩き始めたときに、パレットのそばにあった荷造り用のバ

ンドに足を引っかけ、前のめりに転倒し、地面で右足膝頭を強打

した。

75 80109 2 1～9



2017 12 11~12 鯖を切り身にしているとき、指を切った。 64 140101 8
10～

29

2017 12 10~11

施設内で、管理室のドアを椅子で固定し、隣接している倉庫のド

アを立て札で固定して開けたままの状態にして掃除をしていたと

き、電話が鳴り、お客様の要望で外を確認するため、お待たせし

た状態で小走りに管理室から出たところ、倉庫のドアを固定して

いた立て札の足元の大きく出ている部分（金属）で左足親指を強

打した。 なお、被災当時はスリッパを履いていた。

43 170209 3 1～9

2017 12 12~13

派遣先において、乳児棟2階のトイレにて、園児のトイレを済ま

せ、抱き上げて0才児クラスに戻ろうとしたところ、床にあった

おまるを蹴るような形で右足をぶつけた。

45 130201 3
30～

49

2017 12 6~7
店舗出入口（風除室）にて商品搬入中、後ろから来たカーゴに足

をとられ転倒し、膝を打ち骨折した。
60 80209 2

50～

99

2017 12 10~11

出張先の集荷場にて、作業場から一旦外に出て、作業場とパレッ

ト置き場の間を通ってトイレに向かう途中、置いてあるパレット

に躓き、バランスを崩して転倒した。 地面に手をつく際、パ

レット表面の穴に指が入ったため、左手薬指が曲がって伸びきら

なくなり、 左手薬指の腱が断裂した。

60 170209 2
10～

29

2017 12 17~18

事業所において、夕食に提供するバナナを配膳しようと、盛付台

に取りに来たとき、別の人がバナナの皮を片づけようとして、ゴ

ミ箱を盛付台の方へ滑らせた。 その際、ゴミ箱にぶつかってし

まい、右足脛が腫れた。

67 80209 3
10～

29

2017 12 16~17

掃除の時間中に、休憩室のエアコンのフィルター掃除しようとし

たところ、近くに脚立がなかったため、折りたたみの会議テーブ

ルに乗って掃除をしていたところ、テーブルの脚が重みでたたま

れ、滑って右手を強く打った。

58 11209 1
10～

29

病院1階の食器洗浄室にて、病院給食の食器洗浄を行っていると
500～



2017 12 13~14 き、給食配膳用の大型食器トレイを10数枚重ねて持ち上げた際、

腕を捻って負傷した。

68 80209 19
999

2017 12 7~8

当事者は、客先店舗の日常清掃に従事し、通常業務で出勤し、作

業を開始した。 従業員トイレの清掃を始めようと、右手に清掃

道具を持ち、靴を履き替えようとしたところ、バランスを崩し転

倒し、左腰を強打した。 勤務が終了し、帰宅途中に激しい痛み

が出た。

75 150101 2
300～

499

2017 12 8~9

被災者は、当社工場内で塗装作業をしているとき、コンベアで吊

して動いている塗装品が、次々と作業架台に当たっていき、作業

架台がぐらつき、支えようとしたが間に合わず、被災者の右足甲

部分に倒れてきた。 原因は、普段より作業架台の場所がコンベ

アに近かったためである。

44 11403 5
10～

29

2017 12 10~11

店舗室外の自動販売機前をホースを使って水を流していたとき、

右に回転した際に足元がホースに引っかかり、そばにあった木の

柱に顔をぶつけて転んだ。 その後、段々と鼻の辺りが腫れてき

た。

75 80209 3
10～

29

2017 12 15~16

工場内の1次側振動機下の地面で、スカート用のベルトを切断

中、他の従業員のカッターの刃が滑り、ベルトを押さえていた被

災者の左手中指の付け根辺りを負傷した。 ベルトが硬くて切れ

にくかったので力を入れていたため、カッターが横に逸れて、刃

で怪我をした。 なお、軍手は着用していた。

64 20202 8
10～

29

2017 12 17~18
店舗入口に正月用のしめ縄を取り付ける際に、脚立代わりに使用

していた椅子から転倒し、左内股を裂傷した。
29 80409 1 1～9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html
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